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序 文

船橋遺跡は、大阪府柏原r『およぴ藤井寺市に所在し、奈良盆地から大阪平:!llJ・に流れる硯大和川と北流

する石川との合流地点の下流に位脱し、現大和）11を挟んで両側に拡がります。

旧大和川は、石川の合流点から、 北ないしは北四に流れており 、当辿跡は、 本来、人和川の左J,;kに位

置し、通称国府台地と呼ばれる洪鞘段丘の段丘｝姐から問状地性低地に立地していました。大和川の付け

替えに伴い、 辿跡の中心邪が分断されることとなりました。そのために、硯）＜和川の河床や河／晶が没食

されること により 、雨後によく、土器や石楷などの低品が採集されることが知られていました。その大

和川も2004年に付け替え300周年を迎えることとなりました。

今回の発掘ill/1]究は、大和川，＇ふ規格堤防建股に先立って行われたもので、硯大和 川右摩側に位訟します 。

現大和川左沿側の刷査は、すでに、当センターで1996年）止の1軋壺成呆が『船柏辿跡』として刊行され

2000年度に災施されたIUIJ在）成呆が、それに続送「船橋辿跡11』として刊行されました。本l'}は、それに

続く 3冊目の本報イヤ野にあたります 。

船橋遺跡は、縄文時代から中W:にかけての複介辿跡であり 、 今回の間介成呆から、 主に 、 q i ~島時代前

半の、掘立柱建物、＋坑，溝など様々な辿梢が検出され、また、それらに伴う士悩や木岱なども多数出

土しました。

今回、特に注目される辿物としては、ガラス」；．の鋳翡りが出七しています。ガラス玉の鋳渕は、 他辿跡

出土のものには、方形のものがありますが、船梢辿跡1±1:1::例は、渦券さ状に土が配Jill'.されており 、円形

のものでした。

他に、漆)箭なども 1—1\ .::1::していることから、その時代には、当地域が工房の匝を担っていたと考えら

れます。

それらは、神栢低地に立地する辿跡の定めとして、河川のもたらした地形政1疫の褒化に伴い、各時代

の遺跡の一端を窺うことができる汽料として、四要なものでした。

最後に、 ;w1究に1漿して、人阪府教介委且会ならびに,,,11土交通省近畿地）j整備），J大和川i11fJII :rJ1務所をは

じめとする、 1111係者の方々のご指科、ご協力に感謝 1:~1 し上げるとともに，今後とも当センターの地蔵必

化財調査事菜に一料のご狐解とご協力をお崩｛いする次第であります。

2005年3月

財団法人 大阪府・文化財センター

理む長 水野正加
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1、本書は、大阪府藤井寺市川北3丁目・ 柏原市大正2丁目所在の船椅辿跡の発掘桐芥報告秤である。

2、調査は国土交通省近畿地方整伽局大和）II工:rJJ.叩務所（現 大和）IIM川耶務所）から財団法人 大阪

府文化財憫究研究センタ ー（現 大阪府文化財センター 平成14年4月から）が委託を受け実旅し

た。

確認調査は大和川改修（苅規格批防）事業に伴う船椅辿跡発掘訓査として平成12年3月23日から平

成13年3月10日まで委託を受けた巾で、平成12年12月4日から12月27日まで割査を行った。

大和川改修（窃規格捉l坊）事業に伴う船栂は跡発掘調査（その 3)は、平成14年3月21日から平成

15年3月25日まで委胚を受け、平成14年5月9IJから平成15年3月20日まで訓査を行った。

大和川改修（科規格提llガ） l)f伐とに伴う船柏迅跡発掘潤芥（その 4) は、平成15年3月26日から平成

16年3月25日まで委託を受け｀平成15年5月15日から平成15年11月28日まで閻査を行い、 その後

成16年3月25I~ まで辿物整郡作棠を行った。

その後、上氾の間査の辿物整址・報告'i'I:作成作業を、大和川改修（詞謁格批防）事業に伴う船柏辿

跡発掘閻fl:(その s) として平成16年2月271―1から平成17侶3月10日まで委託を受け、平成17年3

月10日本牲刊行を持って完了した。

3、調査は以下の体制で災施した。

調査部長井藤徹（平成J/1年3月まで） ・玉井功（平成14.年4月から）、南部渭在lJ)'.務所所艮瀬

川 健 （平成14年3月まで）・渡級 昌宏（平成11年4月から平成15年3月まで）、藤田 惑同（平

成15年4月から）、調ft第一イ系（平成1'1年4月から。平成14年3月までは第二係）係長 守川 火

郎（平成15年 3 月まで） • 森）外染佐＋（平成lS年4月から）、 主任技師立花正治［＇り謬 'O,技

師木il!l) 磁ll'1't(平成13年3月まで）、技師 三宮門弘（平成H年4月から。平成16年7月から

主任技n11ii 、 ~ 11 ·/ j1·勤導I―111PJ詑別1 大島 施ーf(平成14年 4月から平成lS年7月まで） 閻撒課課

長赤木 克視、係長 ）巌水 」じ明（平成13年3月まで）ら森）砥 直樹（平成13年4月から）、技師

岡戸 哲紀（平成14年1月まで） ・山冗他 （平成14年2月から平成J6年3月まで）｀侶太具染世

（平成16年4月から）

古市分至非常勒職1-l秋山敦子 ・宇川 星芥・岡本悦＋令 川田嘉代子，片山 磁子・京11u:↓ 

孝之• 田中映子 ・il:村尚也・中村，I:!'!子・松水 しのぶき illIコ純枝， 山中 兵由染 ・行川

勝

4、調査の実施に当たっては、地元藤井寺市教了f委且会、柏）);(1Ii教脊委且会、藤井寺市川北地区自治会｀

柏原市大正両辿合区第1囮区自治会、人阪府教rt委且会をはじめとし、下記の方々に御指祁、御協力
を賜っ た。it己して謝邸を表したい。

【調査指祁l()l it(不 l~iJ 、敬称略）

京嶋 此• 佐藤隆；伊藤幸司（以上、（財）大阪市必化財協会）

5、本書の作成に当たつでは、執節・編集は三宮 昌弘が担当した。

6、本調査に係わる均迂'(.冥測図などの記録類は、 H杯fl法人大阪）仔文化財センタ ーにおいて1呆竹：してし

る。広 く利用されることを希昭する。

-iii-



凡 例

1、遺構実測図・断而図の枯凶邸団は、すべて某取消平均悔水位 (T.P.)を用い、 mlれ位で表示した。

2、遺構図の座楳は1-,q+座栢llilll(I止界測地系）を使用し、第VI座椋系にi悠拠する。表記はすべてml財＇・

である。ただし、確認欄査は l ~I座椋系を使用している 。 辿構 I必l に付した方位は｀すべて座椋北であ

る。

3、現地調査や辿物監理は、平成15年3月までは、財団法人 大阪文化財センター『辿跡制査基本マニ

ュアル』1988年に池拠し、平成15年4月からは、財団法人 大阪府文化nオセンター「辿跡訓査基本

マニュアル (11町定版）」 2003年に準拠して行った。

4、土層断面図の上色は小山正忠・竹原秀雄創『新版栢部十．色帖』2003年版 9此林水産省）此林水瓶技術

会議事務局藍修 • 財団法人 11 ✓-1ゞ色彩研究所色以監修に削拠した。

土質の記載は、 ii,~本的に「第ill)';'i:1、基本府）ヤ；」に示したものに，i限拠する。

5、遺構番局は、各調査で通し番りをつけ、（その 3). (その 4) の辿構にJJMしては、報竹'fり：中では :.11;.

構番号の頭に「3--1-」を付けた。また、板数辿構の複合体である建物， 柵列・ 方形周溝繕な

どに関しては辿構種別の末／心に番JI}を似った。

6、各遺構の実il[i」1叉1の縮尺は、建物紺（を 1/ 80に統• した他は1/20かl/'10である。辿物実iJliJ図は、

石器類に関しては、 1文1116-9が1/ 1である以外は2/ :,、他の辿物は] 4である。

7、建物の柱穴は半＼り1)状況を1以I示し、上面で柱痕などを、下而で柱穴下闘/,Iなどを半分ずつ図示した。他

に出土状況I叉Iなども、実測II剖点に残っていたセクシ日ン等はそのまま&Iホする。ただし全て泣終的

には全掘している。出十．状況のエレベーシ日ンIiiは平而図と肥録したレベルから起こしたものであ

る。密集している部分は省略した辿物もある。断而図と介成したものも同じ。

8、遺物実測図の輪祁以外の線{JTlの認味するものは基本的には以下のとおり。

実線！明確な屈 11111 。一つ開き破線 1媒柚瀾整壕i 。~.つ IJりさ破線 IIJ I~ きが1血のもの： Ill]種瀾整様、

開きが2mm以上のもの：ゆるい屈訓。点線 l釉や附滸物の範囲 (I折而のものは粘土接介痕）！ 。

9、土器胎上の記戦に1栂しては、 /lた上内の砂粒に1紺しては、径0.5mmを徴として、それ以 I・.のものを混

和材として入れられかり能性のあるものとして「混和砂粒」 とし、それ以ドのものを「微細粒」と

した。また、 「赤色粒 ・晶色粒 ・白色粘土粒」は砂粒ではないがそれに汎！じるものとした。

「生駒西麗約治土」は土色では判断せず、粘十．素J他自体が机粒で、角IX:I石が他の砂粒と圃じ程度か

それ以上あるものに対して使川し、結呆的に狭義のものになっている。

10、基本的な土梱紺年は、飛．柚～奈艮II寺代に［剥しては飛島 ・平城臼紺年を、 m忍樅にIMJしては陶邑編年
を使用する。弥生土甘怜に1剥しては1990「弥生土器の様式と糾年 近畿紺IJ木耳社の河内編年を使

用する。なお器種の坪に 1剥して は「杯」の字を使用するが、飛脳 • 平城宮編年の器村（分祝iを示す隙

には原典に従い「杯」とした。

11、各遺構の 「辿物破片数集計表」では、梱種と型式 ・部位の欄では分類不明のものを表記していない

ので、そのJ.'j,'(O)介tiは一つ上位の分類取の数より少ない。また、各項の％は ・つ上位の分類項から

のもので、全体からのものではない。

12、写真図版の縮尺は統一していない。辿物写兵には左下に実測I及1の屈1番号を付した。

-iv-
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第I章調査に至る経緯と経過

1、調査に至る経過

船橋遺跡は大和川と石川の合流点の西に広がる追跡である。かつて合流点から北流していた人和）111心

長瀬川や玉串川などに分流していたが、 1704(宝永売）年に付け替えられ、西流して堺市で人阪約に注

ぐ現在の形になった。そのために大和川は船梢辿跡のほぽ中央を取西に横切るようになった。

1954 (昭和29)年に河内椅の上流側に堰が作られると、下流側の河床没蝕に伴い大凪の辿物が出土し、

広く知られる辿跡となった。縄文時代晩期の船柏式土描の栢懺辿跡としても知られる。

今回の調査は、同土交通省近畿地方照備局大和川工l]lは]J務所（現大和）II河川事務所 以下j)iJじ）が巡

めている大和川改修（祁規格堤防） ~J i•業に伴うものである。窃規格批防の敷地となる部分の間査であり、

大和川右岸北側で、藤井寺市川北地区から柏原市大正地区にまたがる地点である。

上記事業に伴う間牡は、 1996年より、大阪府教tf委且会の指導の下、（財）人阪府文化財潤在研究セ

図1 遺跡範国と罰査地点 (Sー1/10000) (地図：昭和36年版）
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1996年度の96-1・2の訓査で、 砂屈が皿和した流路が各所で検出され、その砂屈にも辿物の多罪ヵ

ある事が判明 した。その成呆を受け、右J怜側の災隙を,p「前に把掘する必災性が懃識され、2000年股の船

橋遺跡00-1の間究に伴い、藤井寺rli川北地区において、確腔訓査が爽施された。oo-2・00-3の一
つのトレンチを設定した。硯地閤芥は2000年12月4日に1姐始し、 2000年12月27日に終了した。

その後、東に隣接する柏原市大正地区で2001年度に船相辿跡01-2の間査が行われた。この憫究の成

果は同じ敷地内の残りの間査が行われた後、報告する予定である。

今固報告ずるのは、先の確骸欄査と船椅辿跡 （高批その 3)、船梢辿跡（窃堤その 4)の欄査であり、

同じ敷地内で実施された。（財）大阪府文化財センタ ーが大阪府教tr委且会の指恋の下、国土交迎省近

畿地方整備局大利川工印事務所の委託を受け実施した。

船橋遺跡 （翡批その 3)は、 2002年3月に受椛契約を交わし、同年 5月より地元との協議などを行い、

8月からフェンス撤去、万能塀股屈、基礎撤去などを経て、10月より02-1トレンチから機械枷削を閲

始、 2003年3月に硯地間査を終tした。

船橋遺跡 (i硯辿その 4)はマニュアルの改町により 閥査名としては「船梢辿跡02-3」となっている。

2003年3月に受託契約を交わし、同年 5月より地元との協議、フェンス撤去、万詭塀の股骰などを行い、

8月より02-3 -1トレンチから機械掘l間を1非」始、 11月に現地躙究終了。そのまま2004年3月まで盤歪Ii!

作業を行っtこ。 なお、大阪府救脊委且会の指祁により、 1而建物 1・ 2を保存する*となった。柱穴完

掘後、建物址周囲lmを含めた範囲、引106.%n-fを4°I笥までの開査に留め、真砂上により追梢面より20

cmの厚さまで殴い餐生し、閻究後、迎め戻し保存した。1呆存範間は間査）必呆の図13・32・33を参照され

たい。

図2 調査地位四因 (S-1/5000) (地図：平成6年版）
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2、調査の方法

調査区は東西と北を花方位に走る辺路で区切られ｀前側は大和川右）学の提防裾により斜めに区切られ

た範囲である。取側で条単側地割の坪檄に当たる水路が南北に走る。

（高堤その3)の1欄在では、その水路より西側で北裕：りの部分を康両二つのトレンチに分割し、滸手

順に東を02→ 1トレンチ、西を02-2トレンチとした。02-lトレンチは北半・ 1炉j半に、 02-2トレン

チは東半• 西半に分剖し、交止にfl)~]究を進めた。

ただしトレ ンチl人」に、鉄筋コンク リー ト製で深さ 2m近い建物姑礎がいくつか残存しており ｀当初撤

去を試みたが、振動により周辺住宅に彩籾が出る危険があり、かつ~~礎の下端が最終辿構而より深いと

ころまで達している耶が確憾できたので、それらを残して閻介をすすめた。そのため、 トレンチの形状

は複雑なものとなっている。

（高堤その4)の閻査では、水路より東の部分を02-3 -1トレンチとし、西の（窃捉その:nの ト

レンチより 南側を二分割 し、東を02-3 -2トレンチ、幽を02-3 -3トレンチとした。隣接し、間査

年度の連続する閥査でトレンチ名の付け方が統一を欠くが、改定されたマニュアルにのっとったためで

あるので了承頭きたい。

確認調査は二つのトレンチが股定されたが、 oo-2 I、レンチは02-1トレンチT炉I半内の怜f哀寄りに位

置する。oo-:3トレンチは02-3 -3 トレンチの康側の '*jに隣扱する形となり 、 確認欄代と U~:lflその

3)の間の期間に股骰された、大和川殷防上からドる..r:↓J ~JTJ仮設道路の 卜に位骰する 。

調査面積は確昭1欄介が200ni、(『籾とその 3)が2405rri、（応St)Iその '1)が1'1221-rlである。

確認調査では間介深底 lm節に 111⑬1mの段を股けて枷削し、祝地表からJ..7mほど下の最終辿構而よ

X=-157, 020 
i
 

‘̀ 
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d
 

02 1トレンチ （その$)

X=-157, 080 

箆

4 3 2 1 翠• 10 り 8 7 (:j 5 

II 

゜
(S i/800) 50011'1 
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図3 調査区配四及び地区割り図
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り下は、下音仰砂/f,1の諷含辿物と下底部の確認のため勾配を付けた法面をもって下げた。最下怪ISは現地表

より 4rnほと下になる。

（高堤その3)の間究では、 02-1トレンチでは現地表から50cmほどの硯代盛土とその町下の現代耕

土を機械掘削により 除去し、桐査を開始した。その結呆1層が近批後半以降の耕土である半が判明した

ので、 02-2トレンチではそれも機械掘削に含めた。最終的辿梢而である 6而よりードは、砂｝屈の上部カ

縄文時代晩期の辿物包含陪である叩が判明したのでその部分のみ掘削し、辿物を採集した。平均的な掘

削深度は1.8mほどになる。

（高堤その4)の間究は、硯代盛土から近iJt後半のIEI耕土までを機械掘削によ り除去し、その下而か

ら調査を開始 した。 6 面の間査は（闘堤その 3) の欄査により、辿構 ・ 辿物が希痺で IU~られた範I用で検

出される事が判明したので、 02-3 -2トレンチ北西部と02-3 -3トレンチ東半のみとした。掘削深

度は （高堤その 3) と同じである。

遺構の平面夷測はクレーンによる航空写真測丑阪l化と平板測正を行った。また、必炭に応じて辿構平

面図・断面図.j~! 物出土状況図を作成した。

地区割り の方法については、 (flオ）大阪府文化財センター「辿跡閻究袖本マニュアル（咆t定版）」 2003

に準拠し、 追構図作成や辿物の取り上げの袖部とした。これは国土座椋lli1!1(I.It界測地系）第VI座椋系を

使用したものである。地区割りは大から小へ4段階で行った。

第I区画ば、大阪府の南四端X--192; 000・Y --88; 000を油部とし、縦 6kin、横8kmで区画する。

表示は縦軸A~O、横lliil10~ 8で表示、表示力法は縦 ・横の111n。

第II区画は、第I区両を縦1.5km、札't2.0kmでそれぞれ分割し、 rt+16区而を股定。南四端を 1とし、米

へ4まで、 あとは西端を 5、9、13北東端を16とする平行式の地区名表示。

第皿区画は、第II区圃を100m単位で区両。縦15,柑120。表示は北東端を払点に縦A~O、WI1 ~20。

表示方法は横；縦の/IIJ(。

第w区画は、第皿IX:l1厠をlOrn単イりで1哀11lij。縦、柚各10。表示は北東端を基点に縦a~j, オh'/l ~10。

表示方法は横 ，縦の/IIJ(。

今回の調査似は第皿Ix員のF6 -15-12K~J.3Kの中に収まる。

ただし、 確認調在で使出しているFit!土座栢はWI測地系によるので留11;されたい。

遺構面は (il'l浪とその 3) と（悩堤その 4)が共通している。姑本）fi1 I約このっとり 1府の上を 1面とい

うように層上而に）f,1と同じ番号をふるが、全てを面的に閻査したわけではない。li'(i柑忍間代では独自の辿

構面を設定しているが、その対応1紺係は後述する。

遺構番号は辿樅の稲別に1栂わらず確認した順に通し番号をふりその末厖に辿:t11Jt眈l」を1刷U11する。ただ

し、種別に関しては上坑としたものを閻究途中で井口に変夏するなどある。報皆1年においては統一した

が、原図な どに遡る場合惣立されたい。また、柱穴の集合として検出される掘立柱建物や柵列、周料りと

土坑の組み合わせによる方形周溝硲などは、 個々の辿1翡番サの他に辿構礁別の後に番号を付ける形で表

記している。出土状況l区lの土器番り節は原l区1のままである。

また、 （高堤その 3) と(~勺堤その 1) はマニュアルの改町をはさむため、迎し番りにできなかった。

そのため報告{~tでは辿棉名の叫に各々「 3 -」 ・「4-」を附加して表記した。煩雑ではあるが容赦副

いたい。確認憫査も独自の辿梢帝号をふり、他の間査の逍構と併記する場介はJjJlに「確認訓究」と付け

る。



第II章 位置と環境

1、自然環挽

船橋遺跡は石川と大和川の合流地点の西側に位骰しており 、付け替えられた現在の大牙11川が辿跡の↓

ぽ中央を東西に横切っている。

大和川は河内平野を形成してきた出要な河川であり、かつては恩押川； 屯nこりii.蛤瀬川， 柚根川など
に分流しながら北流していた。各河川は河道の同定化が巡むにつれ天井川化し、その自然堤防を形成し

ていったが、 それ以前はも っと1幅広い氾濫原を持っており、辿跡の北京側には長瀬川の氾濫似の：Jl迅跡力

土地区画と して残る。辿跡は沖梢平野の）i1J;lt地幣に立地しており、 こう いった河川の氾濫原は完新批段

丘を形成していたと恩われる。

石川は和泉山脈にi)Jj(流を持ち、羽火野丘陵と金剛山地の間を、谷底平野を形成 しながら北流する力 、

大和川との合流、i;'.(へは下．手111」王陵と困府台地の間を抜けて遥する，

国府台地は中位段丘であり、辿跡の海1111)でかなりの比窃差を持った段丘批を形成し沖札・,平野と桜する。

その北端裾部の辿跡内には河近の痕跡らしさ土地区画が残り 、完新批段丘が存在していた可能性がある。

国府台地の西側には、羽曳野丘陵に巡なる,i-,位段丘との間にIJFJ析谷があるが、これは、硯在ほとんど
人工河川と化している大水111の本米の流域であろう 。

追跡内では本米の自然地形を留めている部分は少ないが、大和川と石川の合流点で形成される自然枷

防の存在が予想され、大井や北条の集落の形娯から西側にも自然捉防が散在している叩が必えられる。

主に石川からの分流が流路を変えながら、皿没流路・微甜地・後秤枷地を網のn状に形成していった
可能性がある。また、四端部分では人水）II水系のJ皿没流路のイヂ在もす(Rlflllされる。

独特の胎土を持つ土滞の産地として知られる生駒両麓地域は、その悴I端で船枡辿跡に隣接していると

言って良いほどの距離しかなく 、石器石材のサヌカイ トや右遥1,i',石材の凝灰料の中心的な照地である＿．

上山は、 山l~i を基点としても辿跡から 7 kmほどの距離である。地勢的には船棉辿跡は中河内と南河内の

境界に位置していると甘える。

2、歴史的瞬裳

後期旧石甜時代の辿跡は、 1.,ilJN型ナイフの椋識辿跡である国府：追跡が怜］に隣接している他、西に隣桜

する西大井辿跡など周辺に多い。 イ"l~ J団が検出されたはさ＇み 1l1 :辿跡や、規樅の大きなんi悩製作址が確認さ

れた翠鳥園辿跡など府住や生照活動を示す追跡もある。

おそらく は、艮好な石材を1恥るのに＝上山に近く、かつ平坦な段丘に開析谷が切り込む地形が、生沼

に適した環災であったのであろう。

縄文時代では、国府辿跡で1iif期の」沿料に伴い多くの皿葬人廿が検出されているのが布名であろう 。晩

期のものも あり 、この台地が安定した立地としてたぴたぴ拠点的な辿跡になっていると息われる。

縄文時代後期には上nITi(1)皿辿跡や林辿跡でも硲地や集落のイィ；在が確認され、 主に谷底平野や神利'I平野

を望む台地上に集落が営まれている。Jill和平野は不安定な状況であったと、1瓜われるが、それでも平野部

を活動範囲の中に取り込んでいく傾iffi]があるようだ。
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縄文時代晩期の船橋辿跡は、船柏式土器の椋識辿跡として知られ、 沖租平野の辿跡として評価で送る。

しかし国府辿跡の辿葬例などを見ても、拠点的な生梢の場は台地上にあったようである。この時期には

沖積平野に次第に自然堤防の形成が巡行していた。

縄文時代晩期末の及原式の時期にも船橋辿跡には辿物が見られるが、この項に神利t(平野扇状地幣には

河床の低下による完新枇段」王の形成があったよう で、形成された微商地が安定し、その間に後呼湿地カ

存在する環境になったと、臥われる。

長原式期は多くの惰IS分で弥生時代と平行するようで、この時期には若江北 ；山賀.i(l. 井と甘った三代

州帯 Ibに立地する追跡には弥生文化が到遥していたと思われ、艮原式土器を使用する集団と接触があ

った事は、足原式士器の底部に籾痕が残る例がある4jtfこ示されている。そんなIIもに船椅辿跡では、まだ

弥生文化の集落が巡出していないとはいえ、 水田稲作に適した環挽が並っていた。

船橋遺跡周辺で弥生時代辿跡の批古例は、前期中段階で田井中辿跡に集落が想定されているのと、国

府遺跡にわずかに土稲がI+¥土している,jlである。TTL井中此跡は船梢辿跡の北匝 lkmほどの位1位にある。

船橋遺跡で辿物が見られるのは前期新段階からで、同府辿跡で辿梢が確認されるのもこの時期である。

同じ時期にさらに南の土師の見辿跡にも集落が成立する。

弥生時代中期には国府辿跡は批盛期を迎えるが、船愉辿跡では —,~.器は出上するものの辿梱は少なく当

センター (01-2)の間査で水田が検出されたのが始めて具体的様相が明確にされた例であろう 。おそ

らく国府遺跡に集落があり、船梢辿跡はその生産城とおえられる。

この時期、 石川流域でも多他のサヌカイト製石甘村の製作を行った拠点的集洛である密芯辿跡や、サヌ

カイ ト採掘坑が確認された奥111迅跡などが兄られ、サヌカイト製石器生）i性を核とした地域社会が）!ll.!IJりし

ているよう である。

弥生時代後期には状況が大きく変わる。l・l(j){,J'辿跡では辿構・辿物が減少し、それに変わるよう に船柏

遺跡で遺構が妍加する。石川流域でも段丘平担面に立地していた中核nり集落が誌辿し、丘陵上にtli地性

集落が成立する。

弥生時代中期の集落が廃絶し、新たな集落が成立する点では同じ災化であるが、船枇辿跡の場介はl叫

府遺跡から沖租' I'-野に集浴が 1くりて来たかのような状況であ り、石川流城とは反対の変化 とも I~↑える。

一番近い高地性集落は、石川伝岸の玉手山斤陵上にあり 、船栃辿跡とは 1kmほどしか離れていない。

船橋遺跡では弥生時代後期の辿構 ・辿物は各所でIIは土してお り、かな り広い範囲に分布している。そ

の中核は現大和川の河内粧周辺にあると息われるが、辿構．の分布範囲が一体の集落とは考えられない。

複数の集落が近接して併存するか、さらに小さな辿構北靭の単位が散在しているような状況であろう。

古墳時代初頭）主内式期には、八尾市の久宝寺姐跡から木の本辿跡周辺にl土内式土甜の中心地が成立す

る 。 こ の地域と奈良県纏向辿跡のみが庄内式上楷が集落の土i~の半数以上を占める地城であり、在地の

土器として主体的tこtlり1いしている地域と甘える。木の本辿跡は船梢追跡の北西 lkm是らずの位t府にある。

石川流域では弥生時代後期の集落の多くが廃絶し、残ったものも庄内式期のうちに廃絶する。）（）虻辿

跡に新たな集落が成立し、その後、布留式期に入って、肖ぴ集落が附加していく 。

船橋遺跡でも庄内式期の辿構はあり ｀方形）f'/]溝硲や住居址もあるが、弥生時代後期から庄内式期の辿

構がまとま る部分と、庄l村式）UJから布留式期の辿梢がまとまる部分とに分かれるiririりがあるようである。

庄内式期～布留式期の辿構分布の中心は弥生II屯代のものよりやや東にある。そして河内枡近くの視大

和川左岸付近に方形周7i'li:繕群が成立する。
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北西隣の川北辿跡では弥生時代後期～庄内式期の方形周溝磁に代わって集落が成立する。匝隣の西大井

遺跡でも庄内式期の方形周料蒻品と集落が確認できる。国府辿跡では段丘）mu't下に布留式期の住居が確膀
されているので船柏辿跡側に集落が広がっているかもしれない。古瑣時代前期の様相は、集路と方形周

溝墓群のセッ トが、近隣の辿跡も含めた範囲で近い距離で散在しているような感じである。

古墳時代前期の周辺の古瑣としては｀大和川が河内平野に出る手前の左岸丘陵J::.にある松舟山古坦と、

玉手山丘陵上に述綿と前方後円瑣が築かれる玉平山古瑣群が知られる。

古墳時代中期は、古市古瑣群が成立する時期であ り、その中の大型前方後円坦で一番船梢辿跡に近い

ものは市野山古坑（伝允恭陵） で岡/~針辿跡の怜、！西に接し、 200mほどしか汎Iiiれておらず、その周囲には

多数の古墳が分布している。

また、古墳時代後期には生駒山地や、石川右岸の大黒；飛島丘陵に多数の群集梢が成立し、訂井田

玉手山丘陵には柚穴諮群も兄られる。

しかし、船椋辿跡では古坦時代中期ー後期の動向は今一つ明らかでない。河内梢より米1JIJJでは構..~r­
物の見られる地、点が沿千ある程瓜である。ただ、辿物・凪からは集落の存在した可能性が考えられる。

飛鳥時代になると、生駒池麓と大和川・ 石川流城は寺院が浪密に分布する地域となる。現大和川河床

で発見された礎石辿物により拙定されている船柏廃..,!Jiは、瓦などの辿物から、飛，!.'.'!illむ代の早い時期に削

建され、平安時代前半頃まで存続していたものと考えられている。おそらくはその寺院に閑辿する施設

も遺跡内に分布しているであろうと拙測される。

古代の船橋辿跡には寺院説の他、 河内国府脱、河内紛銭司脱、志紀郡栃脱、餌牲市脱などが提示され

ており、河内国府の候補としては他に国府辿跡・ はざみI.Ii辿跡が挙げられている。

遺跡の南端、 国府辿跡との塊界線に古代宜迫である大沖追（及｝心街道）が迎っており 、附北の交辿路

と交わる地点でもあるので、寺院以外になんらかの公的施股があった可能性は大きいが、辿構としてそ

れを裏付ける ものば確照されていない。むしろ 同`）仔辿跡で土馬が多く 出土するir「や、はざみ山辿跡で
大型の掘立柱建物が多く検出される印の方が注Flできる。

平安時代に入ると、船椅辿跡もその/r'IJ辺もさらに動向がつかみにくくなる。ただ、はざみ山辿跡 、北

岡遺跡を中心 として、律令(Iり土器生産の/Jり壊から瓦器登場までの IIU、独自の刈1-l製士師t~~,挽行が行われ、

南河内北部から中河内Hi部に狭い流辿l・ztlを持っていた事が知られる。また、 11批紀中部には源頼個が石

川郡に拠点を持ち、石川右摩の通法寺に頼f14・鮒義！義家の源家三代硲が辿存するのが注目できる。

古代にからんで吋及しておかなければならない事に条隼翡IJ:l胆I別の間姐がある。虻瀬川周辺や、現大和

川左岸沿いなど一部に地測の乱れる部分はあるが、船柏辿跡1村の多くの部分とその周辺には条旦制地割

が今も良好に辿存しでいる。しかし、今までのところ、辿跡1人」では正方位を示す耕作痕跡は現大和川左

岸部分の10~11批紀のものが最古で、 他には中批以降のものしか確認されていない。もちろん、地城と

しての条里制地割の施行は古代でもさらに古く遡るものと、1品われるが、辿跡内のある部分ではその地割

が敷術されるのが大ill蘭に遥れたlfJ能性が考えられる。

先述の10~11・1止紀の耕地区匝の樅には、リ）父地を持った建物i件が検出されており 、集落が成立していた

と思われる。同じ位1位で12批紀後半の建物ll羊も確梱されている。 中世集落の成立として評価で送る。そ

の立地が比較的新しい微窃地上にあると考えれば、辿跡fc~1半部の徹i',は地に集落が散在していたとおえら

れるかもしれない。
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第m章調査成果

1、基本層序（図 5-8) 

(1)検出状況と晶本的地勢

今回の調査区は、大和川の堤防の枷でもあり、また、間究区内に幾つか存在した地下タンク兼用の建

物基礎が滞水し、多くの部分が現代耕土の直下から弛＜辺元を受けでいた。）繕油によると、思われる汚れ

が見られる部分もあり、悟の辿続性を追いにくい状態であった。

また、最初に滸手した02-1トレンチ付近が、古上域の布機物の溶脱が激しく、賠色の度合いが弱か

った事もあり、 製査II寺の枯本）汀序の把梱にが{fのire乱があった。

ただし、最終的には整合性のある甚本附序を把抑でき、辿構面との対応にも子）行はないと思われる。

調査区の基盤を成すのは 、 厚さ Zmにも及ぶ砂i\'• 'i である 7 if,', である。今回の欄介はその上部までとか

った。その砂附の I:.而は調芥区四端で1じ北1世から南南康に騒軸を持つ微翡地を成しており，それが後の

時期まで全体の徹地形に影押している。

4面までその地勢は比研差を舟i・lめながら維持されるが、 4面の蚊終段階で、米匝に艮い堀田が南北に

並んで造成され、その地形と鉛綜するようになる。堀田の間には閲畠が形成されていたと息われる力，

後世の削平が強く、わずかに残る盛り七程）斐しかその存在を確認する術はない

しかし、堀田と励畠は、形を公えながらも、 2而時点まで存続していた可能性がある。

そして、ほぼ平坦な耕地が成立するのは 1而での事である。

それでは以下、;),且本）\'•'i序の各｝粋について述ぺてい送たい。 なお 、 本報作では、上質に関して、扱舌Lの

見られる層に閲しては 「粘例辻； •砂質」二」の名称を 1史い、その後に七イ本的粒了•と甜l次的粒子を記載する

が、例えば、 「シル ト～細砂七イ本、机砂あり」は、地質学的品載法の「w砂況じり細砂質シルト」に説

み替えられる ようになっている。

また、面に関しては、 「辿梢血」の名称はイ史）廿せず、 1)~ 仰の I::面を 1而というように、砧本）r!!J*の｝杓

の上面を、同一番りの而としている。而廊闘査は 1而， 2而； 31凪.4而'6面で行った。

(2) 基本恩序の土包 • 土質

0層 盛土がなされ｀市街化する直前までの現代耕上である。-I::色は11/''i灰N:1/0が），り本だが、辺元の

強い部分でぱ暗'if灰5B 3/ 1を呈し、酸化が弛く、右機分の溶脱の進んだ部分では灰オ リープ5Y 5 

/2~褐灰lOY1{ 5 / 1を呈する。砂例土、細砂～シル トキ．体、祖砂あり｀布機分多し。

層厚10~18cmで澗介区内にほぽ水平に残存する。

1層 多く の部分では遥元を受け、オリープ灰lOY5 / 2一緑灰lOG5 / lを呈するが、酸化した部分

では灰オリープSY5/2、上而付近はにぷい洲褐10YR5/4を呈する。

粘質土、 シルトー細砂主体，粗砂一栢粗砂あり、小礫芥干あり、竹状 Fe多し、 Mn粒沿干あり。

旧耕土であるが、府機分はかなり溶脱している。陪J.!;rlO~llcmで水平に堆f-l'tする。その上面の レベル

は調査区全体でほぼT.P, + 14mである。なお、関介区束猥南半付近に、この｝けの上面に洪水砂が辿a

しており、 O lf1の起源を示唆する。包含辿物に近批～近代の陶磁賂を含み、こんにゃく印判の染付けも

見られると ころから、おおよそ18批紀以降の勅H::と考えられる。
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2層 基本的には灰7;5Y 5 / l ~J仮オリ ープ5Y5/2を呈するが、遥元の独い部分では府灰~II粁胄

灰10BG5/1~4./L 酸化の強い部分ではにぷい黄褐lOYR 5 / 3を呈する。

粘質土、 シルト主体、細砂～粧砂若干あり 、炭化物わずかにあり、仔状 Feあり 。

有機分の溶脱が巡行した旧耕土である。IN!享8~14cm。北米部では瞑く、 上下 2Jillに分かれる部分も

ある。上面は、比較的平坦だが，両盛付近では/0自体が3而の堀III部分にしか辿存しておらず、島い部

分では削平されているため、この屈が耕土として機能していた時点で、島畠 と堀田が存紬していた可能

性がある。菓側ではほぼ全面に辿存しているが、島品と堀田の切り合いが、 1而からの某西方向溝群に

切られていると息われる 。 ただし土質に、 )~h 畠盛土と堀田耕土の区別がつくような顕~;ii;:な変化はない。

包含遺物は弥生上梱 • 土Ill『牡恰・須忠岱が圧倒1'1りに多いが、瓦料・瓦倣の羽釜 ・1僻り鉢を少凪含み、染

付けもわずかに見られる事と、 3 J村との閾辿から、 16ーJ.8・1仕紀頃の耕土と考えられる。
2 -2層 灰N5/0~5Y5/1を呈する、ラ ミナのある中砂～粗砂陪。その上に胄灰10.BG 5 / 1 

～オリ ーブ灰2,5G Y 5 / lの細砂～中砂とシルトの互）音状ラミナの残る部分もある。

北東部分の 3 而堀田部分にのみ辿存する洪水堆梢）f,1 である 。 t:~(物辿体を含む。 2IBの原材である と思

われる。この舟Hこ被毅された 3而堀III耕土上面は細かいl凹凸があり、直径10~15crnの土塊が散吼 してそ

の下の隙間にも砂11".lが入り込んでいるような状況であった。

包含遺物には少数ながら瓦器椀片が兄られる。ミガキが比較的密で、外1HIJにもある叩から認枇紀頃の

ものと思われ、 11!)滅のほとんとない破片もあるが、 3)flのIt!.1.含辿物から考えれば、洪水の時期は早くと

も15世紀を遡るものではないと考えられる。

3層 便宜上、 3-2 ,:3府と比較して述ぺる時には 3-1Jf1とも記述する。

基本的には灰 5Y4/Jを呈するが、酸化の強い個所では褐灰10YR4/L 遥元の強いと ころでは

灰N4/0を品する。粘質土、シル ト主体、中砂～極粗砂若干あ り、 符状 Feあり、布機分多し。

有機分が多く残り、 lll}t!!.を呈する11::I耕土である。以両方向で見れば、棗側はほほ全面に広がるが、 02

-2トレンチ来半の半ばで、下1(1jが両ヘ一段 1こがり、そこよ り両側は 2)叩l多成時に削平され、 4面に掘

り込まれた堀,rn應分にしか残存していない。
東では上而が邸い部分と低い部分があり、低い部分は 4I前の堀田を附製する部分が多いので、同い部

分は島畠になっていたと思われる。ただし、品畠 と枷田の挽の多くは 1而からのi;附によ って切られてお

り、 02-3 -2 I、レ ンチの一部でしか、両省の段差は確認されていない。

両者の高低恐は10cm前後で、島爪部分の削平はあると、臥われるが、島品のほとんどが、耕土と思われ

る良く攪拌された土嬢で構成されてお り，プロック；Kのような盛土のままの陪が確昭されない事から見

ても、本来それほ ど祁低毅のある ものではなかったであろう 。また、両料の土質は、島畠部分に若干砂

粒が多い傾向があるものの、 さほど差はない。

層厚は10ー20cmの部分が多く、削平の少ないと息われる堀l王1部分のf,',原が20cmほどのl]J-が多いので、
元々の層厚がそのぐらいであったろ うと拙測できる。ただ、島畠部分で府匝30cmほどの部分があり、そ

の部分でも 中に）晋挽が見られないのがやや疑IMJに思える。下部にコンポリュー トラミナが残る部分もあ

るが、そこでは下）けに 3-2肘が！認められないので、実質は 3-2府が、ltりく 、）怜災が不明確な状態で

残存しているものと考えられる。

層の原材としては、 2)flより粘性が閥いwから、3-Zli!lを中心としている と思われるが、私含辿物
や、有機分の多さから、古土浪である 4-1)屑も多く含まれていると思われる。
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包含遺物には飛，島時代前期の組忠器 ・上師岱が多く、弥生時代後期の土器も凡られる。奈良時代の土

器も若干ある。 しかし、わずかながら瓦甘怜の椀・幾 ・猿l釜 ．鉢と煎し瓦が肱められる叩から、このIt炒

耕土として機能していた時期は13~15世紀頃の事と思われる。

3 -2層 灰N4/0を呈するが、やや酸化した郊分では灰5Y 5 / 1を呈する。シルト ー粘土主体、

粗砂わずかにあり、炭化物わずかにあり，コンポリュー トラミナが顕；併に兄られ、 その中に下）罰をフレ

ア状に巻き上げる。

コンボリ ュー トラミナが目立ち、 判別 しやすい肘である。その中に下）tりを巻き上げているため、下肘

との層境は細かく激しい凹凸をなす。堀田の部分を中心に広がるが、島畠邪分にもある程度広がってい

るため、削平以前はほぼ全而に見られたものと、思われる。

7層からの間t砂の亀裂が府の下而に述しているものがあるため、この窮のコンポリユー トラミナは地

震痕跡の可能性が窃い。おそらく耕上が滞水状態の時に地震によって揺さぶられたものと考えられる。

しかし、 それには疑llrJな点もある。先ず、屈畠の上にも府の広がりがあり、そこにもコンポリュー ト

ラミナが見られる:rJJ.である。そのような状態になるには1ふりが冠水するほどの水位であったと考えられ、

それは人為的な給水とは必えにくい。洪水による冠水であるとすれば、洪水と地総が立て続けに起こっ

たような珍しい例であるのだろうか。

また、噴砂の亀裂が下而ま で巡しているのに 、 Ifft /—II した砂の ）f'i が兄られない事である 。：： の/~りは硯在

でも上下の府より締りが悪く、かなり締りの良い 4 )\'•'!を割って」こ昇してさた1『t砂がたまたまこの）（りに突

き当たって止まったとは必えにくい。吹き上がった砂が、引 き続き揺れ紐ける地磁によってこの）何の 11—i

に混ぜられ、 霧散していくなどといった状況はあり えるのだろうか。

層厚は30cm以上から 5cm程此と安池 していない。包含辿物はかなり少ないが、おおよそ 31門の状況と

変わらない。

3 -3層 府位的には 3-2/f'iの直下に111載し、プロックを含む盛上と考えられるものと、均質な粘質

土の旧耕土らしきものの 2tJl(がある。

盛土のものは灰 5Y5/1~4/1を址し，粘質十皇、シルト～極細砂主体、粗砂多し、炭化物わずか

にあり、管状 Feあり， 4~6/f1のプロック灼干あり 。

耕土のものは灰10'l5 / 1を旦し、 シル ト主体、 利砂一細砂あり、 Fe若干あり。

盛土のものは島畠の盛土と して存在するものもあり 、その部分では 4-1肘に直桜兼っている状姻で、

調査区で最古段階の島晶盛土の川能性が高い。ただ、堀田の最下底部に一定の11-tさをもって残存するも

のもあり、 耕作によって樅拌された耕J.:とは致なるものなので、それが枷＼田下）成部を水平にするための

整地土であるのか、それとも他の怠味があるのかは確定できない。分布としては削究区西端付近のみで

ある。

耕土のも のは枷田部分にのみ残存しており、その場合すべて堀田最下底部に位骰する 。 3 -Z/~•1 と r'-·

接上下関係が確認でgる部分もあり、堀田と島畠が辿成された以降、閻在1凶内最古の耕土の可(/腔性が邸

い。分布するのは欄査区酉半の堀田iりIS分のみである。

相対的に低い棗側に残存しない理由は明 らかではないが、 3 -2 J1·•·1 がn·「接4f-1を券き上げているのが

見られるので、 3-2/f1成立IIかに京側には土砂の供給が至らず、引き続き耕上となっており、 3 -2 J祠

と一体化したと，思われる。問い幽側の方が十砂の供給が多かったわけで、その場合、上砂の供給は憫社

区より 西側からの洪水による可能性が問い。西側に流路が存在した可能性ば下の砂）けである 7屈の状

-12-



況とも符合する。

包含遺物はこの）¥'・1単独で取り上げたものがないので明らかにできないが、おおよそ3lr'iの辿物と同じ

く、飛鳥時代と弥生時代後期の土梱が多かった。

4 -1層 暗灰N3 / o ~I訊褐2.5Y 3 / 1を品する。粘質土、シルト～極細砂主体、机砂料：：ドあり、

炭化物あり、 FJi'りの小プロック下半に粋干あり。

現状では調査区西端付近と北辺の02-1トレンチと02-2トレ ンチの橡付近にのみ悠められる力、

面遺構のほと んどの狸土にこの/flを起源とすると思われる瓜色土がある研から、かつでは1闘芥区のほぼ

全面に広がっ ていたと拙測される。

4 - 2 層上而に形成された古土浪と考えられるが、北辺付近のものは、その邪分が低い~J~と、粗砂カ

少なく、洵汰の且い）01であるljJ.から、微窃地の土填が流入した再堆梢の可能性もある。

また、下半の小プロックの多森に部分的な路があり、上壌化の下方への進行に取り残された
下界のプ

ロックと考え るのが自然な箇所もあるが、人為的な投乱や移動を否定できない箇所もある。

4面の遺構は、断而ではこのTf1の上而まで切り込みが追えるものもあるが、平面的には上而で明確に

検出できるも のは少ない。そのりf.もこの）~iが占 ーは襄であるり「を傍梱E していると名えられる 。 また、 1名の

存在するレベルの差が大きく、 一部では堀IT:!部分の底部に残存しているものもある。これは、堀田が掘

削される以前にもその部分が微地形での凹部であった市を示唆すると共に、そういった微地
形にWtって

この層が形成されていた事をホし、それもこの）1·•1 が古土壌である 4j卜を傍証する 。

包含遺物は、）\'•i の残りが悪い*もあって、この l\'·i のみに特定できるものはないが、 4而で検出された

遺構から考えれば、弥生時代後期より以前から、飛，島時代前半以降にかけて形成され続けた
ものと考え

られる。

4 -2層 オリ ープ貨 5Y6/4~浅黄 5Y7/1を呈し、迫元の強い部分では緑灰10GY6/1~
5

/ 1 を呈する 。 粘質 —I::、シルト 主体、細砂多し、中砂一机（沙わずかにあり、符状 Fe あり 。

4面として辿構を検出しているのはこの）f1の I・.而である。また、単に 4府と育う拗合はこの）¥'(iを指す。

古土壌である 4-l/f1がのる基盤となっている府である。上而で弥生時代後期と飛島時代前期の辿構

が多数検出される 。 上部は土填化が辿行し、上）iゎ，｝か らの粒了·の降下が激しく 、 それに）~II え 、 上に 3 -2 

層が直接のる部分が多いため、そのコンポリュートラミナに務送ヒげられ、その部分の上而
は激しい凹

凸を成す。

層厚は10~20crn程度の部分が多いが、 t~)ゞ:30cm を超える部分もある 。 また、地形的に最も高い、訓芥

区南西側では後批の削平のためか残存していない。もともとは洪水堆秋物と必えられるが、
その痕跡は

残っていない。

包含遺物は非'ii『1:少ないが、郊干のサヌカイ トの他に、わずかながら弥1-1=.時代中期の上滞片が兄られ

るのが注目できる。おそらく井味't時期もその項なのであろう 。

5層 場所によって土色の変化が激しいが、;),~本的には灰7.5Y5/1で、酸化の強い部分はにぶい贄

5Y6/4、泣元の強い綿分はII沼緑灰lOG4 / 1を呈する。しかし、東側では灰N4/0と、黒味の
弧

い部分もある。粘質十．、シルト主体、細砂～粗砂わずかにあり、 ）y~ 化物わずかにあり 。

かなり有機分が洛脱しているが、古土壌と思われる肘である。ただし、棗側の低い部分では
）¥';'i内にわ

ずかにラミ ナの兄られる部分もあり、粒子の洵汰も艮いので、低湿地的な堆校の可能性が弛
い。

層厚は10~20cmほ どの部分が多いが安定していない。 北東が低く、問い南西側では後批の削平でrl~滅
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5
/
l
シ
ル
ト
～
極
細
シ
ル
ト
、
細
砂
若
干
、
炭
化
物
わ
ず
か
に
あ
り
。

29
、
3
と
7
の
プ
ロ
ッ
ク
。

30
、
灰
N
4
/
0
粘
質
土
、
シ
ル
ト
～
粘
土
主
体
、
祖
砂
・
炭
化
物
あ
り
。
3
面
辿
梢
埋
土
。

3
1、
灰
オ
＇
｝
ー
プ
5
Y
5
/
2
桔
釘
上
、
シ
ル
ト
～
祖
砂
主
体
、
中
砂
～
小
躁
わ
ず
か
に
あ
り
、
炭

化
物
わ
ず
か
に
あ
り
、
斑
状
F
e
あ
り
。
2
面
時
点
沼
構
埋
土
。

32
、
灰
N
4
0
粘
汀
土
、
シ
ル
I-
~
粘
土
主
体
、
細
砂
若
干
あ
り
。
2
"'1
。

33
、
灰
オ
リ
ー
プ
5
Y
 6
 
2
砂
団
土
、
繍
砂
～
シ
ル
ト
主
体
、
租
砂
・
管
状
F
e
あ
り
。

34
、
灰
N
4
0
~
5
/
0
粘
士
～
シ
ル
日
内
1こ、
緑
灰
l
O
G
Y
 6
 /
 1
シ
ル
ト
～
細
砂
の
コ
ン
ボ

リ
ュ
ー
ト
ラ
ミ
ナ
、
祖
砂
・
炭
化
物
わ
ず
か
に
あ
り
。
3
-
2
層
。

お
、
緑
灰
J
O
G
Y
 6
 
1
シ
ル
ト
～
繍
砂
、
部
分
的
に
F
e
あ
り
、
“
の
片
下
、
コ
ン
ポ
リ
ュ
ー
ト

ラ
ミ
ナ
状
の
入
り
込
み
多
し
。
4
-
2
層
。

祁
、
灰:
::
{
4
 
0
粘
I:
~
シ
ル
ト
、
上
部
お
(
4
-
1
陪
）
の
降
下
・
下
部
37
(
5
層
）
の
巻
き
上

f・ 
小
プ
ロ
ブ
ク
多
し
、
有
機
分
多
し
、
炭
化
物
若
干
あ
り
。
5
厩
の
二
次
堆
租
。

37
、
青
灰
5
B
G
 5
 
1
シ
ル
ト
～
粘
士
、
わ
ず
か
1こ
極
細
砂
あ
り
、
土
穣
化
痕
跡
あ
り
、
3
6
の
隆

ド
若
T
あ
り

。
6
~

。

3&
. 
緑
灰
7.
5
G
Y
も
］
シ
ル
ト
～
讃
砂
、
ラ
ミ
ナ
残
る
、
土
穣
化
衰
跡
あ
り
。
6
層。

洒
、
緑
灰
7.
5
G
Y
 5
 
1
 ~
オ
＇）
ー
プ
灰
2.
5
G
 Y
 6
勺
韻
砂
～
シ
ル
ト
、
一
部
中
砂
～
粗
砂
あ

り
、
ラ
ミ
ナ
あ
り
.
7
附
。

狐
灰
白
～
黄
褐
lO
Y
R
 7
 
1
 ~
5
 
6
糧
砂
～
極
粗
砂
．
小
痣
あ
り
、
ラ
ミ
ナ
あ
り
、
部
分
的

に
シ
ル
ト
～
細
砂
あ

り
。
砂
府
上
部
の
水
平
堆
和
、

"
l
~
。

4
1
、
灰
N
4
0
桔
jこ
～
シ
ル
ト
1こ
お
の
プ
ロ
ッ
ク
あ
り
。

42
、
灰
N
5
 
0
枯
土
～
シ
ル
ト
に
あ
の
ほ
や
け
た
小
プ
ロ
ブ
ク
あ
り
。

43
. 
「陪
灰
黄
2.
S
Y
 5
 
2
粘
土
～
シ
ル
ト
、
植
物
母
体
あ
り
。J
内
に
36
の
プ
ロ
ッ
ク
多
し
。

4
4、
「
黄
灰
2.
5
1
'
4
l
佳
日
粒
化
し
た
植
物
辺
体
）
J
と
灰
l
O
Y
5
 /
 1
シ
ル
ト
～
粘
士
の
ラ
ミ

ナ
。

4
5
、
「灰
7.
S
Y
 5
 
I
シ
ル
ト
～
極
譴
シ
ル
ト
、
植
物
ロ
体
あ
り
。
」
内
に
、
35
・
祁
.
3
7
の
プ
ロ

ッ
ク
多
し
。

4
6
、
36
内
1こ
、
打
の
小
プ
ロ
ッ
ク
あ
り
。

4'
7.
 
2
0
内
に
、
豆
の
プ
ロ
ッ
ク
あ
り
。

4&
. 
18
内
に
、
21
・
7
の
プ
ロ
ッ
ク
あ
り
。

4
9
、
7
・
34
・
35
の
プ
ロ
プ
ク
。

5
0
、
7
・
34
の
プ
ロ
ッ
ク
。

51
、
灰
J
O
Y
4
 
I
シ
ル
ト
～
粘
土
、
有
良
分
多
し、
34
・
37
の
プ
ロ
ッ
ク
と
粗
砂
若
干
あ
り
。

認、
31
・
34
・
37
の
プ
ロ
ッ
ク
。
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表
2
図
7
の
土
色
・
土
質

0
2
-
1
 tr
. 
東
西
セ
ク
シ
ョ
ン
断
面
土
色
・
土
質

1
、
緑
灰
1
0
G
5
/
l
~
灰
l
O
Y
6
 /
 1
 (
Fe
多
い
部
分
は
に
ぶ
い
黄
褐
l
O
Y
R
 5
 /
 4
)
粘
質

土
、
シ
ル
ト
～
細
砂
主
体
、
粗
砂
～
小
礫
多
し
、
管
状
・
斑
状
F
e
あ
り
。
1
層
。

2.
 
黄
灰
2.
S
Y
 5
 
1
 (
西
慎
駿
化
澁
く
、
褐
灰
I
O
Y
R
 4
 ,, 
1
を
呈
す
）
粘
到
土
、
シ
ル
ト
主

体
、
粗
砂
若
干
あ
り
炭
化
物
わ
ず
か
に
あ
り
有
機
分
多
し
。
古
土
壌
、
3
層
。
注
、
こ
の

面
位
爵
で
は
3
面
の
畦
畔
を
縦
1こ
切
っ
て
い
る
の
で
、
3
陪
は
平
均
的
厚
さ
の
2
倍
以
上
あ

る
。

3
、
灰
5
Y
 5
 ,, 
1
 ~
 10
 Y
 5
 
1
シ
ル
ト
～
桔
土
、
わ
ず
か
に
炭
化
物
あ
り
、
菅
状
F
e
あ
り
。

3
 .
 4J
層
罰
の
水
成
屈
3
-
2
層
。

4
、
暗
青
灰
～
青
灰
I
O
B
G
4
 
.I
.~
 5
 
I
シ
ル
ト
、
上
か
ら
の
コ
ン
ポ
リ
ュ
ー
ト
ラ
ミ
ナ
に
よ

る
巻
き
J:
lf
あ
り
。

5
、
暗
緑
灰
I
O
G
4
 
I
~
灰
7
.
5
Y
5
 
1
シ
ル
ト
～
極
細
砂
、
炭
化
物
わ
ず
か
に
あ
り
、
部
分

的
に
ラ
ミ
ナ
残
る
。
低
湿
地
水
成
府
的
な
5
層
。

6
、
青
灰
I
O
B
G
 5
 
1
シ
ル
ト
、
上
附
か
ら
の
粘
土
の
降
下
・
下
層
か
ら
の
細
砂
の
巻
き
上
げ
あ

り。
6
屈。

7
、
青
灰
5
B
G
:
i
/
l
~
I
O
B
G
5
,,
l
シ
ル
ト
～
細
砂
、
ラ
ミ
ナ
あ
り
、
部
分
的
に
F
e
あ
り
、

J:
面
粘
土
の
降
下
と
、
わ
ず
か
に
F
e
の
沈
希
あ
り
．
土
壌
it
痕
跡
あ
り
。
7
陪
_I:_
部
。

8
、
灰
N
4
0
シ
ル
ト
内
に
、
4
・
5
の
ぽ
や
け
た
プ
ロ
ッ
ク
あ
り
、
炭
化
物
わ
ず
か
に
あ
り
。

4
面
溝
埋
土
。

9
、
灰
N
4
 ,.
0
極
細
シ
ル
ト
～
シ
ル
ト
内
に
、
5
・
6
の
プ
ロ
ッ
ク
あ
り
．
カ
ル
シ
ウ
ム
の
結
核

あ
り
。
溝
埋
土
。

10
、
灰
7
_
5
y
5
,,
I
粘
質
土
、
シ
ル
ト
主
体
、
細
砂
あ
り
、
謁
分
的
1こ
租
砂
若
干
あ
り
。
2
層。

11
、
オ
リ
ー
プ
灰
2
.5
G
Y
5
1
シ
ル
ト
～
極
細
シ
ル
い
内
に
、
分
招
し
た
植
物
辺
体
ラ
ミ
ナ
状

に
入
る
。

12
~ 
灰
1
0
Y
5

~
1
~
4
I
シ
ル
ト
、
6
の
小
プ
ロ
ッ
ク
・
分
解
し
た
植
物
辿
体
あ
り
。

0
2
-
21
:r
. 
南
壁
断
面
土
色

•
土

l
、
暗
灰
N
3
/
 O
~
灰

-;
t•
J
-
プ

5
Y
 5
 
2
砂
賃
土
、
シ
ル
ト
～
細
砂
主
体
、
中
砂
～
租
砂
あ

り
。
現
代
耕
士
、
0
層。

2
、
オ
リ
ー
プ
灰
J
O
Y
5
 
2
 ~
緑
灰
l
O
G
5
 
1
粘
牧
土
、
シ
ル
ト
～
細
砂
主
体
、
祖
砂
～
極
粗

砂
あ
り
。
1
陪
。

3
、
灰
;t
'J
ー
プ
5
Y
 5
 
2
 ~
灰
N
4
0
粘
質
土
、
シ
ル
ト
主
体
、
祖
砂
あ
り
、
わ
ず
か
1こ
炭

化
物
あ
り
。
2
層
。

4
、
灰
N
4
 /
 O
枯
釘
土
、
シ
ル
ト
七
体
、
租
砂
わ
ず
か
に
あ
り
、
5
を
コ
ン
ポ
リ
ュ
ー
ト
ラ
ミ
ナ

状
に
巻
き
上
げ
る
。
3
恩
(
3
-
2
層
？
）。

5
、
緑
灰
7
.5
G
Y
6
/
l
~
浅
黄
5
Y
7
/
3
粘
質
土
、
シ
ル
ト
主
体
、
極
細
砂
～
細
砂
多
し
、

中
砂
わ
ず
か
に
あ
り
、
上
部
4
の
コ
ン
ボ
リ
ュ
ー
ト
ラ
ミ
ナ
状
の
降
下
多
し
。
4
-
2
層
。

6
、
オ
リ
ー
ブ
灰
1
0
Y
5
/
2
~
灰
7
.
5
Y
5
/
l
粘
質
土
、
シ
ル
ト
主
体
、
極
細
砂
あ
り
、
中
砂

若
千
あ
り
、
M
n
斑
多
し
。
古
土
堀
、
5
層
。

r
、
オ
リ
ー
プ
灰
l
O
Y
5
/
2
~緑
灰
5
G
5
/
I
粘
質
土
、
シ
ル
ト
主
体
、
下
部
綱
砂
～
中
砂
多

し、
上
部
M
n
斑
多
く
土
壌
it
激
し
い
、
ラ
ミ
ナ
な
し
。
6
層。

8
、
オ
リ
ー
プ
黄
5
¥
6
/
3
-
暗
緑
灰
5
B
 4
 /
 1
粗
砂
～
中
砂
、
部
分
的
に
細
砂
～
シ
ル
ト
あ

り、
F
e
若
干
あ
り
、
ラ
ミ
ナ
あ
り
。
7
恩。

9
、
灰
5
Y
 4
'
1
シ
ル
1---
内
1こ、
5
の
や
や
ぼ
や
け
た
小
プ
ロ
ッ
ク
あ
り
、
粗
砂
若
干
あ
り
、
炭

化
物
若
干
あ
り
c
人
為
的
埋
土
、
3
-
7
3
6講
埋
土。

10
、
灰
7
.
5
Y
4
 /
』
シ
ル
ト
内
に
、
5
の
や
や
ぽ
や
け
た
小
プ
ロ
ッ
ク
若
干
あ
り
、
炭
化
物
若
干

あ
り
、
糧
砂
わ
ず
か
に
あ
り
。
3
-
7
硲
酒
埋
士。

11
、
灰
5
Y
 5
 
1
シ
ル
ト
、
5
の
ぽ
や
け
た
小
プ
ロ
ッ
ク
若
干
あ
り
。
4
面
辺
悟
埋
土
。

12
、
灰
N
4
 ,
 0
シ
ル
ト
、
中
砂
～
租
砂
わ
ず
か
に
あ
り
、
下
部
に
5
の
コ
ン
ポ
リ
ュ
ー
ト
ラ
ミ
ナ

状
の
巻
き
上
げ
若
千
あ
り
。
3
駁
（下
部
に
薄
く
3
-
2
層
残
る
か
）。

13
、
2
内
に
3
の
プ
ロ
ッ
ク
。
1
層
系
か
。

14
、
2
内
に
、
3
・
1
2
の
プ
ロ
ッ
ク
若
干
あ
り
。

JS
、
灰
5
Y
 4
 
I
 ~
N
 4
 /
 0
粘
烈
土
、
シ
ル
ト
主
体
、
細
砂
～
極
粗
砂
あ
り
．．
小
庭
若
干
あ
り
、

炭
化
物
若
千
あ
り
。
1
層
系
？

]
6、
略
オ
,
,
ー
プ
灰
2.
5
G
Y
 4
 /
 1
 ~
緑
灰
1
0
G
Y
5
/
l
枯
汀
土
、
シ
ル
ト
主
体
．
細
砂
若
干

あ
り
、
粗
砂
・
炭
化
物
わ
ず
か
に
あ
り
。
3
-
4
4
7
i釦
里
土
。

17
、
黄
灰
2.
5
Y
4
 /
 1
枯
団
土
、
シ
ル
1-
--
~
細
砂
主
体
、
粗
砂
あ
り
、
有
機
分
多
し
、
2
の
プ
ロ

ッ
ク
あ
り
。
0
附
系
。

18
、
17
1
こ
7
の
プ
ロ
ッ
ク
あ
り
。
0
府
系
。

19
、
略
灰
N
3
 /
 0
シ
ル
ト
～
極
紐
シ
ル
ト
、
ラ
ミ
ナ
あ
り
。

2
0、
17
に
粗
紗
多
し
。

21
、
18
に
粗
砂
多
し
。

22
、
緑
灰
.I
.O
G
6
 /
 I
起
砂
、
粗
砂
わ
ず
か
9こ
降
下
、
シ
ル
ト
若
千
あ
り
、
ラ
ミ
ナ
な
し
。
7
屑
系
。
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表
3
図
8
の
土
色
・
土
質

0
2
-
2
 tr
. 
西
壁
断
面
土
色
・
土
質

1
、
黄
灰
2
.
5
Y
4
/
 1
砂
質
土
、
細
砂
～
シ
ル
ト
主
体
、
粗
砂
～
極
粗
砂
あ
り
。
〇
層
。

2
、
灰
N
4
/
0
シ
ル
ト
～
細
砂
と
、
灰
オ
リ
ー
プ
5
Y
5
/
2
中
砂
の
互
陪
状
ラ
ミ
ナ
、
F
e
あ

り。

3
、
中
～
大
硬
l町
こ
祖
砂
～
小
蝶
あ
り
。
略
渠
陛
土
。

4
、
]l
内
に
7
・
8
の
プ
ロ
ッ
ク
若
千
あ
り
。

5
.
 灰
N
4
 
0
粘
釘
土
、
シ
ル
ト
主
体
、
粗
砂
あ
り
内
1こ、
8
の
プ
ロ
ッ
ク
あ
り
。

6
、
灰
1
0
¥
5
/
1
~
4
l
砂
費
土
、
組
紗
～
シ
ル
ト
主
体
、
粗
砂
～
中
砂
多
し
"
1
附
。

ー、
暗
灰
N
3
 
O
~
黒
褐
2
.S
Y
 3
 
1
粘
貸
土
、
シ
ル
ト
～
極
田
砂
主
体
．
糧
砂
若
干
あ
り

炭
化
物
あ
り
、
8
の
小
プ
ロ
ッ
ク
若
千
あ
り
。
耕
土
か
'
!
4
 -
]
府
。

8
、
緑
灰
I
O
G
Y
6
 
1
~
5
 

1
シ
ル
ト
～
極
程
！
砂
、
劉
砂
•
黒
色
粘

:t
—
の
騒
F
あ
り

。
6
~

。

9
、
緑
灰
S
G
6
,,
1'
f8
砂
～
シ
ル
I-

• 
部
分
的
に
斑
状
F
e
あ
り
、
ラ
ミ
ナ
残
存
。
6
附
。

10
、
オ
リ
ー
プ
黄
5
Y
 6
 ,'
4
粗
砂
～
極
祖
砂
、
ラ
ミ
ナ
あ
り
、
F
e
若
干
あ
り
。
7
見

11
、
8
の
プ
ロ
ッ
ク
罰
に
1
あ
り
。
4
面
辺
構
埋
土
。

12
、
灰
1
0
¥
4
/
 1
シ
ル
ト
内
に
、
租
砂
・
1
5
の
プ
ロ
ッ
ク
あ
り
、
炭
化
物
わ
ず
か
に
あ
り
。

13
、
灰
7.
5
Y
5
/
 1
粘
費
士
、
シ
ル
ト
～
極
細
砂
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している部分がある。

6面で検出された、糾文時代晩期遥形土悩出土の土坑などは本来この陪の上而から切りこんでいたと

思われる。また、同 じ時期の浅鉢も出土しており、この屈は縄文時代晩期頃に形成されたと考えられる。

6層 青灰10BG5/1~緑灰7.5GY5/1を晶し、 一部酸化したところでは、上部がオ リープ黄 5

Y6 / 4 を呈する 。 上から こドヘ、シルトー細砂と、級化構造が艮く残る 。 上から土填化が辿行し 、 粘 cl • • 

粗砂の降下が激しい。下部は部分的にラミナが残る。

断面で上下 2陪に別れる部分もある事を確認しているが、その間の1前の辿続性は不明である。ただ、

下層の上面にもわずかに土壌化の痕跡があるので、 仇定期間地表であったと、臥われる。

洪水堆積局であるが、附彫は平均30cm強、部分的には60cmを超える。下面に数力所凹部がみられるの

は、堆積時に 7屈上面を没蝕したものであろう。

包含遺物は少なく、数、I心（のサヌカイ トと、）藉滅した上株片が見られるのみである。

7層 粗砂を中心とした砂府の集介イ本で、全ての）けにラミナが兄られる。全体の構造を見ると、閻fl:,-ヽ

内で一番古い堆枝単位は、釆側にあり、西に急激に格ちていく自然提防状の砂府で、その囮側に次々と

西側に落ちる（沙府が形成されていく 。これは、流路が西へ移動していく過程を示していると考えられる。

その後、 やや低い西側の上に、水半な堆梢が最低でも 2回煎なり｀最終的には西が東より詞くなる。

これは、西へ移動した流路からの洪水堆梢と杉えられる。そして、低く なった東側に釧砂～シルト）祐1が

堆積する。ラミナがあり、棋水堆利'(と，臥われる。

こうして形成された匹閻米低の微地形は後UJ:まで引き継がれる。間査区外西側へ移動したと拙測され

る流路の影薯lは、先述したとおり、 3-2/f'iの堆秘にもあった可能性がある。

遺物は、上方の水平堆梢の砂）付から/-た1土し、下府からは確認されない。少数のサヌカイトと純文晩期

の土器片である。土甘怜は）.i料i成の激しいものが多いが、序滅していないものもあるのが注nできる。
この砂層は以前の瀾査で1占［さが2mほと＇あるのが確認されているが、下部と下 1(1iが4!!ぼ辿物であったの

で、今回は辿物を鉱含しているこの,~i の上半までで澗究を留めた。

(3)小結

船橋遺跡は、大阪平野の中で、神梢平野而扇状地俯に位1i'tする。今阻lの訓査地、1ばで地形の格盤を成し

ていた 7層とした砂肘群は、 E面が甜認』時代晩期であり、辿物をほとんど含まない事から、 1¥'li梢学の廿

う (2003) ステージ 3 の砂11•1 である可能性が強い。 ならば、その下而は縄文時代後Jlfj相当の l(Lf であると

考えられる。沖秩上部砂W1の上部である。

また、大和川 と石川の介流、点に近い位"I位にあるのにもかかわらず、4而以降の堆秋が少ないのは、ス

テージ 5の 「扇状地術を中心とする、 河床低下による段丘化」と符合する、となれば、船梢辿跡は完新

世段丘面uこ立地しているボとなる。それによる、給水の困難さが，段磁が小さく洪水堆梢物の処蝿と
は考えにくい島畠と堀田の並立、という耕辿It皿1に反映している可能性はある (3而小結参照）。

やや小さい視点から見ると、間究地点は、大利川 と石川 の介流、~'..(北両側に形成され船粧）褪寺などがの

る大きな微高地の西端に、縄文時代晩期に新たに附加されたシュー トバーに位戦すると考えられる。

調査区東側の低地は、旧来の微邸地との桜点に形成された後抒湿地、西側のi',はまりはシュー トバーの

稜線と思われる。その、味で今回の憫究で検出された弥生時代後期の辿構・辿物は微翡地 卜．各所で検出

されている同時代の辿構と、飛島時代のものは、微研地上で最遥地を占めているであろう船柏廃寺との

関係が考えられる。
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2、1・ 2面（図 9)

(1)概蜆

調査開始時の02-1トレンチにおいては、硯代耕土 (0屈）の『T.下である 1而から閻究を行ったが、

その結果、 1 I葡は江戸時代に遡るur能性は少なく、 2 rfriも江戸時代後半を中心とした時期であり、とち

らも耕作関辿の辿梢しかない叶iが判明 した。

そのため、それ以降、 他のトレンチでは、 2面まで機械掘削し，そこで検出された 1・ 2而の辿構を、

下層と遺物を分別する目的も含めて人力訓削し間究する Jヽr,とした。

1面は全体に板めて平坦で、検出された段経などはない。市街化以前の地図を見れば、 02-3 -lト

レンチの西に硯在も残る水路が付近に辿存している条旦(ill」地割の坪悦にあたり 、それより西の間究尻は

ほぼ一坪の中に納まっている。両部分では取幽ーに此い耕地区両が2枚あり、その区圃徴が閻査区のほi

中央を東西に虹いているはずであるが、 1面でもその痕跡は梱められない。

2面では南辺付近、人和川堤防裾に近い1禍分で段差が検出され、断面から、，l泣，り と堀ITIが存在したn

能性が指摘できるが，1 Jr・1耕土時のl'JIJ平と 1面からの辿構のため、堀田らしき段差が行IS分的に検出され

たのみで、 平而的な全体('6(は不明である。ただ、 1而よりは細かい耕地区画があったと息われる。

(2) 1面の辿構

1面の遺構で主なものは平行して走る u・r.線的 な料li'.~~Yi と II惰梨である 。

溝群は幅L2~0贔8m、深さo.3~0. 5n, ほとの溝が、人イ本 2 ~ 4mほどの II IJ I~で並ぶ。条）・IJ.(!Jlj」嵐割の坪

境をはさんで東の02-3 -1トレンチでは南北方向に走るが、1Jりの他のトレンチでは東西方向である。

断面は逆台形、 JIJ!.土は単ーで、 1)¥'・1より粘例でII怜色を示すが0依iとは↓如なる。

一坪幅を迎してイ"' ぴるものが多く 、 ll晋災で 、 こ れらの 料',\ を切 るものが多い叩から、 0)1·•1 を耕上とした

耕地の造成時0)溝かとtffiiJliJされる。

暗渠は、 JU,'J:i'tlメFもjI世付近、北辺l―れ央付近などに多く、 中～火礫を入れた万桔Ill鴇とや其(i少と息われる砂

を詰めたものなどが見られる。111間は20~15cmほど、深いものは30cmほどの深さのものもある。

石詰暗渠には、水製の板や、瓦片などで盗をしたものや、底部に竹を入れたものなどがあった。砂肪

めのものは相対的に浅く 、石拮lll'J!A/4を切るものが多い。また、 方向性は、切り合いで見ると、正方位を

向くものが古く 、それ以外の方向のものが新しい領1i1Jがある。

おそらく は、耕地の中で水はけの悪い部分に、 何趾かにわたって暗品を追加していったのであろう 。

02-3→ 1トレンチと1,rJじ坪で、欄介区の某に位附する（研堤 2-2)の憫究では、 IHJじJfliで桶に竹

筒をつないだ地股水利施股が検出されたが、今1叫の間究では検出されなかった。ただ、02-2トレンチ

東半の北側で、 1辺lmほどの方形の土坑で、中に円形の筒0)痕跡のあるものがあった。上画に桶材の

可能性のある板を敷いて盗をしており 、底部から鉄製の轍が出＋．した。深さは60cmほど。

02-3 -1トレンチ怜J端では南北19m、東西 8mほどの蛉方形のilWめ池を検出した。地元の人の話し

によれば、 昭和30年代まで残っていたとの事である。二段にテラスを作り 、その）卜1は杭を打ち、板材の

横木を渡して土留めしている。

上半は長さlm前後の礫が多数充填されていたため機械掘削を行ったが、llJI_土下半は槃磁時に近い時

期の堆積厨がないか兄るためー・m~人力 で~1111 り下げた。 結呆としては地衣から 2 m強掘り下げても底而が

確認できず、泌水が激しくなったため枷ll間を中止した。その時点の批下部でも近代以降の辿物を含む。
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7層を深く掘 り込み、現在の地下水位以下まで巡している。

なお、 02-1トレンチ南半某携付近でのみ、 0}面と 1J豆1の間に砂）付の）ム＇が りを確聡している。閻究

内での最新の洪水堆校物であり 、0屈成立の契機となる洪水があった可能性を示唆する。

(3) 2面の辿桐

2面の遺構の主なものは堀田と鋤滞である。

島畠は 1層が耕土である時点で削平されているため、堀田 との段染が検出されたのはわずかにすぎな

い。また、堀田の訂部で堀田耕土の切り込みのみが検出されたものも若千ある。

また、 3- 104堀田・~. -261堀田のように、坪の康阿1J1rfio)3分の 1に満たない蛉さで終わる堀田もあ

るため、調査1烈全体での孤観 を後元するのは困難である。

しかし、 02-1トレンチ東巡断面（囮 6)では島畠と堀田が交互に並んでいた叩が考えられ、島畠カ

削平されているmから、鋤miの残る晋II分は堀田であった可能性が籾いと考えられる。
それらの要素をふまえ、堀田の部分を復元しても、西側の坪でもその面利'tは全体の半分よりかなり狭

く、島畠と堀田が全体でほぼ同じ面租となる 3面までの政観からは変化がある。また、 3皿の堀田と位

置が大きく ずれるものもあり、 02-1トレンチ北哀部では、3面で堀EEiであった綿分が、そこに流入し

た洪水砂 （図 6の6) を珈徹として残して、2而11;:点では島畠になっか fj能性が断而から考えられる。

また、 02→ 3 -1トレンチで唯一検出された 4-021』u¥111が、 1而も 3而も区圃ゃ/¥界の主な方向性カ

南北であるにもかかわらず、東西に伸ぴるのが異質な感じを受ける。

2面では、 断而や平而で、 7)1・・・)から地割れのIれを上外 した1肌砂の痕が畿つか確胞されている。その中

で一番大きなものは 3-056井戸を破壊していた。その11n砂の中で、4而より下の部分で染め付けを含

む陶磁器片が出土している。 7}け内に述する 3-056井戸に近い位 li1ではあるが、基木J~)キ；の包含辿物

としては 2層よりJ::.のものであるはずで、哨砂から辿物が出土するのもまれな事である。

(4)遺物

1・2面の辿4―/Jj、およぴl・2W, は合わせて10コンテナを超える辿物が出土しているが、そのほとん

どは 4面の逍構を削平 した際に遊離したと思われる土師器.t且忍器 i弥牛土器の細片である。また、1 

面の遺構内には近現代の辿物も 多い。ここでは各1M・府の帰属時期を示すものや注BLされる辿物を収り

上げたい。（凶10-1 ~ 5• 20• 23ー24,)

1・2は1面4-003溝出土。 1は染め付け碗。本業Nul戸端反碗で、訂台端部から底部の半径1.4cmの

範囲で釉を剥 ざ取る。本業瀬戸が近畿地方に広く流通するのは19W: 紀後半からと考えられている。

2 ぱ燻 し焼 さの)J~「丸瓦の瓦餅片である。胎土は灰白 5Y 7 / 1を呈し、石英・ ・長石を含む。表面にキ

ラコと思われる白忠母が多く 附滸する。巴文の尾は長く頭は丸い、周囲の珠文は16佃lに復冗できる。

巴文の頭の形などから、南町時代後半16批紀後築以降のものと息われる。

20は2面3-233料れから1-1-1土した砂岩製砥右である。図右側の靖而は平坦に作るがややざらっく 。左

の端面は割れ而か、 I'「1凸があり、而取りはない。他の 4而はi'l'Jらかだが、輻広の表必2而が削滅が激し

い、片面には輻 1mm強の条痕が残る。

3-5は21叫から出土した。 3は白磁の紅猪に1である。外而はJ:.半部のみ釉がかかる。

4は瀬戸染沿の瓶子に1縁である。胎土は浅翼橙lOYR8/3で砂粒は見えない。灰白2.5Y 8 / 1 OJ 

釉が外面と、 内面は17緑からL5cm下までかかる。

5は染め付け鉢片である。中国泣州窯のものと息われる。翡台訓，｝部のみ釉剥ぎ取り 。
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23は1層から廿1土した元祐通役である。径2.4cm、瞑さ0,8~ 9 nun。文字が鮮明で流麗であるので偽銭

である可能性は低いと、思われる。「売祐」は北宋の年号でA,D, 1086~93年。

24は2層から出土した鈷永通廣である。径2ら4cm、)駐さ0心～ りmmo

(5)小結

1・2面ぱ各々 旧耕土のI末而でもあり上而でもある事から、その時期を示す事が難しいが、 1而を床

面として 0層が耕土として成立するのが19批祀後半以降であり、 2府が11・1止紀，り幼永年間以降の時期まで

耕土として機能していたというのが一つの俎）~,:であろう。

とすれば、 2面を床而としで 11村が耕」：：であったのは18批紀頃と打える。しかし、2而で検出された

島畠・堀田は 2陪を胤J:土とする時のものであるので、それ以前の辿構である。つま り、島品と堀田の併

存という景観がなくなり、耕地が非常に坪坦な形態になるのは、 18批紀初如前後のばと拙測できる。

ならば、その追因となったものは、 1704(定水売）年の大和川付け替えであった可能性が甜い。

大和川付け特えにより、その新河辺の批防沿いの上地は「悪水梱まり」、排水不良の土地になったと

言われる。船梢辿跡01-2の間3'l:で検出された地骰水利施股や、 今回の憫査で検出された暗狛は、そう

いった排水不良による1僻；りを改善しようとする努力と思われる。

2面の島畠・リ≫¥l:EIIよ後述する 3而の試観を継承するとはいえ、その配趾をかな りの部分で変えてい

るところに特徴がある。それは 2-2 J岡 （図 6の6)の哄水砂が示すように洪水を英機としたためと考

えられる。その時期と,'t1;~ に関してば次節において考えたし。

3、3面 （図11)

(1)概観

3面は02-3 -1トレンチ以外は康西方向に此い島いと枷＼田が、坪内に交互に並ぶ屈観を呈す。ただ

し、調査区北湖の堀IT:lである 3-092枷＼田の1J1Mが不安池なのと、 1 -rn1iかりのみが稟端まで伸ぴず、そ

の並びの東側は3-10'1JJ11¥田となるのが例外的である。3-104堀田は隣接する堀Illより ・段低し。

02-3 -1トレ ンチは1'N北方Iii!の構1'鋤溝が見られ、その耕作方間を示すのみで顕好な段淡はない。

(2)遺構

島畠 島畠の）if部でのi11Mは部分的には4.7~7. 4mを測るが、おおよそ 5~6mほどが平均的な1l1Jilである。

1・2面からの溝に切られる事や、削平で不明な部分もあるが、金ての柚品が上而の南北両）141こ溝が売

っていたと思われる。

比較的削平が少なく 、島州耕土らしき府が残存していた 4-105島砧・ 108堀川の断而 (I必]12)で兄る

と、両側の溝の111間は0.6~ 1111ほど、深さは20cm前後である。断而形ば皿型か、巡三角形が多い。

溝から島畠の訂までは芳干の距離があき 、ここに1ふ晶耕土と同じ土でl吐HI収が燥かれていた可fl胚性が高

い。盛土は 4而が窃い部分はそのまま残し、それを補うよう に110のプロックを含む土を盛る。その袖

部に洪水砂などの砂）岡は秤無であり 、盛土自体も砂粒は少ない (I叉Ifi・8)。

耕土は堀田の耕土より粗砂が若干多く ，酸化も強いが、布機分に官む。

調査区の北側では而側の/.I府のIJIJに平行するi闘があり、 畑の畝立てがあった可能性があろう 。

坪境とのつながり方は不明であるが、島畠両側の溝が、 一方の料'i底のレベルが来に低くなっている場

合、もう 一方は反対に両が低い場合が多い。

この事は、 哀酉どちらかの坪悦に水路が通り、それに島畠 の料＇｝がつながり、 一•力が給水｀ 一方が排水

-2ヽ1-
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の機能を持っていたと考えられる。島畠の!if部の畦Ill中に水11を切れば、堀IIIへの給水も可能である。

島畠上面と堀田耕土上面の研低差は最大20cmで、平均1'1りには10cm前後である。 島畠□卜．部が削平を受け

ているとはいえ、本来の比同差も30cmを超えるものとは忍われない。

堀田 幅は、 島畠の同でiJIIJれば、滞状に狭い部分もあるが、 4.5~6. Sm、平均的には 5rn前後である。

埋土は複雑で、下からプロック土の 3-3 /杓・旧耕土の 3-3 WI・ コンボリュートラ ミナの凡られる

3 -2層 ・3-l屈となるが、 3 -3 /~ りは西側のみ、3 -1府は東側に多く、 3 -2府がほぼ全体に広

がる。埋士が複数陪ある堀田では、下の10は島畠の盛土の下にもぐる場合がある（屈18下段の 9と10等）。

その事と、 4而に残る訓 り込みから、数段階の災遥を経て、3而での形となったと考えられる。

最終的に残る上面は平坦で、島畠とのわずかな甜低染を 2)¥'jの狐土が地める場合が多い。

しかし、 3 -092・100堀田の東端紆15分のみは、J::.而を洪水砂が投い（図 6の6)、その下には土塊カ

散乱したよ うな 1!11~が残されていた（写真1叉1n114o) 2)。

これは堀田が湘1=1起こしされたような状煎0)時、その打B分を流芯とするような破捉的洪水が来た梯子を

示すと思われるが、他の部分には砂）何も耕十．」嘩noJ凹1!.!-1も見られない。
また、 3 -2府のコンボリュー トラミナは、姑本肘序の部分でも述べたように、3而堀田の変遥の中

ほどに起こった地ばiの痕跡と、思われるが、 02-2 ト レ ンチ中央付近で、島品の,~にまで見られる (I区18

下段の 9) 。泣終的にはその;),~部として残され、 I'町,,:も免れたため残ったと息われるが、なぜ閲jいレペ

ルまで上がっているかは疑間のままである。

3 -104堀mは4- 187島畠の棗への延長上にあり、隣接する堀田より低い。 他の堀田 との IIり には IIE~ lil平

がないと成立しえない形應だが、畦Ill事の痕跡は残されていない。削J_- ,~. は他の堀田と屎なり、 2肘に似た

ものであり、 2而でも堀ITIが踏製され、批終的には縮小して、杭で留めた板による七留めが成されてい

る。調査区康踏では上述の 3而や 1而で洪水（沙が見られるように、中批以降の枇水の痕跡が多い。この

堀田は、元々は洪水による没蝕地形として周囲より低い部分だったポが考えられる。また、中に明確な

3層系の耕土が！認められない叫から、小規模なHr/め池であった11f能性も考えられる。

(3)遺物 （捌10-6 --19 I 25) 

3面の遺構や 3!f1 に鉱含される辿物も弥生工滞・頻）払器• 土侃ir.1-fが多い。ただし、 1・2/0'/より破Jヤ

の大きさは大送い位:(11りがある。最新の辿物と しては、瓦器の椀 ・甕 ・鉢 ・羽釜や白磁碗を少数含む。こ

こでは、図化で色るもので時期を示す主要な辿物や特りもなものについてふれる。

6は3面3-109i!i'l1! から 出 —I:: した、竹磁碗底部片である。 外而は釉が窃台上端で止まる。高台は同転

ケズリ 。内面は半径3.2~2.3cmのIH」で釉0))111]忍取りが兄られる。冊呆惑産か。

7は3面4-077ピットから出土した、瓦器椀底部片である。内而少し込みには 1方向の直線的なヘラ

ミガキが残る 。 外而は残存範囲ではヘラミガキは見られない。'~恰表はII怜灰N3/0、胎土は灰白 5Y 8 

/1を呈する。梱形に比して研台径が大きく、その断面形は三fりではないので、 1,2・111:紀前半煩0)ものか。

8は3面3-105i-1附からI+¥土しな白磁碗底蹄片である。 悩台端Ill!のみ釉剥ぎ収るが一i11li残る。内而

にはトチン痕が2佃残り、 その配骰から本来は 3個あったと拙測される。虻く、追台形を成す窃台から

すれば、南宋のもの、12~13世紀頃のものか。

9は3面4-088溝からILi土した、砥石である。両端を欠く 。残る 4面巾3面に細い擦痕が凡られる。

10は3面3-10:;i/.j府から出土した、東播焦住窯臨の頻）は器こね鉢口緑部片である。内面下部に右7噂

りのハケがわずかに残る。カキ日 でt;J:ない。に1縁外而粘土幣部分のみオリ ープ黒7.5Y3/l、他の胎
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土は灰7.5Y6/lで石英 ・位石を含み、 机いチャー トもわずかに見られる。14世紀頃のものか。

11は3面4-110滞から出土した、頻忍牡糾!:!I足円皿硯片である。J.:.半部の周の30%ほどが残る破片で

あるが、突帯につく円形附文は 1個のみ残り 、もう 1個剥がれた可能性のある欠けがある。脚部の遥力

しは割り付けがやや不均等であるが、周の 4分の 1に4個あるのを見れば、全周16個に復元できる。ほ

とんどの調整は回転ナデであるが、天井部下而のみハケを入れ、 さらに不延方向のナデでそれを消す。

脚部との接合部の屈曲付近にハケが良く残る。

天井部上面は陸部の端に突幣が巡るがその内側に沿ってナデによる凹面が巡る。それより内側はやや

高いが、研開されたように滑らかで、使用痕と思われる。胎土は灰N6/0を呈し、細かい品色粒がわ

ずかに見られる。微釧粒には石英 ・，:Lt石がある。

陸部端に明確な突僻が巡るものは 7t仕紀初虹の大阪府陶邑TG64号照を最古と して、此岡旗期に入る

奈良県典福寺一哄院出土例 まで、少数ながら兄られるようで、 法屈 ・ 脚音Iり上端の突幣の形 • そこに付く

円形附文なども1時期を1限定する要素にはならない。

12~19は3I名から出土した辿物である。

12は灰釉陶器椀／氏部片である。全体に回転ナデが施され、釉は内而のみ。円涸状に無釉の郊分がある

が、剥ぎ取 り ではな く、 ~l!l 毛旅り か。 胎十．は灰白 2.5~ 5 Y 8 / 1を盈する。

やや内弯ぎみで、 踏部が丸く収まる閻台は 9批紀末煩から10・11!:紀中叫蒻煩に見られるよう である。 Jlil1付

け高台で外面に施釉がない事から、東悔系のものと、思われる。ならば、内而施釉は泊掛けではなく、 副

毛塗りを保ちながら、 トチンは使用されず、 削11も礼，'tく、窃台も所制「断而三日月形」になる、過涙期的

なものとして、上述の時期と憐ll船はない。今1川の間究では数少ない平安時代中期の辿物である。

13は須恵賂瓶子片である。内外而とも回転ナデ。胎土は表而灰1-=1N7/0を呈すが、破断面はにぷし

褐7.5YR6 / 3 ~ 結品片岩の粗粒をわずかに含む。

平城宮皿期に/-1-¥現する壷Lであるが、小堕のものは f)111: 紀前沿日までで、後は詞台が見られなくなる。

胎土に結晶片岩を含むので、河内）1社とは考えにくい。

14は土師器土錘である。間照は不明。器表は灰裳2.sY 7 / 2を皇し、破断面にはにぷい橙7;5Y R 7 

/3が見える。tlも和した砂粒はff忍められず。徹細粒子には石炎・批石・黙然母が見られる。
このよう な大製のものは、木来栂でのl,((lの網に使われるものと忍われる。

15は燻し軒平瓦片。水波又は型判lし，他の而はケズリ後ナデだが、上而はケズリのみ。灰N6/ri六、

呈し、胎上にやや細かい石英 ・此石 ・黒色粒が認められる。＃恰表にはキラコ（白裳母）が11(1滸する。

水波文軒平瓦は、大阪府内では阪r1:1市金剛寺辿跡や、 近くでは、太子町液幅寺西方寺院址などから出

土例がある。15111:紀後偽~- 1 6-IJI:紀前梨頃のものか。

16は土師滞ミニチュア砥である。外面は上半ヨコナデ、下半不定方向ナデ。 胎土はにぶい黄橙lOYR

7/2を呈し、わずかに細かい石炎、長石を含む梢良な胎土。飛，鳥1時代のものカ・0

17~19は磁料土器である。奈艮時代のものと思われる。

17 は須恵hや均頃 ）ヤである 。 底部外而は 1叫転ヘラ ・りJ り 後不定方向に粗くナデ。 胎 —卜は明野灰 5 B 7 / l

を呈し、長石をわずかに含む。底部外而の祉Hlドはかなり靱いが「粟」と、臥われる。

18は須恵器片で、 llllか盤の底部と思われる。内而は同転ナデで、 一部、それに切られる中央の一定方

向ナデが残る 。 外而は 1互111底ヘラ切り後、中心部以外に同転ナデ。 ）j年,~.は灰白N7/0を星し、細かい此

石・黒色粒をわずかに含む。底部外而の必むは「中」 である。
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19は須恵器唸，閉片。天井部上面の平坦部に回転ヘラケズリが残る他は回転ナデである。胎土は灰白N

7 / 0 を呈 し、微細粒に長石 ・ 黒色粒 • 石英がある他、1」も和された砂粒はない。I屈1作は「十」である。

復元径は14cm前後になると思われ、平城麻編年でも後半切の杯B盗であろう。8批紀中菜～後紫か。

25は3面4.-110料／」！出土の銭貨。径2.4cm、1立さ0,8~ 9 Ullllo字はかなり創＇｝ぴで覆われるが、「（塑もし

くは皇）宋通門」と読める。しかし、 ！！亥当する年17的なく不明。宋代の伐幣か、もしくは偽銭か。

(4)小結

3面および3屈の時期とは、 4而に残る堀田の掘り込みが掘られてから、島品と堀田の並列という形

が、 3 -3府から 3-1附まで泣低 2回の変遥を経ていく 1時期とT-1・える。

遺物から考えると、 3血の辿構にMil寺期的な辿物はあまりないと息われる。 3附(J)辿物には、飛脳II寺

代以後のものでは奈良時代後半、平安時代1中梨、 12~13・lll:紀頃、 15廿卜紀後半煩のまとまりが見られる。

最後の151止紀後半頃は 3面が狸没し、 2府の床而となる1時期を示すと材えよう。すると残り 0)3時期

が島畠と堀田が造成される時期のイ炭削llとなる。しかし、奈艮時代、平安時代に関しでは、船梢辿跡全体

では瓦もかなり出土してお り、船栂廃寺の存在も考えられるため、 その閾係でここに辿物が残された可

能性が高い。とすれば、 12~13'1止紀煩を造成の時期とするのが妥当であろう。

同じ大阪平野でも二角州幣に位俯する池島 ・キ屈万寺辿跡では平安時代後畑に洪水砂の処難として品『i

が成立するが、ここではそれよりもかなり遥いと打える。それだけではなく、 ここでは島畠のJふ部に洪

水砂などは認められず、 41¥Yiとその上に形成された」：：絣終を掘り込んで堀Illを作り 、その排土を屈恰って屈

畠を形成しているようである。そのため、問低差の少ない島畠と堀Illが粉然と並ぶ屈閣が形成された。

同じ島畠とnっても両辿跡のものは成立契機に辿いがあると口えよう。
高橋学は、 10・世紀末~12・1じ紀初umこ`れ1渭t平野扇状地11,に再ぴ段丘化が起こり、 地下水位の低下、 .,.
地の高燥化が生 じ、その下流の::::角州俯でぱ洪水が集巾し、堆屈が怠述に進行したとする。

まさにその時期の初めに池島 ・術万寺辿跡で1ふりのJl多）成が始まり、 その終わりに船梢辿跡で，,:Jいと堀
田が並立する耕地が形成されたと汀える。

河内に現在でも残る堀田は、給水の充分な時には投殖池や述田として1史い、給水が不充分な年は堀I廿

部分のみで水田耕作をしたという。つま り、船椅辿跡の拗介は、翡媒化による昂魃に対応でき る耕地の

造成ではなかったかとす（（；測で送るのである。

そうすれば、 3 - 2 府が島畠の上にも及び、地俎により揺り動かされたのも、給水が充分~M1呆できる

年に全面に水を張った状態であったと考えれば納得がいく 。20cmほどの闘低逃なら、田植えの時期を少

しずらし、 堀田部分の稲がやや仲ぴてか ら水位を上げ、島 ~I 部分に田柏えすれば全 rm水田にするのも可

能ではないだろうか。

そして、 耕地が久しぶりに大さな洪水を受け、 IE直の変涎を余儀なく されて 21血が成立するのが、神

積平野での染批による流路の固定が本格化し、天~ 1~ J II化が辿行した15批紀の事である。
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4、4面 （図13)

(1)概観

本来は、 一部にわずかに残っていた布機分を濃く含む 4--1府が古土域として設っていたと考えら

れる面だが、 4 -ll¥'1自体は耕作地の成立とともにほとんど失われでいる。

4面まで下がると、それよりJ::ではあまり判然としなかった西が問＜釆が低いという地勢がはっき り

してくる。迎構密此も西のほうが甜い。

この面で検出される追梱は 4時期に分別で送る。古い時期から見ていくと、先ず弥生時代後期の辿梱

である。井戸が多く 、土坑，溝，方形周溝硲などがある。しかし、飛．い時代の辿構にもこの時期の辿物

が大量に含まれてお り、元々 はも っと多様で多くの辿梢が存在し飛鳥時代に削平されたために｀深い

もののみ残ったと巧えられる。その辿物品は、集落か硲域が存在していた可能性を示唆する。

次に古いのは飛鳥時代前半の辿梢である。主な辿栴．として料IJ:・ 掘立柱建物・柵列• 土坑， 盛穴式住）仕t

などがあり、 建物に）屈さない柱穴・ピットも多い。

段階的には、南京～北幽方向の沿11'1:t伴と南四～北東方向の溝辟が一芹に掘られ、すぐに狸められた後

建物群が成立するようで、 i!i'ぶと；Tt板する柱穴は全て溝を切る。ただし、溝群の東半は柱穴との切り介い

は確認されていず、1凶半の料¥'.群ともやや方l詞性が異なる。東西2群に大別できるようである。

奈良時代の辿朴りと特定できる ものは少なく 、確実なのは 2個のピットのみである。しかし、どちらも

隅丸方形の平面形が正方位を向いているのが飛晶時代のものと異なる。

一番新しいのは中1止の辿構である。主なものは康両方向にイ,,,ぴる堀田の跡である g 本米は 3-2~3

層上面でも各 検々Illし、そのl以後として 4而で完枷I状況で検出すべきものだが、イ見'f'1'.上、3面で堀111の

3 -1層を掘削 した状況で検出した後、4而で:,i-2 ~ :3府をt111-1ことして掘削し、検/IIしたものである。
その他、少数のi-1/i:やピッ トも残る。

以下は、 新しい時期から順に各辿構について述べていく 。

(2) 中世

遺構 主要なものは堀田の跡で、だいたい 3-3府成立時に掘 り込まれた形を1IJめているようである。

埋土も最下~;j が~- 2囮か3-3Jf,1である。おおむね米西方向に直線的に仲ぴる。

しかし、 3 -141堀田の）dが中を通る飛、し’；↓時代のti'れと平行するような方向性を持つのは特異である。

これは元々 、 溝を辿ってきた洪水などによ って溝周辺が没蝕されていたのを 3附に似た盛土で整形して

いたものと、1迅われる。調査で掘削する際、盛：卜.と堀川耕上の区別がつかず1Jr,・/卜．而まで枷！ったため、-

のような形に検出してしまったのであろう。他にも、弥生時代の井戸である 3-387井戸が、 403堀田を

4層上面まで掘削すると、検出した同部が浮いてしまった例もある。

これらは、 4而上に、 4-1屈以外にも様々な時期の部分堆和府が存在したために生じた況乱と、思わ

れる。それと同時に、堀田を掘削する1際に、ある程）父元々の地形で低い部分を遥んでいた叫を示すもの

と思われる。検出された堀田の府が部分的に不監形なものも多くはそう いった部分堆梢）f,1ゃ盟形するた

めの盛土を同時に掘削 してしまったためと考えられる。

乱れの少ない部分で堀田の111間をHWると、ほとんどは4.6mほどを姑本としているようである。ただし、

3 -345堀田はその康端で溝状に狭くなり、 3血で検出された形に踏股されている。

深さは原地形に邸低があるため部分により 差があるが、平均して30cmほど、その掘l'JIJ土の半分を耕→→
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として残し、 残りを島畠に盛ったとすると、造成当時の堀田耕土上面と 恥りの比蒻差は30cmほどかと拙

測される。堀田底面のレペルを見ると、 一つの堀田で棗西の明確な問低差はない。だが、北の堀田の底

面レベルが南より低くなっていく仰向があり、南端の 3-139堀田の底而がT;P. + 13. 6mほどである

のに対し、 北端の3-141掘田はT.P. 中13.2mほどである。

また、平而的しこは検出できなかったが、 02-2トレンチ中央セクションの断而で (I図8下段）、 枷＼田

底面に削り 出しのIi劉岬状の窃まりや溝状の凹部があるのが確昭された。堀田内を分削する耕地区＼哺があ

った可能性もある。

02-3 -lトレ ンチでは坪が異なるため大器く状況が辿う 。注目されるのは西寄りにやや翡い部分カ

南北に長く あり、そこに畦Ill罪の痕跡ら しい汲い鉄分の沈党が見られた事である（屈113、02-3 -1トレ

ンチ部分の点線）。

痕跡は太い部分では,,鼎1.4mもあり、畦Ill半とすると坪泣の大畦Ill半である可詭性がある。すると トレ ン

チ西隣の現代水路が通る坪樟より、当初の坪徴は 3mほど束にずれていた月i;になる。

またその菜側に、莱へ5cmほど落ちる不盤形な段差を検出した。畦Ill平痕跡と爪なる部分で見ると、痕

跡のできる前に埋：1-: 上部が削平され平坦化している。地上は姑本）ri序とは異なる旧耕土と思われる砂質

土で、上面には北北西～南南釆の方向の鋤i:i'かが見られる。底而は平坦であり 、I紀ntJで束北東～西南西の

方向の畦畔が検出された。水[[I跡と考えられる。

これが重災なのは，条旦i!JIJ1ll!.割に先行すると思われ、郵II半や耕作の方向性が正方位を指向 していない

事である。方向‘性が周囲の飛島時代の料n伴と似ているので、今励の間査でII佳ー検出された飛謁時代の耕
地である可能性がある。/JI土土器は少数の小片のみなので確定的な事は行えないが、飛，鳥時代より下る

時期のものは比当たらない。

以上の他、 中世の辿構と考えられるのは 1-Z09ピッ トのみである。こ れは下駄が出土した事による。

堀田の底で、 それ以前の辿構は残りの悪い1~11分での検出でもあり 枷＼田造成後の辿構と、臥われる 。

出士遺物

4 -209ピッ ト 1公110-22は下駄である。恥町）孔がやや右によるので左脚用と息われる。1計は欠ける

が、 若干高まりとして残っている。木取りは板且 である。長さ26.1cm、111f.¥7.4cm。出土辿物はこれのみ

である。

3 -141堀田 埋十．が3-1)音であったため、辿物を分別しなかったが、ここでは木製品を 1点紹介し

ておく 。図10-21は辿茂の狐｛部である。芯材を使用。材は断面形が隅丸の偏平な三角形に作る。

3 -139堀田 （函14) 1・2面でも 同じ位骰に段差があり、非本）011予とは異なる地土があったため、

遺構の検出、掘削に汎乱があり 、出：：K辿物の全容が分からなくなって しま った。こ こでは確実に本辿構

の埋土から出土したと把拘できるもののみから実測可能な辿物を示 10 

1は土師器杯である。外而は上半ヨコナデ、下半不定方向のナデ。内而はヨコナデが確惚されるが底

面は磨滅激しく刊翡伶不明。)j台土はにぶい隙橙10YR7/2を呈し、混和砂粒は見られず、微細粒に石災 ・

長石・赤色粒 ・贔然母あり。籾良な胎土である。

2も土師描杯である。に1縁のナデ上げは内外而同位1位。外而下半もゆる＜ナデられているようである。

胎土は浅黄2.5Y 7 / 3 ~にぶい橙7.5YRG/4を呈し、白い粘土粒が菊干ある籾nな胎土である。
3も士師h伶杯。外而）成部はケズリ後輯くナデ。内面`底部付近は揺表剥落し、 llf?文の布無は不明。)j台土

は浅黄2.5Y 7 / 3を呈し、長石をわずかに含む梢良な胎士である。
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4も土師器杯。外而のヨコナデは 3段。底面はケズリ後、最下段のヨコナデと方向不明の軽いナデカ

入る。胎土はにぶい‘紺橙lOYR 7 / 3を旦し、赤色粒がわずかにある籾艮な胎工。

5も土師器杯。外］葡はに1縁のヨコナデ以ードはやや右下がりのサーデが見られる。内而のu緑ヨコナデは
一周で止まって終わる。胎土はにぶい狐` 橙lOYR 7 / 3を呈し、長石をわずかに含む粕艮な胎土。

6は土師器lUl。底部外面は1ご1緑からのI瓜曲付近のみケズリが入り 、その」：から底部全圃に板状工具に

よるナデが入る。中心付近は使川痕か、やや）§り滅。内而の二段放射状llf1文は下段のものが上段を切る。

胎土はにぶい質橙lOYR 7 / 2 を且 し、 iも行｀赤色粒 • 石英をわずかに含む籾良な胎土である。

7は土師器謀杯である。外面は材綿はョコナデ、接介杵15の段の下はユビオサエ後軽くナデ、脚柱部の

タテユビナデの途中に棒状工具によるヨコナデが1条入る。脚裾部は板状-i:几による右下がりナデ。此

部内面はヨ コナデ後昭文。脚柱部内而は指の入る所まで軽くユビヨコナデ， 脚裾に屈曲する部分にユピ

オサエが入る。）l台土は浅紺2.5Y 7 / 3を呈し、白色粘七粒が娃下見られる。微細粒には長,t;. 石英あ

りの精良な胎工。

8も土師器翡杯。外而は、身部はヨコナデ，段より下は左上がりのユビナデ。脚柱部はタテナデに粘

土接合痕が一つ縦に残る。その Fの屈曲部にヨコユピナデが1条人り、その下はヨコナデ。材粁II内而は

底部に不定方向のナデが入った後、それより上は口緑までヨ コナデ、最後に賠文。

脚柱部内面は絞り板を残しながら指の入る範囲でユピヨコナデ。胎十．は浅質2. 7/3を呈し,l~I 

し`di
~~ 

戸 i

LI 
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 。

(H • l / 4) 加 Cm

図14 3 -139堀田出土追物

-34-



色粘土粒がわずかにある舟jll↓しな胎士。

9は土師器閥杯肌）ms片である。外面は、脚柱部をタテナデ。 J::.端はそれを軽いヨコナデが切る。下の

屈曲部分はヨコユビナデ。脚裾部はヨコナデ。脚柱部内而はヨ コユピナデ。 脚裾部内而はタ テュピナデ。

胎土はにぶい黄橙lOYR 7 / 3を呈し、rJも和砂粒の見られない籾↓しな胎七。

10も土師器窃H潤l部片。外而は，脚柱部タ テナデ。その下に糾い単位のヨコユピナデ 1条。 脚裾部は

ョコナデ。内面は脚柱部左下がりヨコナデ、 脚裾部タテユピナデ。 胎土はにぷい鉗橙lOYR 7 / 3を昂

し白色粘土粒が若干入る粕良な胎工。

11は平城京分類などでは小型砥とされるが、 HJ河内地域で見ると小捌の翌のようにも兄える。外而l

ナデで、口縁のヨコナデは左ヒにナデ上げる。内面は顆部『［下にヨコハケが残るが他はナデ。胎土はに

ぶい黄lOYR 7 / 2を呈し、此石 e赤色粒をわずかに含む精良な胎土である。

12は土師器甕である。外而）I j部にユピオサエが残るが、内外而とも泣終的にナデ。「1緑のナデ上げは

内外同位置である。胎土は灰翼褐lOYR S / 2 を塁し、長石 • 石英をわずかに含む。

13は須恵柚の底部）ヤ。流の底蹄か。内而はl叫品ユビナデ。 外而はナデ。 外而の図の右側で他のナデを

切る直線的なナデのみユピナデでかなり深くくぽむ。 胎土は灰亡IN7 / 0 を呈 し、必石• 石炎を閉：干、

チャート・ 黒色粒をわずかに含む。陶邑所ではなさそうである。

14は土師甘伶危ドである。外面はユピオサエが散在するが泣終にはナデ。内面もナデ後暗文。 胎：：Kはにぶ

い黄橙lOYR 7 / 2を旱し、汎和（沙粒はない。 籾良な胎工。

遺構埋土といっても 3-u・ りに相当する｝＼りであり 、小片の中には灰釉陶岱の絆・壷、瓦杓砂の椀． 甕な
ども見られ、余艮時代の須恵怜糾和訂も存在する。なお、牛か馬の歯（写真岡版38-1)もIII上している。

345堀田 （表 4 ·1~1 1 5) 3而検II-¥時に 3-l}¥'りを枷l1Jl]したので、4 I面で狸 lこと して砒物を取り上げた

のは 3-3 /Plである。断而で3-2Jdより 下である叩もTr(財認で送ている (I区]8下段）そ端の 9と10)。プ

ロック土のものは1印如：しかなく、ほとんどは耕土ら しさ粘質七である。

遺物の全容は表 4 のとおりである。土師岱 ・ ク~(辿蟷恰で90% を超え、 そのほとん どは飛，I,~時代のもので

組成も飛鳥時代の辿構と同じ傾向にあるが、白磁碗、瓦悩の鉢 ・羽釜・椀、いぶし瓦などが少数ある。

表4 3-340 屈田遺物破片数集計表
大別 種別 筍Hlll 裂式・郡1立 棚別

むや勘 破片也 ％ 破片歎 ％ 破片褐 ％ 破片羞 ％ 

土器・陶磁吝 399 
（弥生生駒匹殻）

18 4.5 u 5 27.8 1生駒幽J/ii 2 40.0 
3 16,7董 6 :33 3 1牛駈l_llt/Ylil 1 16.7 

底部 1 16,7 
I土師器 280 70,2 15 5.4 

釜 8 2.9 非生馳 :J ;JJ& 
3 1.1 ， 3.2 

w 2 0,7 
皿ヽ閲 36 12.8 

1 04 

須恵器 96 23.8 61 5も］一 口設 2 3.9 
24 26,3 
2 2,1 

,J,1ヽ 2 2,1 

＇` 
15 15,8 II形式 6 40.0 . 1 16.7 

5 83.S 
m膨式 6 33.3 3 60.0 

I 20.0 
日li!I碗 I 0.3 
瓦器 5 1.3 1 20.0 

量 2 40.0 
2" 40.0 

その他 凪 !J 3 1.:1:.nm質 , 
し＼ぷし 1 

丸 1 3r1M'I.I「 1 
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瓦質羽釜ぱ河内地域では1£1世紀以降のもので、それが3-2 J~i成立時期の上限を示すものとなろう 。

図15は実測可能なものの中から特徴的なものを抜粋した。

1は須恵器杯遊である。外而はつまみ］剖辺と口縁側が回RL屈ナデ、その間に2条のI司rl底ケズリ。内而i

天井部中心に一滋方向のナデがあり、周間の回転ナデに切られる。受け惰15洲/,lは1コ緑よりわずかにJ::.。胎

土は外面緑灰 5B6/l、内面灰白N7/0、断1M紫灰 5RP5/lを呈し、 1 mmijfjの石炎を箔千含む。

微細粒にも 長石• 石英しか見られず。陶邑避ガ。

2は須恵器梱台脚裾蹄片である。全体に回転ナデ後、外面に施文。上段の波状文2;ii¥1も下段の斜行カ

キメも左から右へ施文する。胎土は灰N7/0を呈し、石英硲干に細かい闊色粒がわずかに見られる。

中村編年のII即式後半に限定できるか。今趾憫究の飛鳥I1期の沿構に共伴する可能性がないとは・nえ
ないが、それよりやや遊離して古い時期の辿物であろう 。

3は土師器杯である。 口緑外而の ヨコナデ以外は梱表剥離のため判然としないがナデはなされている

ようである。暗文は不明。胎土は灰白10YR8/2を呈し、細かい艮石をわずかに含み、微細粒は石英

も見られる精良な胎工。

4は土師器小型壷である。内外而とも泣終刊判格はヨコナデ。』台土はにぶい橙7;5Y7/4を呈し、赤

色粒• 長石をわずかに含む精良な胎土。

5は白磁碗片である。全而釉あり 。玉縁下関蘭には沈線が入る。玉緑も大きく 、柑盤も1駐めな0)で北宋

後半代以降であるが、 玉縁 I・・半がややつまみ 1一．げられる よう に細此となるので、南宋まで下らないと思

われる。11廿!:紀後梨ー12-111:紀前半ばのものか。

6は土師甜の紐部分の破片である。間整はナデ、 内j([Jはその前に紐を付けるためのユビオサエが残る。

紐はやや上に反り、その上に横位の沈線が1条兄られる。紐(/)孔は径 5mm。)l合十．は浅黄橙l.OYR8/3

を呈 し、 長石をわずかに含む梢艮な胎土。 この ~:ill分が）JI~l til油・批大径とすると、 25cmほどの径になると、臥わ

れる。胎土は飛島時代の土悩と共通するが、牡怜{J「(は分からない。

3 -403堀田 （表5. 区116) 3面検出時に 3-1101を掘削 しているので、4面で赴且土として辿物を取

り上げたのは3-3Jf1である。3-21けとも間接上下1紺係が確眩されている（囮8下段右側の4・9・

10)。調査区西端付近ではプロック上が見られるが、ほとんとは耕上らしき粘質上である。

出土遺物の全容は表5の通り 。弥生時代後期のill梢密炭の霰い部分にあるためか、弥生上器が50%を

越える。土師描と狽恵喘の牛附．）成は 3-345堀mとほぼ変わらないが、頭）↓（棉の比率はこちらがやや問い。
1片ずつだが瓦猫の椀 ・鉢 ・羽釜があり、これが耕土と して機能していた時期を示す。頻息器拙り鉢

も東播系で11世紀前半頃のもの。

図16のものは

実測可能な もの

から選抜した辿

物である。

1は石製硯。

板状に剥離する I'-. 

節理を持ち、 色/❖ •

調は暗灰N3/

〇。粘板岩か。 図15 3 -345堀田出土遺物
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残存する三つの端面には擦痕。陸部は使用痕か、やや凹面を成す。硯ではかなり小型のものと甘える。

2は椀型鍛冶鉄滓である。上面は気孔が兄られ、 一部炭の小片をかむ。下而はあまり椀型を成さなし

が、気孔は見られなI,,'¢

3は土師質ガラス小玉俯即片である。 1個の玉の鋳製となる半球系の穴（以後、鋳型穴とする）は径

平均 6mm弱、 深さ2~3瓢。玉の糸通しの孔を作るための芯を立てた孔（以後、芯持ち孔とする）は径

0.5mmほどで、ほとんどが直通する。鈎型穴の配四は一且直線的にも見えるがわずかに弧を拙く 。

表5 3• 403 引田遺物碑片--~= 
1大別 種別 甜~.Ill 型武・部1立破片也 細別

破片磁総数 破片数 ％ 碑片姻 ％ ％ ％ 

土器・陶磁然—ffOlf 
（弥生生駒酉贋）

613 50.7 甕 109 17.8 
3 O.!l醤 76 12.4 ぃ阻i壺 31 40,8 

r.ma 壼 4 6,3 
：ロ壺 18 23,7 
E剖 30 39.5 

工師柑 417― 34 5 31 7.4 - 20 48 
11 2.B 
75 18.0 

VI' 33 7.9 脚部 6 18.2 
nnll! 「I 53 12.7皿 1 1.9 
迎 1 0.2 

須思窃 176 14,6 戟 32.0 □~~ 2 3.B 
33 18,9 IJ: 千つ ， 3.0 

彎畜 1 3.0 
鉢 1 0,6 罹り＿鉢 1 100 0 
濯i坪 3 1.7 
杯 GS 38,D 11形式 24 36,3 . 10 41.7 

11 45.!l 
皿形式 2 2.9 1 50 0 

l 1 JiO~Q 
凪而 3 0.2い 1 33 3 

Jlij裕 1 33.3 
,,., 1 ぶl,3

その他 凪 8 平 8 邸i恵四 f 

1土師質 2 
濯l!;"i:.I! 2 サ只カイト 3 木製品 1 1右 口品 1 
4コ 18 

鰺―o::..:__:::五1

三ぃ国口—:ー一讐—
ニ ~ ::2:n工ユ: :J 

ン

□ -:]__; 
a"
 

・I
 

I
 

こ

。

/
日
日
日
日
日
月
日
Hー

り

言
亡

｀ ヽ

10 

「,I呵い召11

、喜ご
りi 2 

13 

(Sー11,I) ZO Clll 

図16 3 -403堀田出土遺物

-37-



今回の調査で什＼土した鋳搬片は全て` 円弧を描く渦牲き状の付叶りを払本としているので、これもかな

り大きな鋳型の周緑近くの破片と見て良いであろう。jj台土は明褐7,5YR5/6~灰洲褐lOYR 5 / 2 

を呈し、長石• 石英を含む。器横は流れ、 二次的被火の痕跡と思われる。

4は須恵器盗杯均である。内而は1日腕ナデの後、中心を直線的にひとナデする。外而は、回転ケズリ

は底部側面の1条のみ、）(~ 部はやや下に弯曲した1、m1111u整の而に軽いナデが入る。胎土は灰白N7/0を

呈 し、 長石• 石英をわずかに含む。

5は須恵器直n盛門緑片である。訓監のほとんどは回転ナデだが、 内面の願部屈rillのやや」：：は、ナデ
前にヨコケズリを入れる。また、屈1tt1r1ISから訂部はユビナデである。外面訂部と口縁端面から内面上半

に自然釉の発泡が見られる。胎七は岱表が灰N7 / 0 、断面が明褐灰 5YR7 / 1 を品し、長石 • 石英

を若干含む。

6は土師器ミニチュア祁妬脚部片である。内外面に紋り痕が残る。外面は材部との接合部ヨコナデ、

以下はタテユビナデ。内面は上部無開整で、 屈1.11,部に 1条ヨコユピナデが入り、以しドはタテュピナデ。

胎士は灰白lOYR 8 / 1を呈し、細かい石英 ・赤色粒をわずかに含む籾良なHt土である。

7は土師器翡杯脚郊片である。jJ...J外而に絞り痕が残る。外而は、）U軌l柱部タテナデで不明確な而があり、

脚裾部はヨコナデ。内而は、脚柱部軽くヨコナデするのみ、屈前1部にユピオサエ列が1列、以下はタテ

ュビナデ。胎上は浅筑橙lOYR 8 / 3を呈し、 ill和砂粒の見られない籾良な胎工。

8は土師器杯である。全体にヨコナデ。外而上半に散在するヨコ ミカ＂キは内而の II紆文が111間lmm以下で

あるのに対し、 111屈1.5躙ほどある。底部にはケズ リがあるようだが、刷滅で判然としない。1勾而のllff必

は上段が下段を切る。胎土はにぶい樅橙lOYR 7 / 2を星し、混和砂粒の兄られない哨'H知な胎土。

9は土師器甑片である。外而は強く タテ Iヽケ，1::1緑のヨコナデがそれを切る。内前はヨ コ）ヽケ、 rI緑

のヨコナデがそれを71りすが、かHIは不1月確である。ョコハケの残るあたりから下に炭化物附滸。胎土は

浅黄橙7.5YR,8/:-lを呈し、石拠が多く、虻右ががrド、赤＆粒がわずかに含まれる。
今回の調究で出土した土n而h伶甑では、他は全て籾艮な胎土で、ハケも細かいものが軽く当たるか、ナ

デのみのものであるのに、これだけは外質である。色間や砂粒に産はないが、胎七の索地も粗い。他地

域産の可能性があるか。また、内面の炭化物附滸も不可解である。

10は弥生士牝怜長剖＇（流である 。口緑部はヨコナデ、外面拇:1部のヨコミガキより下は、 ）評滅のため間照汀ヽ

明。内面は、 樹樟I>ハケ後ナデ。胴部は接合,uiを残し、ナデ。胎土はにぶい黄杓lOYR 6 / 4を旦し、石

英・長石を若干含む。微細粒に角I刈石・臥娯母が凡られるので、河[}..Ji)府と思われる。

11は弥生上器梱台口緑片である。外面ヨコナデ、 内面タテミガキ。並下□緑に凹線2条。)j台上は明翼
褐10YR6/6~橙7.5YR6/6を晶し、石英を若干含む。微細粒に品石・黒然舟・角I刈石あり。

12は弥生土悩甑底部片である。外而は、底部ナデか。底部1rl1J而はタテユピナデ。内而は左上がりのナ

ナメナデ。底部の孔は残存郊分だけでも 4孔見とめられ、本来は 5孔以上あったと思われる。胎土は:::

ぶい黄2.5Y 6 / 3を里し、角閃石を多く 、石英を若干、 il石をわずかに含み、微細粒には1、ししも攻間もあ

る。生駒西麓産である。

今回の調査では、孔が複数ある弥生土器隈は、多くはないが一定数！認められた。特に生駒西麓逝のも

のに多いよ うである。

13は弥生上器脚惰ISである。台付送鉢か。1欄整はナデのみ。）脚蹄内l面に接合痕残る。胎士は災褐2.5Y 

3/5を呈し、角閃石多し、長石あり、石英粋干あり。微細粒には黒誤母も兄られる。生駒西
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3 -449堀EEi(表6. 図17) 3而で検出した時点で3-l屈を掘削した。4面で佳!!;I::として掘削した

ものは大部分3-2 J名で、京側では一惰IS3 -3陪も一絣に掘削した。なお、西端付近では堀田底面に一

部4- 1 層が残存し、堀田掘]'JIJ 以前の h~地形でも凹部であった研を示していた。

出土遺物は表6の通り。3-345堀田と良く似た糾成といえる。図17は爽測可能な中から選択した辿

物である。

1ば燻し平瓦片である。上而はケズリだがその下にわずかに布目残る。縁にはナデ、しかしその関位か

ら端面にかけてはケズリ 。下而はナデ。Jj釦土は灰N6/0を呈し、若干の位石とわずかの石英を含む。

微細粒に黒娯母が見えるので在地のものと思われる。

表6 已 !fl固田；＂勅碑片肋鑢計亮

大別 橿別 佃 flil 砒式憎~1＿立破 片数 ％＿ 
細}llj

破片嘗船数 破片砧 ％ 破片粘

一
％ 

土器・陶磁梢 760 弥玉 238 31.3 囀 47― -,r1―-；悧i 4 8.6 
蝠 74 3i i 園J壺 2 27 

口濡 3 41 生駒西麓 1 33,3 
'; 部 i I ii 

I 0.4 
nヽ 4 1.7 

エBrli甜 369 48,6 53 14.4 
釜 I€ 4.3 

I 03 
Q_ 14 
_JO 'LW 

；坪 38 10,3 
皿ヽ虹I 72 19,6 

須恵樅 142 18.7 鵞 66 40,6 
l! 36 24,6 皿 l!N 1 2,9 

はそう 1 2,9 
ll G 4.2 
層~- 1 07 
坪 42 29.6 II形式 16 38.1 6 37,6 

10 62,5 
皿形式 3 7.1 3 100,0 
，窯且 i 2.4 ；台妍 1 100,0 

F.3磁碗 1 〇.,
瓦器 10 l,:J 2 20.0 

1 ,o.o 
I傘 5 50.0 

1 10.0 
その他 I瓦 10 ， 

1王直而質 1 
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2は瓦質羽釜片。全体にヨコナデ。口縁外側の段成形はやや1引線化し内弯は緩い。胎土は器表灰7,5

Y5 / l 、断而灰白 7. 5 YR8 / 2 を呈し 、 此石 • 石英を含む。 14世紀後半~15・1位紀前半頃か。

3は瓦質鉢口緑片である。 内外而ともヨコナデ。 ））台土は、サ桧表は灰N6/0、断而は灰自7.5Y 7 / 

1を呈し、 長石 ・石英をわずかに含む。 14世紀後半以降にはほとんど見られなくなる型式で、13批紀後

半~14世紀前半頑ヵ

4は須恵器杯沿片。外而天井部の水平部分と屈fill部分の悦に 1条回転ヘラケズリが入る他は1回転ナデ。

内面は中心付近に回転ナデを切る一定方向ナデがある。つまみを欠失。受け部は口縁と同じ翡さ。/j台土

は明青灰5PB7/lを呈し、焦色粒と長石をわずかに含む。

5も須恵器杯盗である。外面上半に回転ヘラケズリの他は回転ナデ。胎土は、器表i'i'灰5Pl36/l、

断面灰赤lOR6 / 2 を且 し、長石 • 石英をわずかに合む。陶邑窟と、迅われ、飛．い時代の頒恵悩より やや

古い。中村編年II-2~4頃。

6は土師器窃杯材部である。外面材部下半、接合部の段は明確ではなく、その下はユビオサエ後ナデ。

ナデは直線的なりt位を爪ねてまわしていく。上半はヨコナデ。内而はヨコナデ後暗文。 ））台土はにぶい翼

橙10YR7/3を旦し、赤色粒 ・品石をわずかに含む梢艮な）l釦to

7は土師器高杯脚部である。内外而に絞り痕が残り、外而ナデ、内而ユピナデ。 胎土はにぶい紺橙

YR7/2を呈し、品石 ・赤色粒をわずかに含む梢良なjJ台.::Co

8 は弥生土悩悩台片。 垂こドロ緑は ヨコナデ。 外而の垂下に1緑の~Hill には柚方向の ミ ガキもある 。 内 ·I箭

はユビオサエ ・ハケ ・ナデの順に入る。胎土は褐7.5Yt.t/3を呈し、1「JI刈石非‘常に多し、石災あ り

長石若干あり、 黒裳悦・赤色粒わずかにありの生駒西麗産。

小結 4面で、堀川邪分の 3-2~3Jrりを肌土として辿物をJ-l Jけと分別したため、 3 -2)けの成立

が14世紀頃である可能性を指摘できるようになった。さらに下に :3-3)f;iiが存在する事から励畠 ！堀田

の成立がそれより遡るのは確尖とはいえ いまだ1z~u・JIJ: 紀頃であろうとJl/i1)Iはされるのみである。

また、それまで、問然環淡の蕊化は必えられるものの、なぜ耕地化が巡行しなかったかの結間も 州て

いるわけではない。今後の腺辿であろう。

(3)奈良時代（図18曼 19)

確実に奈良時代の辿梢と塔えられるものは 4 ~ 377 ピッ ト と 4 -381ビットの二つのみである。 他にも

若干、奈良時代の辿物を出土した辿椛はあったが、いずれも地土が上下/viに分かれ、 奈良時代の辿物は

上層からのみ小片で出土するので、下府の辿物により 時期を判断した。

377ピット 平面形はやや不照形な隅丸方形で、各辺が正方位を向く 。東西幅が広い。西1111)(J)、）設惰IIよ

り50cmほど上の音杓分に小段がある。それ以外の断而形は猥の立つ逆台形である。狐土は灰 5Y1/l粘

質土で、他の時期の辿構 と 明確な弟はない。 ，IJt /1'• 'i で柱痕な ど も l忍め ら れない。 ピッ ト）＆舒IS よ り ほぼ完形

の土師器坪が2個体1十1土した。土器2の底部が完全に底に付き、土滞1はその口縁に少しだけのって斜

めの状態で出土した。 他には地土に土師器 ・頻忍器 ・弥生土器の小片がわずかにあった程瓜である。

規模・形状は柱穴としておかしくないものだが、狸土断而の観察や、土器の出土状況から見て可龍性

は薄い。所訓、土器皿納土坑として捉えられるものであろう。

図19-1は土甘伶 l、土師料杯である。外面はイ船r11Sは密に ミガキ、底部はユピオサエ後ケズ1)。内面は

底部を中心にやや荒れるが、ヨ コナデ。底部には）ヽケが残っていた可能性もあるが、 Ill砂•文はな い。 胎土

はにぶい黄橙10YR7/4を品し、白色粘土粒が芥干あ りの梢↓・いな胎土。口縁には 2個所欠担が見られ

-10-
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るが、人為的なものかは分からない。飛島V~平城宮I期頃の杯AIである。

図19-Zぱ土滞2、土師甘栓坪である。全体的にヨコナデ、体部下半から底部にはユピオサ工。内面の

暗文は屈曲部のみ残るが、口縁と底邪は判然としない。胎土はしこぷい橙7.5YR7/4を塁し品政Eもあ

る。赤色粒と1、U訟舟がわずかにある籾良な胎土。ひぴが入り 二つに割れていたが、欠失はない。平城悩

I頃の杯CIIと位趾付けられる。

この二つの土悩から辿構の時期は 7・IJI:紀末梨ー8iJ.I: 紀初顕、平城宮I期煩と考えられる。

381ピット 4面上の部分的な堆屁l'r土を掘削した院に検出したため、他の辿構との切り合いは不明瞭で

ある 。 また、 —:!:: It恰も検柑時は辿梢の訂部から浮いたような形とな っ たが、出土状況からピットの切り込

み面は本来ぱもっと上で、：：：1-:!(, 恰もピッ ト埋：I: 内にあったと判断した。

トレンチ際に社卜かり、検柑したのは半分ほどか、やや不盤形だが隅丸方形の叩而形と息われる。釆西

辺は南北を向く 。底部は平坦で、残存部分で見れば、埋土は377ピットと共通し、皐府である。

土器はその北西訂部付近で浮いた状態で出土した。出：：I::状況では、半分弱残存した：I:: 師岱杯が瓜なっ

たような状況であり、口粕部片が多い音I・ほ分で5枚1Ttなっていたので5個体と考えたが、接合してみると

2個体のみであった。また、一番上の土梱 1としたものが下の方の土怜怜4・5と接合した。完形には接

合 しなかっ たが、部分堆屈/1·•·/掘削中に検/J I したり卜から 、 若干の破）ヤを l叫収しそこなったと息われ、本釆

は完形に近い破片がそろっていた可能性もある。 211乱体の割れた破片を煎ねて入れたものか。

図19-3は土描Z・3としていたもので、土師器林である。外而、 1本部上半はヨコナデ、しド半は板状

工具による断統的なヨコナデ、）設部周辺9ま日コナデ、中心はユビナデ。 内而は、版部一定方向ナデ、体

部はヨコナ デ。 胎土は浅此橙7.5 YR8 / 3 を呈し、赤色粒• 石英 ・R石・黒然舟をわずかに含む籾l自

な胎土。法批nりには平城宮IJ期の杯Aillに相当するが、暗文はない。完形玲iは約90%。
図19-4は十悩 l・4・5としていた土師器杯である。 外而は全而ナデだが'f本部中位にユビオサエ

が残る。内面はI・評滅激しく、 17縁部にヨコナデがあるとしか判明しない。胎土はにぶい貨橙lOYR 7 / 

2を呈し、 石英をx;=-1::含む籾艮な胎十．。法飛i'Iりには平城宮 I期の杯AIに相当するが、器）診的には椀

の系統である。磁形率は約60%。

この 2個体以外の辿物は仕＼士していない。辿構の時期は平城宮II期頃か。＋．器狸納土坑と位骰付けら

れるが、土器が埋」：：中ほどの檄

沿いに止ま っているらしいのは

やや疑問が残る。

小結 奈良時代に位佃付けられ

たこの二つの辿梱は、 その数の

少なさもあ り、今回の鯛査では

やや他と孤立したイ｛；在であるよ

うに見える。しかし'..tの包含

層にも一定凪この時期の辿物が

含まれていた事から名えれば

なんらかの人的‘揺為があったの

リ

＂ 

゜し＿，―T
(l,; 一1/4)
t I 

'..!Q Clll 
I 

(377ビッ ト： I (上a&1,• 2 <上~~2),

は間違いない。しかし、飛島1I 3Al ピッ I•: ~(土i~2 • 3 )•4(上粉 I·4• D)) 

期にまとま る追栴群と飛、鳥時代 図19 4-377ピット・ 381ピット出土迫物
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後半の時期を11屈てている事と、 3 fiVa. 含辿物で後続の時期のものを探しても、平安時代の迎物がわずか

にあるに過翌ず、奈艮時代後半が空白である状應は府過できない。

船橋遺跡全体では奈良時代の瓦なども出土しており、それらとの関辿で輝解すべきものであろ -1。

(4)飛鳥時代 建物 ・柵列・住居

飛鳥時代の追構は、述染物と土坑などの辿構、切り介い的に古い溝群の三つに分けて述ぺる。

今回の調壺では14棟の掘立柱建物、 2列の柵列、1棟の殷穴式住居を検出した。それ以外にも確屯カ

柱穴はかなり あり、本来はもっと建築構澁物は多かったと考えられる。

掘立柱建物は幾つかの特徽が抽出で送る。大体の方位性は共通しながら、若干のズレがある出、建物

同士の重複が3ー建物1~6以外見られない事、柱穴の大きさによ り2.1triに分別で送る叩、などである。

また、建物の付僻施股の可能性のある柱穴が周辺にある例はあったが，3 -建物 6の庇以外は確定で

きなかった。また、 3ー建物 2のように辿物であるか+確定なものもある。なお、柱穴内で、柱痕か柱

抜き取り痕かの判定は、肌土がプロック土であるか、上方が開く形のものは抜送取り痕と判断した。

3ー建物 1(I図20・表19) 02-1トレンチ北東隅で検出された。梁行2冊4.22m、桁行は トレ ンチ外

へ伸びるが2lllH.8m以上、 185枯穴が浅く、平而プランのラインからややずれるためll/J.l枯の可能性は少

なく、おそらく批低：3間はある。長1li1l1はN23° Wを指向する。

南東妻の梁行柱芯距離は1.98m・2, 24mと棟持柱がやや南西に寄り、 1偶柱のラインよりやや内側に1立

置する。桁行柱、恥濯廿離は2.35111・2. 42m・2.15m。

柱穴は大型でIllり）し方形と桁円がある。底のレペルは、 T.P. + 12.8m前後で揃うものが多いが、 185•

188柱穴は浅い。188・189布l:1..:は確実に柱抜き取り、他は柱痕が残る。枯痕の径は10~15cmほど。
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出士遺物ば極端に少なく、 187柱穴から士師盛杯小片が1片出＋．するのみである。

還元の強いfill分で、3 /¥Yiと4屈の区別がつきに くく、島畠・ 堀田の耕吐．を完全に除去した後によ う

く検出したので、それらよ り古い事は確実である。 柱穴の大きい部類に入り、 その方向性からも飛島11... 

代の建物と して 11~]題はなかろつ 。

3ー建物2 (I以121・ 表7・19) 02-1トレンチ西猥沿いの南省り の地点で検出した。辿梢密度の低い

トレンチで、 柱穴が集中していたので建物としたが、納得のいく平而プランは把II社できていない。1、レ

ンチ境の側溝で柱穴を検出しそこなった可(/腔性と、遥元が強いのに加え、廃柚らしきもので土が染ま っ

ていた部分でもあるので、平面的にも柱穴を且落とした可能性がある。 一応、 192・199柱穴を隅柱とし、

195・201柱穴を結ぶラインを棟として述べる。

梁行2間4.5m、桁行2間以上、 3m以上。此軸はE27"Nを指向する。炭のラインと棟のラインは

直交するが、 痰の棟持柱は194・195枯穴が建物の内外に並}'Lするのが相当するか。棟のラインは南東I偶

柱から2.5mの位1代を通り、北西辺に寄る。桁の方向性はl対西側がすぼまる形となり、特に191柱穴はカ

なり斜めの桁行を成し、疑l}IJが残る。ただし、1叫柱からの柱芯距離は1.22111と198柱穴と共辿する。

柱穴は小敷で隅丸方形と Z溝各形なものがある。底の レベルは191 邑 192 • 194; 195• ]98 • 199柱穴カ ...

P. +13.lmで揃い、201・197柱穴がそれよ り浅い。191・198柱穴に柱の木質が残り、他の柱穴も柱痕

が残る。柱の径は12~14c川、柱痕の径は10~15cm

ほど。

建物に属するとした柱穴からの辿物のI―I¥上はな

いが、周辺辿構で、近桜する 3-193柱穴 と炭側

に隣接して血交する 3-196/-¥'lj: から若干Ill上した

ものがある。表7の通り 。1!!tiI具l係の辿構とは思え

ないので参名になろう。
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いずれも図化できない小片であるが、飛瓜時代に限定できそうである。

3ー建物3 (図22・34・表8; 19) 02-2トレンチ北西隅付近で検出した。辿梢の鉛綜と部分的な堆

積層のため平而プランの確定が追れ、柱穴断面の検出に統ーを欠く結呆となった。北側は一粁l睾l査区外

に伸びる。梁行は ZI貼り3.l.2m、桁行3l11J4. 77m。而梢は約14.9吋。設軸はE23°Nを指向する。

南西妻の柱芯匝離はl炉ほから1.54m・1. 58mで棟持柱はほぼ中央にある。南東辺の柱芯距離は1悧1T'靭

ら1.9m・1. 9m• 0. 97mで、北東の 1N¥Jが他の約 2分の lである。

柱穴は大型が多く、方形袖閻である 。 底のレベルは545• 472・346・502柱穴がT.P. + 13.1.mほどで

揃い、 489柱穴がそれより20cmほど深い。199柱穴は10cmほど、 347柱穴が20C!llほど浅い。1欄柱が深い位（

向にあると言える。断皿で柱痕のように見えるものも プロック土が入った抜き取り艇で、全ての柱は抜

き取られたよ うである。

周辺や建物内に柱穴やピットが多く、他の辿物が爪複している可能性はあるが、 プラ ンは確定できな

かった。しかし、その中で 3-51J柱穴は蛉方形の掘り方の方向が建物に直交し、建物中心付近に位1i'c

している事もあり、この建物に

関係するかも しれない。ただし、

柱位置は棟の通りからはずれる。

出土遺物は表8の通り であり

いずれも破片で、完形に復せる

ものはない。

弥生土器以外はJlt瓜時代llff半

に限定でき そう である。

その中で図化でさ たのは似134
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-1の須恵滞鉢のみである。底部外而は回転ケズリ。そこから屈曲部の間はJ::下の刊雌もに切られる粗い

ョコナデ。上半は1且III屈ナデである。内而は上部回転ナデで、底部付近にそれを切る不定方向ナデが見ら

れる。胎土は緑灰lOG5 / 1を呈し｀長石 ，右英をわずかに含む。陶邑造か。狭山池北堤磁上陪灰}i"i出

土遺物に、これよりやや小ぶりで文様を持つが、似た僻形がある。小製で平底や台付慈が多い鉢から鉄

鉢形への過渡的様柑と捉えれば、飛ぶ0時代前半頃と百えるものである。

3ー建物4 (図 23• 表 9•19) 02-2トレンチ西半の中央、現代建物晶礎の東側で検出した。3ー建

物5と重複し、最も辿梢密邸の翡い部分に位皿するので、プランの確定に曲折はあったが、最終的に1以I

23のようになった。梁行 1間、桁行は 2IIUで止まるか311肌l以上かは不明。2rJ\~ なら3.32m。1X 2 nり力
ら面積は約9.0出。長llilliはE6°Nを指向し、瓦方位から少しずれる程）虻と百える。

桁行の柱芯距離は北辺が京から1.52m・1. 58mとほぼ均等， I紛且は1.3m・2, 02mと不均等である。

柱穴の形状 ・規模は多様だが、柱穴底綿のレベルはT.P. +l:-l.4~1:-J,5mほどに収まる。その中で

431・439・417柱穴がやや深い群、 421・ 434・428枯穴が浅い群でまとまる。柱痕は残らず｀柱は全て抜

き取られているよう である。

出土遺物はいずれも小片で 、 時期は飛〖；し 遺構No, I 4171 4281 4311 434 

時代以降と しか行えない。中枇の 3-402 B 5 3 7 23 4!! 
I 4 5 

溝以外は重複する辿構を全てりJるのも矛）百 ~-------2 
~ 2 

はしない。また、冗方位に近い）ii前I:生から、 i 5 7 
?. 2 

奈良～平安時代の建物である可能性は残る。
， , 2 —i 

17 
2 3 5 

だが、 建物 5と瓜複し方位も似る事を見れ 2 2 

ば、飛鳥時代が妥当であろう 。
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3ー建物 5(区124・表10・19) 3ー建物4と瓜複。検1廿状況は同じ。梁行211廿3.94111。桁行は 1I~ りし

か残っていないが、 2間以 げ:11びると息われ、 4.5m以上。長軸はE2°Nを指向し、ほぽlE'.方位。取

側妻の柱芯眼離は北がl.8111で棟が北に寄る。桁行の柱芯距離は北辺が約2.9m、lふJ辺が約2.6m。

柱穴は432・435柱穴が小盟で丸いが， 他は大捌で1偶丸方形のようだ。4-23柱穴以外は確爽に柱抜き取

りである。底部のレペルはT.P. + 13. 36~13. 52mの間に収まるが、わずかに南辺が浅い傾向がある。

他に、北辺では 3-430枯穴がラインにのり 、深さも一致し、：：の建物の柱穴である可能性が残る。

出土遺物はいずれも図l化不能な小片ばかりであるり＿「から、飛脳時代前半以降としか甘えない。しかし、

423柱穴が3一辿物 6の422柱穴に切られており， 3 -建物6は飛恥時代前半建物／限の中心的なものの一

つである事から、本建物はそれと先行する溝群との間の時期のものとする事ができる。

3ー建物6 (区125・34・表11・19) oz-2トレンチ西半の米1ll!Jで、 3ー建物 4. • 5の東に1帷接する位

置で検出された。当初、南西辺の並ぴは認懺で送たが、 3 -447it炸を切っている柱穴やそれより北菜の

柱穴は、部分的な堆利cl凶を残していたり、その部分が土填化が弛かったせいで認識が巡れ、溝狸七掘削

中に検出するなどしたため， J皿土断面の尖測が

できないものもあった。

2間X 4間の材舎の北東込に1氏の付く廷物で

ある。妻は両側とも3.44111で ）jじも介めた111間は

北西側が4.92m、HJ東側が4.54mと少し北幽側

が開く 。長さは1罰む丑(-i.78111、北釆辺6.72m、

庇6.85m。長軸はNl8°Wを指j11Jする。而梢は
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身舎が23.2n1、庇部は8.8111、全体で3211-f。

棟持柱柱穴は、北西側は3-447rl~,:t.ill. 土上面で検出できず、/.¥しゃjJll土と共に掘削してしまったが、南康

側で見れば、 南隅柱からl.56mを測り、南四辺に寄っている。この研から、庇のある方を建物正面とす

れば、他の建物も棟のラインが離れている辺の方が建物の正面である可詭性が高いと考えうる。

桁行の柱芯距離は紐外と均祢ではな く、南西辺で2.02~1. 46m、北東辺で約2.O~l. 54m、庇でl,c1~ 

1. 6m。庇部分が一番均節に近いのが注目される。

柱穴は南西辺に大型で隅丸方形のものが並び、他は小型の桁円のものが多い。底而のレペルは、ほぽ

T. P. +13.lm前後に収まるものが多いが、南西辺で126柱穴が、北東辺で634柱穴が、庇で585柱穴カ

浅い。各列に一つずつ浅い柱穴があり、建物とは関係ない方向性でほぽ直線に並ぶが、何か理由がある

のだろうか。断面を確認で送たもののうちほとんどは柱抜送取りで、柱艇と確定できるものはない。

3 -447溝埋土上面で、この建物の柱穴を三つ検出で器なかった理由は、この郊分は最も閲jく、建物

廃絶後、部分的な没紬と圃堆梢があったようで、それをii府剋!_土と一辿のものと映髄し先に枷I'll」したと思

われる。本来は滞を建物が切っているfliF.拠に、 422柱穴は構汀1部を確実に切ってお り、 516柱穴は溝埋→一

掘削中に、 それを切って掘り込まれているのを確認している。3-445• 4467樅を建物柱穴が切っている
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のは確実に検出できており 、茄本的にこの建物が飛脳II寺代溝群に後出するのは間述いなし。

出土遺物は表11の通りである。土師器と飢忠悩に限れば422柱穴が一番多く 、次に121柱穴。それに

425・383柱穴が続く 。これは、 3 -117溝で似忠器甕をはじめ 、 頻恵僻 • 土師器が一唖集中していた＋．

器群に近い事によるものと思われる。対称的に弥生土器を多く 出土した 3- 145 · 446溝を切る 378 • 512 

柱穴などでは弥生土器が多く、紗（恵岱• 土11而悩は少ない。

つまり、 切り込んだ辿構やhり］間の先行する辿構に出土辿物が由来していると彩えられ、ダ心形率の低

から見ても、 建物柱穴に揺戯的に入れられたと考えうるものはないと甘える。

実測可能なものを1叉]3'1にあげた。2・3・5~9は422柱穴出土、 4は424柱穴出土である。

2は須恵器杯である。外面は底蹄の中心が鼎訓腋な他は同転ナデだが、その前に底都には回転ヘラり）

り、屈曲部には同転ヘラケズリ。底部のヘラ沈線は記労・しこしては）叫雑である。内面は回転ナデ後底邪中

心に一定方向ナデ。胎土は灰N5/0を呈し、艮石あり、黒色粒莉干あり、石英わずかにあり。完形淑

約50%。

3は須恵岱有脚慌脚部片である。i闘撒は同転ナデ。闘の 4分の 1ほど残存していて透かしが一つ残る

ので三方か二方透かしか。脚端部には細かい欠けが多く入り、使用刈りのように息える。胎土は灰N6/

0を呈し、 混和砂粒は見られない。

4 は土師質ガラス小玉鋳捌片である 。 ~:nlf115が残る 。 」呵．面から端而 、 ド而緑部にかけてナデが入るが方

向は不明。下皿のほとんどは無調整だが平滑。木I」なども兄えない。芯持ち孔は下而までft辿し径0.I,: 

mmほど。鋳朋穴は径 5闘、深さ3nllllo JI合土は明赤褐 5YR5/6を呈し、艮矛i. 石災をが汀・含む。1敗細

粒には角閃石もあり。二次的被火の痕跡は判然としない。

5は土師器問杯材部片である。完I「多玲({10%以下のため復尤径しこ不安がある。閻整はヨ コナデ。 胎上l

明赤褐 5Ylt5 6 を 星 し、 jjも和砂粒の兄られない籾良な JJ(J..L 。 外而と破断面の一惰似こ煤附~..f 0 

6は土師滞窃坪）｝。外面、材部接介の段町下はユピオサエ後ヨコナデ。 ）脚柱部はタテハケ後タテナデ。

身部内面のIWわとは放射状を翡肪旋が切る。胎」：：は浅黄橙10YR 8 / 3を呈しiJ材II砂粒のない削H込な胎上。

7は土師滞甕），1．。II緑も周の 4分の 1以下しか残存せず、似元径に不安あり。閻整はヨロナデのみ。

胎土は褐灰lOYR'1 / 1を品し、 ifi和砂粒の比られない梢良な胎土。 内外面部分的に煤1札]'がfo

8は弥生土i伶邸杯身部片。内外而とも ヨコナデで、外而下部のタ テミ ガキはナデを切る。胎土は灰i'l

10YR8 / Z を呈 し、石炎 • 長石を若干含む。徹細粒には黒凶母あり。

表11 3一媒物6洪物破片r1z蟻潰こ喪

器種など !ll細f別l'INO, 
m 378 382 383 422 424 425 426 ~l , 5TO 630 686 634 638 751 1台計

種別

I弥生土器 !l ・12・1 ， 3 1 r 23 0 7 1E ！ヽ 13 14 1 u 24 

甕 6 56 ， 4 5 2 1 E ； , 2 I 8 

Iタタキ B ， 4 5 2 1 E ； 1 I I 2 

壷 1 I 1 2 ?, 2 4 1 

I長頸壼 2 
I広口壼 1 1 

局坪
, 24 4 2 1 3 1 3 

土師器 13 8 fO 62 “ 3 2 5 4 I ~ 12 

甕 4 € 1 

鉢 10 4_ I 2 1 

局坪 I 3 1 1 ， 7_ 

坪皿顔 5 2 7 _A t 14 

羽釜 10 10 

鋳型 I ， 
須恵器 B 1 1 1 ， 

甕 4 1 !, 

壷 硲 1 1 2 

坪蓋i n製式 1 
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9は弥生土器器台片。残り悪く 、1は元径に不安。閤腋不明。3爪の同心円文は中の 2巫の円が単位に

より位置が異なる。胎土は浅質橙10YR8/3を呈し、混和砂粒は見られない。

3ー建物 7 (脳 26 ・ 表12 • 19) oz-2トレンチ四半の南束隅で検出された。 394・401柱穴をもって
この建物の独立棟持柱柱穴とするかは、他の柱穴より版のレペルが10cm以上窃い!Jf.、飛，島時代の建物と

すると独立棟持柱は考えにくい事の 2点で否定的ではあるが一応屈I示した。また、780柱グくは断而図を

掲載したが、 平面プラン上、この辿物の柱穴とは労えにくい。

梁行は 1間として2.38m。桁行2側3.39m。面和8.11-rl。ま だ、南原訓査区外に伸ぴる可能性もある。

長軸はE41°Nを指l句する。桁行の柱芯距離は北束批側からの lIIUが1.5m・L 64-mであるのに対し、

742・393柱穴間は1.89mとやや長し，6

柱穴は小型の部類に1函す。隅丸方形が姑本のようである。底のレベルは隅柱である400・788柱穴がT,

表12 3一磯物9潤伽碑片

種別 器種など
埴網l別萬No,

弥三土甜
1クタキ租

1・ l長戟鎚
1王師梱

I 

I ;:1,1, 

1 ヽ皿類

P. + 13. OOm・13. 16mと深いのに

対し、ほかはT.P. + 13. 30~13. 40 

mの間に収まる。393柱穴は掘り方

平面形が建物の方向に対し斜めなの

が788柱穴と対応し、 II翡柱的である

が、深さの点では疑仕りが残る。ちな

みに、 393柱穴の）i,~ はT.P. + 13. 59 

m、401柱穴はT.P. +J:3.52mであ

mi~ 甜;‘聾t 11型武
t, 

＼ 
ヨ
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る。396柱穴が確共に柱抜器取りである他は柱痕が残るものが多いようである。柱痕の径は 8~18cm。

出土遺物は表120)迎り 。七器は小片ばかりで、おおよそ周囲の先行する辿構と組成が一致する。石も

根石のよう な出土状況ではない。時期的には飛島時代前半以降としか甘えない。

3ー建物8 (岡 27 • 表13・ 19) 02-2トレ ンチ西半北炭側で検出された。 1Ifり><2 Ill]の建物で、梁行

1. 76m、桁行3.57m、而松8.1出。ff1li間はN21°Wを指向する。柱位訟の分かる北京辺の柱芯距離は北

西から1.62m・1. 95mと南東側の柱間が広い。

柱穴は360柱穴が大勲の他は小型。平而形も統一性がない。底の レベルは前京瑛側の360・535柱穴が共

にT.P. + 13. 04mと突出して深く 。他はT.P. + 13. 24~J.3. 4m。360・539柱穴以外は柱痕を確懃して

いる。柱痕の径は10~17cm。

出土遺物は小片ばかりで、粕良な胎土の土師器片から古代以降に建てられたと推iJll」されるのみ。

3ー建物9 (図27・表14・19) 3ー建物8の哀側で02-2 トレンチ束半 • 四半業で検出された特狐な

形の建物である。 トレンチ哀半0)4 iiliを検出した時点で確認されたため、澗究の先行した両半郊分の柱

穴の断面は観察していない。

2間 X 1 間 で中心に 1 個柱穴を持つ。 秋の 111li\ は南幽2.4m、北東2.48m 。 桁行は北西:~ .85m, l舶如.5

m。面積は約 91廿。此llql1はEl8°Nを指閲する。

棟持柱は どちらも怜j両側か ら1.lmで棟の通りは

若干南西辺i::祢る 。 519• 631柱穴机」は3.58mを測る

が、 366柱穴はそのライン上で519布l~穴から1.46mと

かなり南西に祢る。

柱穴は小型で、ll/.tl丸方形を志向するものが多いが、

不整形なも のもある。底のレベルはT.P. -1-13. 3 
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前後のものが多いが、 534・519柱穴はそれらより20cm以上深く、 368柱穴はかなり浅い。631柱穴は柱の

木質が残り、 柱穴底部より20cm沈み込んでいる。径は12cm。620・632柱穴も柱痕が確認でき、その低は

14cmほど。二つの柱痕に比べ、 631柱穴の柱の沈み込みが激しいのは建物の荷爪の差か。

出土遺物は少なく｀小片のみで｀特に時代を特定できない。

3ー建物10 (図29• 表19) 02 -2トレンチ東半北阿II/りで検出した。建物の半分ほどは間究区外に伸ぴ

る。初めはこの建物のlH哀辺と 3-622、625柱穴のラインで建物を考えていたが、棟のラインが大きく

ずれるなど登な部分が多かったため検肘し直し、この形に確定した。しかし、当初案も、 t¥'.1築など、こ

の建物に付帯する構造物とすれば成立可能であると必える。また、600・611柱穴は材舎内で南東辺に対

し、 616柱穴の柱位俯とほぼ同じ距離で並び、棟ラインにのる柱穴の可能性がある。

梁行2間以上、 2 『りとすれば細長い建物になるが、 2 . 64m 。 桁行 3 間:~ .5111。ただし、 3 -596・60:, 

柱穴も附随する柱だった可能性がある。2間X 3間なら面租は16.9n-f。KlJ]川はEl7°Nを指向する。

南西側妻の柱芯此離はl.28m・1. 36mで、棟が北直側に寄る。前京辺は北取2間が2.05mと郁iう力`

もう 1間は2,36mとやや）ム・い。611柱穴は側柱の610柱穴と位俯が合うが、 600柱穴は606柱穴より1ふi西側

にずれる。606柱穴は雌土J.:而で3-604・605柱穴と-1本で検出されたが、柱艇検柑のため 5cmほど下

げて三つの柱穴と判明 した。605柱穴に切られる,jj. から見ても、掘り方を共布するものではない。

柱穴は大型でIt/」｝丸方形を志向する。ただし611・616柱穴は細長い。底のレベルは606柱穴がT.P.+

13.12mとやや深い他は、 Tき F. + 13. 2~13, 3mのrmに収まる。

3 -612土坑は、位訟から見て、この建物に

関係する可能性がある。;.J-594土坑も なんら

かの関連があるように見える。他にも周辺にピ

ット ・柱穴が多く 。狐複する建物があった可能
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性もあると恐われる。出土辿物は特無であったが、3ー建物 9と同じ方向性で位趾も近いので、同時期

と見てよかろう。

3ー建物11(I区130・表15・19)oz-2トレンチ束半の中央より 西で検出した。今回の間査で最大の

建物である。311l)X41Iりで北西脚J1r,¥4,56m、1ふJ束荻輻4.58m、北哀桁8.26111、lぷi酉桁8.18mとかなり整

った形である。而利1137.6rrl。1..:;11iil1はNl6°Wを指1i,りする。

隅柱を結ぶラインから他の柱は全て内側に寄る。前illlJ2辺はずれがわずかだが、北西辺の641柱穴や

北東辺はかなり 内1111]に入る。649柱穴などは柱芯が40cm内側に位俯する。柱間は瑛では北康仰lが次第に

狭くなり、朴子では北1世illlJ2間が広く、南哀iUIJ2 I/JJが狭い。特に南東から 21闊めは、両辺でL64・1. 65 

と最狭で、 北西側の平均2.26mと60cm以上辿う。

柱穴は大瑚で、ほとんどが隅丸方形志向、ただし正方形に近いものと長方形のものがある。隅柱は試

方形。底郁のレベルは、 1叫柱のうち645・651・654柱穴の三つが泣も深く T;P; + 13. lZmで、 618・652

柱穴が同じ深さ。他はT.P. 中13.20m台に収まるが、 なぜか残る 隅柱の640柱穴はi1~も浅い邪類のT.

P. + 13. 28mである。溝ばかりでなくほかの柱穴やピッ トなどを切る。

出土遺物は、規似にもかかわらず少数で、いずれも小片である。それによっては時期は特迫で送ない
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が、飛鳥時代建物群の中心的なものとは甘えよ~) 。

3ー建物12(11131・31・表16・19) 02-2トレンチ屎半のlM西側で検出。2no x 3間の身舎の附西功
側に、付帯施股のついた建物。 付帯施股のl~J西端は、 720• 802柱穴を結ぶラインか。それなら全此6.7

m となるが、 726• 727柱穴がそれより突出し、 721柱穴もあるので、さらに伸びる可能性もある。

梁行3.94m、桁行4.46mでどちらも圃辺に差はなく監っている。付瞥施骰の,11⑬は3.74m。身舎の面釈

は17.6面、付幣施骰を合わせると約26出ほどか。此軸はE21°Nを指向する。

棟持柱は10cmほど北西側に寄る。

側柱の柱間は北西辺が両側の 2間

がほぼ同じで中央の 1Ill]が狭いの

に対し、南東辺は北東側から南西

側へ次第に狭くなる。

柱穴は身舎のものは大型でほと
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んど隅丸方形、付幣施股では小塑の[!/l¥丸方形が多い。柱穴底部のレペルは北西辺のものが相対的に南釆

辺のものよ り深く 、1訟大4.0crnの塾がある。付幣施設のものは此舎より 一段浅い。材舎の柱穴では、 T.

P. + 12. 9mのものが73:,・805柱穴、 T.P. + 13. Omのものが803; 804 ; 729 ; 8l.l柱穴、 T.P. + 13. 25 

mが699・700柱穴、 一番浅いT.P. + 13.3m が697• 698柱穴となる。柱の痕跡は上がひらくものが多く、

ブロック土の入るものもあるので、

ほとんどが抜糾取り穴と、瓜われる。

出土遺物はほとんど小片で実測で

きたものは図34 - 10• 11の2点のみ

である。最新のものが飛烏時代甘11..,・

であるとしか届えない。

10は須恵器H澄閉片である。固転ナ
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デが基本で、 外而上部には回転ヘラケズリ、内而中央付近には一俎方向ナデ。 胎土は灰白N8/0を品

し、長石を含む。完形琳20%。

11は須恵器甕lご1縁片である。閻整は回転ナデだが、外面に一部カキ目残る。胎土は明胄）天 5PB7/

1を呈し、石炎， 長石と、 rn色粒をわずかに含む。
4ー建物 1 (囮 32 ・ 表17• 19) 02 -3 -2トレンチ北匝111れで検出した 3I/JJ X 3 IJりの建物である。梁r
4.2m、桁行は北西辺5.18m、雨稟辺5.18m。四禎21.8出。 •印illl は E 26° N を指向す る 。

妻側の柱間は中央の 1間が一番広く、南稟側が極端に狭い。柱芯距離を各々北西から見ると、南両佃l

1. 54m・1. 72m・ 

1. 02m、北西側

1. 52m・1. 74rn・ 

0. 96m。いずれ

も中間の 2本の

柱は隅柱を紹ぶ

ラインにのるか、

わずかに外にず
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れる。桁行の柱UIJは中央の l11りが一番大きい。南釆側は両側との疫が30cm以下だが、北i囮側は柱芯距離

を南西側から見ると1.28m・2. 82111• 1. 12mと、その殺は50cm以上である。中冊の柱 2本は南東側では

内側にずれ、 北西側ではラ イン上にのる。

北西辺の柱間と1具l係があると息われる辿構が215溝である。中央の 1間と長さを揃え、 その内側に

行する。両端にi立大此10cm強の礫が附かれ、中央付近から木の板が出土した。間口の広さと考え合わせ

るとこの 1間になんらかの施股があった可能性がある。

柱穴は妻側が大瑚で、桁行の1HIJ柱は小製である。1りlj丸方形を志向するものはむしろ少ない。杜穴の底

のレベルを見ると、隅柱は、 196柱穴がT.P. +13.06111と深いが、他の 3本はむしろ浅めである。且だ

って深いのは両炭側の中11¥Jの2本で、柱の沈み込みもこれらの柱穴で斯若である。この 4本に一将荷爪

のかかる建物梢迎であったと思われる。 192柱穴は柱の木質の外側がそのまま残っていた。内側は）I紺朽

し、粗砂が詰まっていた。7idからの哨砂と、思われる。柱：｝」，iが残るのは他に19G; 201• 202枯穴のみで

他は確実に抜き取られている。192・196柱穴の柱径は16~18cm、201・202柱穴の仕艇径はlOcmrJり。

周辺の遺構とのl一枯l係を見ると、飛、鳥時代溝群に含まれる 4-217i: 憚を切っている。4-218土坑はその

位置から建物の内部施設かと考えたが、弥t.r-_-1-: 怜怜のみが1十1上したので迅うようである。4-190・195柱

穴は北東妻のラインに近い並ぴかたをする

ので、南西妻側にそれと対応するような枯

穴があったのが後1位の堀田によって梢滅し

たと考えれば、附束辺に）此などの付幣施股

があった可能性もある。4-214柱穴は建
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物内側で192・199柱穴を結ぶライン上にあるので、辿物 に関係する可能性もなくはない。

出土遺物は多くなく 、小）ヤのみで、慈識的に入れられたと息えるものはない。ただ、 隅柱である194

柱穴から桃核が出土しているのは注目できる。

4ー建物 2 (図33・表18・19) 02-3-3トレンチ四側で検出された 2r1r1 x 3間の建物である。染行

は北東側3.92m、怜i・西側3.98m。桁行は北西側1.65m、南東側4.98m。北某側の二つの隅は陀確に直角

を成すが、 南四辺のみは斜めになる。而府'nむ9.0州。艮軸はE19°Nを指向する。
桁行の柱間は柱芯距離で、北西側が北哀から1.39m・ 1.58m・1.68m,南東側も 同じく 1.63m・1. 63 

m・1. 72mを測る。南町JII)が広い傾向がある。洪の棟持柱の柱芯は、南西側が北西から1.8m、北東側

が南東から1.8mと、棟のラインが此舎に対して斜めに走る。全ての柱がl!/ll柱を納ぶラ インにのる。

柱穴は大製の隅丸方形を姑本とする。底の レペルは全てT.P.+13.10tn台で揃い、他の規則性は認

められない。削平がきついが、断面形状やプロック七の存在から柱は全て抜き取りとみられる。

出土遺物は、周辺に弥生時代の趾梢が多い事を反映して弥生土器の割合が邸いが小片のみである。

4ー柵列 1 (図35・表20) 02-3 -2トレ ンチ中央で検出。検出・1と7.26m。E28°Nを指向する。

柱位置は正確に直線に並ぶ。北東側は堀田の落ち込みがあるので、 一滸浅い180柱穴より浅いものカ

あ っ たとしたら梢滅している ll j能性がある 。 平面的な位骰では 、 一番此い180• 181柱穴1111の艮さを延足

して もトレ ンチ内にあるはずである。南西も間究区外にイl・j・lぴる可能性はある。しかし、現状で両端の

179・189柱穴が突出して深いので、これで完結している可能性もある。

柱穴も両端が大型、 他は小型で円Jr:クと I~閏丸方形がある。181・189は枯痕が残り、他は抜さ取り。

遺物は小片のみで土11財怜が占代のものとしか百えないが、方向性が4ー建物 1と1可じである事からj¥1j

時期併存が考えられる。

4ー柵列 2 (似135・表21) 02-:; -aトレンチの南東1Jlllで検Illされた。検州・此3.84m。検出した 3IHJ 
で、中央の 1111]がやや111,がるが、 他の21111は方向を介わし、それで見ればN34°Wを指1,りする。

柱穴はかなり 小さく 、不整な1リ形である。底邪のレペルはほぽT.P. 中13.4mで揃う。柱痕が残るカ
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表19 建物柱穴土色 • 土

3ー建物1

1、灰lOY4 / 1 ~ 5 / 1シルト～細砂、下部に細砂し、しまり悪い。柱痕。

2、灰lOY4 / 1 ~ 5 / 1シル ト・ 緑灰10GY5/1 (6府系） ・オリープ灰2.SY G / 1細砂のプロッ

ク。

3、オリ ープ灰2.5G Y 5 / l細砂ー中砂内に、灰lOY1 / lシル トのプロック若干あり 。

4、オリープ灰2.5G Y 5 / 1細砂～中砂。

5、緑灰lOGYS/1シルト ・灰lOY4 / 1 ~ 5 / 1シル トのプロック、砂粒なし。抜送取り痕。

6、灰lOY4 / 1シル ト、炭化物 ・梢物辿体若干あり。抜送収り痕。

------------------••···...... , , ...................................................... , ,., ............................................... . 

3ー建物 2

1、暗青灰5B 3 / lシル トー粘土内に、粁灰10BG 5 / lシル トの小プロックあり 。柱痕。

2、暗緑灰10CY4/1シルトとオ リープ灰 5GY5/lシル トのプロック。

3、灰 5Y4/1シルト内に、緑灰7.5GY5/1シルトのプロックあり。

4、灰 5Y4/1シルト。柱痕。

5、灰lOY5 / 1 シルト 。 ~ f0 の二次堆梢？

3ー建物3

1、黄灰2.5 Y'1 / 1粘質七、シルト～細砂主体、机砂あり、炭化物わずかにあり 。,111'1二次堆梢。

2、黄灰2.5Y 4 / lシル ト～新Ill砂、炭化物苅千あり。

3、オリープ黄 5Y 6 / 3シル ト (5111系）のぼやけたプロック多し、その間に 2。

4、黄灰2.5 Y ,1 / 1シル ト～糸Ill砂1人」に、オリープ↓:1!'5 y (l / 3シル トのプロック多し。

5、4とほぽ同じ、但しプロック少ない、炭化物あり。

6、灰 5Y4/lシル ト～細砂、机砂迅r-「あり 。
7、灰 5Y ,1 / 1シルト内に、オリ ープ'1115y 6 / ,1シルトのプロック若下あり。

8、灰オリ ープ5Y5/2粘質士、シルト主体、粗砂若下あり 。

9、褐灰10YR4/1粘腐J..:、シル トー細砂主体、湘l砂若干あり、 オリープ黄 SY6/3シルトの小プ

ロック若Tあり。

3ー建物 4・ 5

基本土質

a、オ リープ此～灰オ リープ 5Y6/4~5/2シル トー粘+.(5W1系）、Feあり 。

b、黄灰2.5Y 4 / 1粘牲土、シルト主体、細砂～中砂若干あり 、利砂わずかにあり。

C、黄灰2.SY 5 / 1シル ト、枡砂粋干あり 。

1、b内aのぽやけたプロックあり、炭化物若干あり。抜姜取り痕。

2、b内aの扁平なプロックあり、炭化物多し。

3、c内aのプロックあ り。

4、c内aのぼやけたプロック ・炭化物わずかにあり。

5、bのみ。

6、b内aのほやけたプロックわずかにあり。抜き取り痕。
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7、b内aのプロック若干あり 。

8 、 b 内 a のプロック丸~Tあり、炭化物わずかにあり 。

9、b内aのプロックあり、炭化物若干あり。

10、b内炭化物わずかにあ り。

11、b・aの混濁に祉砂多し。

---------・ 

3ー建物6

l、黄灰2.5Y 4 / 1粘例土、シルト主体、舟Ill砂～中砂効干あり、刺砂わずかにあり。内に、オ リープ

黄5Y6/4シルト～粘上のぼやけたプロックあり、炭化物若干あ り。抜き取り痕。

2、黄灰2.5Y4/1粘質士、シルト主体、細砂～中砂若干あ り、味且砂わずかにあり 。内にオリープ翼

5Y6 / 4 シ ルト ～粘土の~ 11!平なプロックあり 、炭化物多し。

3、黄灰2.5Y 5 / 1シルト、ポJl砂芳干あ り。内に、 オリープ黄 5Y 6 ✓ 1シル ト～粘上のプロックあ

り。

4、黄灰2.5Y 5 / lシル ト、札砂若干あり 。内に、オ リープ翼 5Y6/4シルトー粘十;O)ぽやけたプ

ロック・炭化物わずかにあり。

5、黄灰2.5Y 4 / l 粘質：：K、シルト t体、細砂- ~ド砂若下あり、祖砂わずかにあり。

6、5内にオリープ貨 5Y 6,, 4シルト～粘上のぽやけたプロックわずかにあり。

7、5内に[¥,j1-. のプロック若干あり、 ）犬化物わずかにあり。

8、5内に同l:.のプロックあり。炭化物府「あり。

9、5内に成化物わずかにあり。

10、灰 5Y5/1粘質土、シ）レト上体、斗aHt少わずかにあり。内に、オリープ紺5Y fi 4細砂～中砂の
ブロックあり。

11、灰N4/0シルト。

12、灰7.5Y4 lシル ト～細砂。

13、灰5Y 4,,, 1粘質こ’ふシルト主イ席牡H少→札旧沙｝ヤ臼あ りヽ )}計ヒl勿わずかにぁり°
14、13の中iこ、灰5Y5/1細砂のプロック店「あり 。

15、灰5Y 4 / 1シルトー極細砂。

16、灰 5Y5/1細砂ーシル トIIFJに、灰5Y 4,, 1シルトのプロック多し。

3ー建物7

1、灰オリ ープ5Y 6,, 2シ）レト～細砂。

2、灰7.5Y1/1シルト。

3、灰 5Y 4 / 1シルト、下部に削n砂やや枇じる。
4、灰オリ ープー灰5Y5/2~5/lシル ト～極細砂。

5、灰5Y5/lシルト内に、オリ ープ翼 5Y6/4粘質 I::、シル ト七イ本、中砂好下あり、のややぽや

けたブロックあり。

6、灰 5Y4/1シルト、浅黄5Y7/3シル トの小プロックと）人化物わずかにあり。

7、灰 5Y4/lシルト内に、オ リープ黄5Y6/4~灰7.5Y6/1シル トのプロックあり 、炭化物

若干あり。

3ー建物8

1、灰オリ ープ7.5Y5/2粘質土、シル ト主体、粗砂～板粗砂あり。

2、灰オリ ープ7,515/2シルトの小プロック間に、利砂一極机砂。
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3、灰5Y4/l粘例土、シルト主体、粗砂～細砂あり 。

4、灰オリ ープ5Y5/2粘質土、シルト主体、中砂若干あり。のプロック間に、祖砂～極粗砂。

5、黄灰2.5Y 5 / 1粘質土、シルト主体、中砂一粗砂浩干あり 。

6 、灰 5Y4 / l 粘質土、シ ルト 主体、粗砂～細砂~~t -1~- あり、炭化物わずかにあ り 。

7、6と灰 5Y 6 / 1粘質土、シル ト～細砂主体、粗砂わずかにあり。のプロック。

8、灰 5Y4/1湘H砂～極粗砂に、シルト含む、 灰オ リープ5Y5/2シル トのプロック下部にわずか

にあり。

3ー建物 9

1、灰7.5Y4/l粘質上、シルト主体、坪fl砂豹干あり。内に、オリープ質 5Y6/4~オリープ灰]0

Y6/2シル トのプロックあり 。

2、1より粗砂多く、プロックも多 し。

3ー建物10

1、灰N4/0シルト内に、「灰5Y4/l粘質土、シルト主体、粗砂あり。」と「緑灰lOG5 / 1シル

ト」のプロ ックあ り。

2 、灰 5Y4-/ l 粘質」：： 、 シ ルト 主体、 ~ll砂多し。

3 、「灰 5Y 1 / l 粘質—I-: 、 シ ルト 主体、机砂多し。」と「11行緑）火7 . 5GY1 / l シルト 。」 のぽやけたプ

ロック。

4、オリ ープ灰 5GY5/l~灰オリープ5Y5/3砂質土、 中砂～沖ll砂にシルト況じる。

5、暗青灰lOBG 4 / 1シルト、細{i少～中砂わずかにあり。

6、灰～灰オリ ープ5Y4/1~5/2粘質上、シル トキ：イ本、湘ll砂多し。

7、灰 5Y4/lシルト内に、竹灰 5BG5/1~オリープ灰2.5G Y 6 / 1シルトのプロック多し。

3ー建物11

1、暗青灰 5B4,.l~灰5Y 5 1シル ト内に、緑灰lOGY 5 / 1シルトの小プロックと炭化物府干

あり。

2、灰N4 / 0シルト内に、緑灰10GY5/lシルトのプロックあり 、炭化物財；に「あり。

3、オ リープ）反2;5G Y 5 / 1 粘質 —I:: 、 シ ルト 主体、細砂若；；ドあり 。

4、灰lOY4 / 1シル トのプロック 間に賠野灰5B 4 / 1シル トあり。

5、暗青灰5B'1 / 1ー）火 5Y 5 / 1シルト内に、灰lOY6 / 1シルトのプロックあり 、1必化物・机砂

わずかはあり。

3ー建物12

1、オリープ;.,17.5Y 6 / 3シルトと灰N4/0シルトのほやけたプロック。

2、灰N4/0シルト内にオリープ黄7.5Y6/3シルトのプロック。

3、暗青灰 5B 3 / 1シル ト、細砂が(-「あり。

4、暗青灰 5B4/l粘質土、シルト主体、判砂わずかにあり。

5、灰N4/ 0シルト内に、 オリープ灰2.5G Y 6 / lシルトの小プロックと炭化物わずかにあり 。

6、灰N4/0シルト内に、灰オ リープ5Y6/2~灰lOY6 / 1シル トの小プロックiやドあり。

7、灰オリ ープ5Y5/2シル ト～極細砂と、灰N4/0シルトのプロック。

8、灰N4/0シルト内に、引f灰10l3G5/lシルト と粗砂のプロック。

9、灰N4/0シルト内に、 将灰lOBG 5 / 1シルトのぼやけたプロック。
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10、灰N4/0枯質上、 シル ト～糸Ill砂宅似粗砂若干あり。
11、暗オリ ープ灰 5GY4/lシルト。

4ー建物 1

1、暗緑灰lOGY 3 / 1シルト内に、灰2.5G Y 5 / lシル ト～極細砂の小プロックiがFあり。特に lヽ
部に多し。柱抜き取り痕。

2、暗緑灰10GY 3 / 1シル ト内に｀灰2.5G Y 5 / 1シルトー極細砂の小プロックあり。柱穴埋士。

3、暗緑灰lOGV 3 / 1シル ト内に、灰2.5G Y 5 / lシル ト～極細砂のプロ ック多し。柱穴肌土。

4、暗青灰1013C 3 / 1シル ト。柱艇？

5、暗緑灰10GY 4 / lシル ト、粗砂若干あり、柱痕への一次流入＋．か。

6、暗緑灰lOGY:-l/1シルト内ド半に、灰2.5GY5/J~緑灰lOG5 / 1シルト～栢細砂のプロッ

クあり 。柱穴埋上。

7、暗オリ ープ灰2.SG Y 3 / 1シルト ，わずかに炭化物・ 湘ll砂あり、底邪付近にll荘緑灰 5G4/lシ

ルトのプロック多し。柱抜き取り・jJ',(。

8、2.5G Y 3 / 1シル ト、わずかに炭化物ら粗砂あり、 u音緑灰 5G5/1~灰2.5GY5/lシルトの
ブロッ クあり。枯穴狸十:o

9、暗緑灰10GY 4 1シル ト、炭化物わずかにあり 、部分的に灰2.sG Y 5 / 1シルト～極細砂のプ

ロック若下あり。二次流入」：：カ。

10、暗緑灰lOGY 4 / 1シルト、炭化物わずかにあり 、灰2.5G Y 5 / 1シル トー極細砂の小プロック

若干あり。抜さ収り痕。

11、暗オリ ープ灰 5GY4/lシルト、炭化物あり。―．次流入土？

4ー建物 2

a : 灰～オリ ープ黒7.nY4/1~3/1粘質七 シルトー細砂七体、粗砂あり。4-1 J,,1系。
b : 緑灰7.5GY5/1シルト～細（沙 4 f-1。
C : 灰オリ ープ5Y 5 / 3シルト～釧砂 1 Ji~i 。

d : 灰オリープーllf1オリープ 5Yn/3~4/4粗（沙主体、シル ト多し、 Feあり。
l、aのブロック多し、 間にb。抜き取り。

2、c内にaの小プロック芯千あり。

3、aとbのプロック。抜き収り。

4、b内にaのプロックあり。

5、d。

6、dと3の混濁。抜き収り。

7、a内に Cのプロック若干あり。

8、bのブロック 間にa、下部に d。抜き収り。

9、d内に aのプロックl?I::.あり。

10、d内上部に a・bの小プロックあり 。抜き取り。

11、a内に bのプロックあり。

12、a内に bの小プロックわずかにあり。抜送］収り。
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抜き取りかは甜i干不明確だが、柱痕なら径は 8~14-cm。

遺物は弥生土器の小片がわずかに出土したのみである。

北西側は堀田があるので続きが失われた可能性がある。南東は確梱制究の00-3トレンチに続く 可能

性のあるピット はあるが、その場合、そこで検出された建物と近接しすぎ、同時期1井存は考えにくい。

方向性は 3 ー 建物 7 を直角 に振ったものに近いが、 柱穴の規校など、辿物群とは共通性が低いと 1~t える。

むしろ、隣接する 4-286溝に平行すると凡る↓Jr. もでき、時期的には溝群と1)(存した可能性もある。

3 -376住居 （図36~13・表22) 02-2トレンチ西半北東側で検出した。平而プラン隅丸設方形の喝

穴式住居である。やや不整形な部分もあるが、平而規捩は2.5111 X 3. 2111。而釈およそ 8団の小型の住屈

である。残り の良い所で底面まで深さ20cmほどある。↓もli1l1方向はEl4°Nを向く。

大量の遺物が出土したため、床面の詳細な検出がでさず、底面の辿構を床而検出II寺に掘削したり 、床

面で段階的に掘り分けるべき辿構を底而検HI時にすh1lったりしたため、若干況吼があったが、床面や断lfll

も参考に、整理してみたい。

竪穴が掘削 された時（図38)、北辺沿い西半に北

西隅からスロープで下がってくる段が削 り出される。

検出時に竪穴北西l!/J.lが四角＜欠けたような形になっ

ていたのはス ロープの浅い部分が削平されたためと

考えられる。その段の米端付近上而には浅いくぼみ

がある。この削り 出しの段はおそらく f記の姑礎と誰

測されるが、 梢極的にi'j・定できる要紫はない。

他に、底面の辿構としては南込中央に位ii'T/:し外に
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張り出す土坑と西辺でl'IUりだし段の1ぷ！側に位趾する土坑がある。四辺の土坑は埋土も若干巡い、住屈に

先行する遺構であった可能性が翡い。1H辺の土坑は床而検出時（図37)に下げ過ぎて検出してしま った

が、その位骰や方向性、また狸土が床面整地±像]39断而の 3)であるIjf,からも底而の辿構であるのカ

確実であるが、断而 図の位骰では浅く、底面と段毅をなさなし。

また、断而上はり知の上留めの痕跡のような府（断面の 4)があり、それが底而より下まで述している

ため、平面的には細 く浅い猥ti',','が検出されるはずであるが、底而の検出時点でかなり辿構が荒れてお り、

また、降雨の影態などあったため、検/:I-¥できなかった。

床面を整地土で整える際、横もなんらかの巡作があったようである。墜地士の｝以さは10cm弱。］船辺の

土坑もこの時点でJ皿められる。北西の削 りだし段の上而にも盛土らしき土が部分的にわずかに残ってい

たのを遺物取り上げ後に確照している。柱穴はないが、この程度の小搬の住居ではありうる事である。

床面には中央の大送めの土坑の他、 3個ほど浅いピットが掘られる。中央の上坑は最7r府（断面の10)

に炭化物 ・ 灰があり、炉の可能性もあるが、焼土はない。 しかし、土坑の大きさは、この住}~;-の規捩と

しては大きすざるように、思える。

そして住居が廃紐した後、大益の辿物が投菜され、 断而屈Iの1・ 2の）\'•'i が堆汎'tする 。 辿物は ）禾面のl' '・

構の中にも入っており、廃絶と投梨が離れた時期ではない事を示唆する。断而図の 2の府は｀その時点

で住居の周囲に大拭の炭化物の集利'1があったtJJを示す。

その埋め戻し土の上面にも部分的に孔りい炭化物府が広がっていた (I叉136)。辿物の多謀から見るに、

その投棄は住居の北直側からおこなわれたようである。そして、さらに断而l叉lの6の堆梢が見られ、そ

の中にも多くの辿物が含まれるが、これは住府内で｝駐＜堆梢していた辿物が、流入土と共に全体に二次

移動したも 0)かもしれない。

遺物は断而図の 6から出」；したものを「最上｝罰」とし、それより下、 3の」嘩1jまでで出土したものを

表22 Mi8 宍Ft!潰物破片敬塩Ko::.= 
1大別 征別 甜積lll 製式・部位破片粘 1細別

」俊数一 破片数 ％ 破片船 ％ ％ 破片也 ％ 

土器・陶磁紺 1878 弥生 69 - 3~7.,. 21 30.4 
遥： 21 30.4 暑団0ふ袷 4 19,0 

広口福 1 48 
晶，，，ヽ 2 2.9 

土師粉― 1584 84.3 虚 JD5 19,J 口岱 _i 2,3 
ハケ 4 1,3 

I心 16 ⑬ 
2 0,1 ， 0.6 ， 0.6 

,.., ヽ 106 10.5 lllJI罰 17 10.2 
皿類 337 21、3皿 13 3.9 
状製品 1 0.1 
製 3 0.2 

須恵器 225 12,0 44 19.6口 1 2.3 
44 19.6 需 5 11.4 

＂ 
3 6.8 

II 罷 3 6.8 
6 13.6 

") 3 68 , 2.3 
雇る 2 0.9 
』,.T,1, 1 0.4 
外 96 42,7 II 形武 66 67.3 . 2D 52.7 

27 40,1 
皿形~ 絃 22.9 6 27.3 

17 77,3 
その他 サヌカイト l 不 1 I七註紺占;, ， 1 

坐占ゴ姻 2 
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「上層」、3から出土したものを 「下屈」として取り上げた。床面に接する辿物に留意したが、それも

多量にあり、 1屯屈廃絶前から残されたと考えられるものはなかった。

結果的に は 「上屈」の辿物が突出して多く 、「最上）~1」の巡物も それ と 1時期的 ・ 村怜種構成的な塾はな

かった。「下屈」の過物は弥生土器の小片があるのみである。

出土遺物は裟22の通り。弥生土揺の況じりが他の飛，1.::in寺代の辿棉と比ぺ少ないのは、 す）Ill削から存続期

間を経て、 同時代の上ゼ告のI碓梨土坑として怠図!'.Iりに皿められたためと考えられる。土師器 ・頻恵怜はII寺

期的には飛島II期に完全に納まる。描種構成もその頃の集落的なものとして11附叫ない。ただ、それに加

え、ガラス小玉鋳堕片をはじめ、鋳辿1剥述のものかと労えられる棒状七製品、粘土塊、砥石に使われた

石など、工芸生匝関述の辿物があるのが注日で送る。

実測可能な追物も大i止にあったため、今同掲載するものはその中からさらに退択した。法J了し・閻吼役の

ほぼ同じものは同盟式として泣低 ］点褐載する よう にしている。

まずは図40から述ぺる。全て土師岱である。

1はミニチュア杯。竹怜表））fl]落し調整不明であるが、 11緑が波打ち、手揺ねによる）戊形である。法屎的

にも最小の杯からやや[!屈絶する。胎土は橙5YR6/6を旱．し、赤色悲)/.. ;」と石を秒干含む梢良な胎l:.。

2は坪である。今回の訓壺では・M小の部類に人る。外面は上半ヨコナデ、下半祖い不定方向ナデ、内

面は左上がりのナデを螺旋状に人れる。胎十．は灰白lOYR 8 / 1 ~にぷい橙7.5YR6/4を呈し、赤

色粒若干、土も行 ・::ft炎わずかを含む梢艮な胎；1~.o 

3も坪。外11'ri_r.T・・ ヨコナデ、下半は剥離のため不明＂内而はナデ後lllr文。胎上はにぶい」む褐lOYR7 

/3を呈し、 赤色粒をわずかに含む梢艮な胎士'.,,

4も坪。5と1月II径で浅い檄式。外面はヨコナデが 2条はあるが、I'・半はJ.fi,1滅で澗整不明。内面はヨ

コナデで暗文はな い。 )J年,~_はにぷい翼杓lOY R 7 / 4. を旱し、赤色粒 ・艮石をわずかに含む籾↓しな胎+o
5も坪。外面は、に1縁のナデは1i上になで上げる。その ,,.も日コナデ。）,111111より下は不俎方1りの料rtい

ナデ。内面は外而と同じ位i代でなで上げる ヨコナデ後II粋文。胎土はにぶい黄橙lOYR 7 / 2を晶し、石

英・長石をわずかに含む精良な胎...Lo

6も坪。7と同口径で浅いタイプである。外而は 1一・.i1迂ョコナデ、下半不池方向ナデ。内面はヨコナデ

後暗文。胎上はにぶい貨橙10YR8/2を且し、 iも行を岩干含む籾艮な）Jf-;+.。チャー トも1粒見える。

7も坪。外而はド半に 2条ユビオサエが並ぶが、その後ヨコナデ。底部は一定方向ナデ。内而は上部

にヨコナデとII粁文残るが、下部は）灼滅で不明。胎土は灰オ リープ5Y6/2を晶し、赤色粒あり、此石

わずかにあ りの精良な）Jtrio 

8も杯。外而は F半2条のユビオサエ列後、全体ナデ。内面は右上になで上げる ヨコナデ後II惰文、）氏

面は磨滅で訓整不明。 胎土は灰 ！』7 1 0YR7 / l を呈 し、赤色粒 • 長石をわずかに含む梢良な）l台土。

9も坪。10とに1径がll-ljじで浅いタイプである。外1.tti1本部下半はユピオサエ列2条の後左上がり ヨコナ

デ。口縁のヨコナデがそれを切る。底部はユピオサエ後不足方向ナデ。内而はヨコナデ後lit陀いだが、）氏

部は磨滅で不明。胎土はにぶい黄粒lOYR 7 / 3を呈し、長石 ・赤色粒をわずかに含む梢良な胎..Lo

10も坪。外面ヨ コナデ。底部はユピオサエ後ナデか。内而は）fl滅が激しいが、口縁部に左上になで」こ

げるヨコナデが兄える。胎土は浅翼橙lOYR 8 / 3 を星し、長石 • 石英 ・赤色粒を含む籾艮な胎七。

11も坪。外面は中位にユビオサエが見られ，その後 I;;半をケズ リ 。 ~~後にヨコナデ。ョコナデはケズ

リ部分にも軽く入る。内而はヨコナデ後賠文。ii;l文は右が左を切る。胎土は橙5YR6/6を呈し、 長

-69-



石・石英をわずかに含む精良な胎土。

12も坪。13と口径が同じで浅いタイ プ。外而は下部がケズリ後ナデ、上半ヨ コナデ。内而はヨコナデ

後暗文。胎上はにぶい跛橙10YR7/3を呈し， に↓と石 ・赤色粒 ・石英をわずかに含む米iJ良な胎ェ。

13も杯。外而は下部ケズリ後ナデ、上部ヨコナデ。内而は削滅激しいが残存部からJしればヨコナデ、

暗文なしか。胎土はにぶい＇紺橙lOYR 7 / 2 を呈し 、 ＇↓も石 • 石英を含む粕良な胎ェ。

14も杯。15と口径が同じで浅いタイ プ。 外而は）氏部に一定方向のケズリ、）出曲部に直線的なケズ リを

断続的にまわし、その後上半ヨコナデ。 最後に ミガキ。ミガキは連続して左右に往似する単位があり、

単位同士は左が右を切る。内面はにl縁端部に沈線、ヨコナデ後暗文。賠文は上段が下段を切る。胎土は

明褐灰 5Y R 7 / 2 を呈し、赤色粒砂干、長石• 石炎をわずかに含む籾且な胎.:i,,.o

15も杯。下半ケズリ後ヨコナデ。ナデは下半まで盆るが、底部はやや）秤滅しナデが及ぶか明確ではな

い。内面は磨滅するが、II行文残る。胎土はにぶい黄位lOYR 7 / 2を且し、 長石を硲干含む籾nな胎土。
16も坪。外面は下蹄ケズリ後ナデ、上部ヨコナデ。内面は府滅欄整不朋だが一部Ill序文残る。胎土は灰

黄褐lOYR 6 / 2 を呈し、赤色粒 ． ．艮石 • 石英をわずかに含む籾1iな胎土。

17は台付きJ:;f。外面はヨコナデ後身蹄ミガキ。）脚端部ヨコナデは右下にナデ下げ。身部内而は底綿

定方向ナデ後上部ヨコナデ。 脚内町はヨコナデ。 胎土はにぷい黄橙10YR7 / 3 を旦 し、 品石 • 石英を

わずかに含む籾且な）Jti .. L ~ 

18はミニチュア問杯。FJ乱腋はユビナデ。）脚端部内而にはユピオサ工。 脚部は内外而に絞り痕。口緑姻

部は一部しか残存していなかったので直線的に複元したが、fJ闘役から、波状に凹凸があったと息われる。

脚部は調整と形状から成形手Jimが判明する。先ず、筒状の粘土をひねって中央を絞り、上下を広げ、 J.:.

を身部にナデつけた後、下部は指を盛し入れてまわ しナデて、裾部下而に当てた戦指を支点として人祁

し指で外面をナデ下ろす。)j台土は灰白2;5Y R 8 / 2を呈し、赤色粒を若干含む梢良な胎ュ。

19もミニチュア翡杯。即情をはユビナデ ・ユビオサ工。口緑・ 脚裾は内而0)ユビオサエ価に波打つ。脚

柱部内面はヨコナデ。材部と脚部の接合部分には外而に粘土を附加 してナデ付けた接合痕が残る。Jlf:,-,

は橙7.5YR 7 / 6 を呈 し 、 白色粘土粒岩千、赤位粒 • 石~. ± む行をわずかに含む籾良な胎土。

20は高坪脚部片。外面は絞り痕残り、 11Jlo整はナデ。 内面も紋り痕残り、関整はユビナデ.,;i., ピオサ工。

胎土はにぶい黄橙10Y R7 / 4 を呈 し、赤仏粒、 此石• 石炎をわずかに含む籾艮なJl合土。

21も高杯脚部片。閻整は、外1紺ナデ。内廿i:iユビナデ・ユビオサ工。上沼IIは此部との接合面で剥離し、

身底部に挿入した後、周囲に粘土をIllす加し、ナデ付けているのが分かる。胎土はにぶい黄橙lOYR 7 / 

2を呈し、 長石をわずかに含む籾艮な）］合.,l....o

22は高坪身部）厄 外面はナデ、接合部の段から脚部までのf/lJはユビオサエ後放射状にナデる。内面は

ョコナデ後暗文。胎土は灰黄褐10YR6/2を呈し、石英をわずかに含む精此な胎.Le

23も高杯身部）怜 外而はヨコナデ。接合部の段より下はその前にユビオサ工。残存する脚部はタテナ

デ。内面はヨコナデ後II化文。脚部内而は絞り痰残り 、下部にヨコユビナデ。jj台土は灰白2.5Y 8 / 2を

呈 し、長石・ 赤色粒 • 石英をわずかに含む梢良な胎土。

24は高坪。外而は、材部下半にはユピオサエ後ミガキ、ただし上半は庖滅し、 ミガキがどこまで上が

るか不明。接合部の段から脚邪の間は粗いヨコナデ。脚部はユビナデ。材剖内而は一部斜めのハケが残

るが、それをtlりす日コナデ。底而は磨滅で不明。脚柱部内而は、J::.半は絞り痕のみ、下半はそれを残し

ながらヨコナデ。脚裾部内而はJ-.半にユビオサエが l列、下半タテユビナデ。胎土はにぶい黄橙lOYR
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7/2を呈し、長石を含む籾良な胎土。

25は皿である。外而下半はケズリ後ナデ、底部も同じだが砂粒の圧痕多い。上半はヨコナデ。内而は、

体部ヨコナデ後陪文， ｝氏部はユビオサエ後一定方向ナデ。胎土はにぶい筑橙lOYR 7 /:; を呈し、イオ

英・長石・赤色粒をわずかに含む翡l'J良なj]台工。

26も皿。外而は，｝設部不定方向ナデ'1本部ヨコナデ。 内而はナデ後II粁文。兄込みには螺旋状II行文、放

射状暗文がそれを切る。放射状Ill}文は平行した線でまとまる単位．があり、単位：同士では左が右を切る。

胎土はにぶい黄橙lOYR 7 / 2を呈し、長石をわずかに含む籾nな胎土。
27は棒状土製品片。両端を欠く 。縦に粘士接合1Uが残り、それと破l枡面から板状の粘土を器いて作っ

たのが分かる 。 表面は荒れ、 二次的被火の痕跡か。 胎士はlrtsY R 6 / 6 を呈し、石英 • 長石多く 、角

閃石も含む。今回の団泊ドではいくつか出土しているが、用途不明である。ただ、 全て梱表が兒れ、二次

的被火を受げていると見られる事から、鋳造などに使用するものではないかとすffii!IIJしている。

28も棒状土製品。縦にナデ。屈I下端は丸く収まるので端部と，思われる。上端は折れ。稲表は荒れ、ニ

次的被火の痕跡か。 胎土は杖HYR6 / 6 を呈 し、長石 ・ 石英非'i i1•に多く、代1刈心・黒裳舟：あり。

29はガラス小玉鋳捌片である。芯持ち孔は且通し、径約0.5「llJll。鋳捌穴は径 5躙深さ3illillo下而には

不定方向の板状工具によるナデが残る。胎土は橙7.5YR6/6を晶し、品石を若干含む。

30もガラス小玉鋳捌片。芯持ち孔は・共通、径約0.5mm。鋳翡防＇くは径 5暉深さ3皿｝で同心円状配1位。甘怜

表は荒れ、 二次的被火か。｝］年上は7.5YR5/6を旦し、石英 ・此石を含む。微細粒には他には＼裳ffj:も

あり 。

31 もガラ ス小玉鋳型）ャ。 鋳型の端の部分である 。 端の 円弧か ら ~It測 さ れる鋳型の径は 1 4cmほどか。 芯

持ち孔は貰通し、径約0,51l!!llo鋳型グくは径 5mn1深さ31111110 ml'表は荒れ、 二次1'19被火か。胎土は1月赤褐 5

YR5/6を呈し，石淡 ・艮石を含む。徹係m粒には黒りぶ間もあり 。

32もガラス小玉鋳型）',・。鈎型の端の部分である。端而にはユビオ＋｝・エが残り 、一部＜ぽむ。その1-'-J弧

から推測される鋳型の径は]7cmほどか。芯持ち孔ぱ虹遥し、径約0.5mm。鋳捌穴は径 5mm深さ3mmで、

同心円状配骰。一次的被火は不明。胎七は橙7.5YR6/Gを昆し、石炎， i{;行を含む。

33もガラス小国鋳型片。端0)部分。端のl'J弧からWI定径は約20cm。端l川は横方向に板状工具によるナ

デ。上面は同心ILJ状にユビナデ。 下血は無訓整で平滑。下血から1りfl面此三角形の孔が一つあく 。芯持ち

孔は貫通、 径約0.5mmo鋳型穴は径 5111111深さ4-3 111111でJ¥Jj心円状配骰。二次的被火はないか。胎土はに

ぶい橙7.5YR6/4を旱し、 長石をわずかに含む。微細粒には黒娯母もあり。

34もガラス小」f.鈎渕端部片。端部円弧からの棋冗径は20cm弱。闊而はヨコナデ。下而はケズ1)後ナデ。

上面は磨滅し潤整不明。芯持ち孔は虹通、径約0.5nun。鋳槻穴は径 5mm深さ 3llllUで同心円状配骰。二次

的被火はないか。胎土は7.5YR4/6を坐し、石英 ・・艮石を多く、角I刈れをわずかに含む。

35もガラス小:lこ鋳拗）怜 端の部分。端部1廿弧からの復元径約20cmoFJ~j 別化は不明。 芯持ち孔は虹迎、 径

約0.5mm。一つだけ、下に向かってラッパ状に開き、下而では径3lilll¥になっているものがある。穿孔JI.

は弾力性があるのか。i)抒切＇くは径 5mm深さ4~ 3 Illill。同心円状配‘戦が甚本だが、 長方形の空白部分があ

り、その周囲の鋳盟グくの配説は独立したものになっている。この空白部分は、鋳型を鉄鉗ではさむため

のものと推澗 している。二次的被火の布無は不明。胎土はにぶい橙7.5YRH/4-を呈し、 投石，石炎

を若干含む。

図41は1が埴翰， 2 が弥生土-~, 3が石製晶の他は土師？伶である。
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1は埴輪片。円竹形の部分と、1ぶわれ、径は40cm程度と拙測される。外而タテハケ、内而ヨコハケ。土

師質ではあるが、硬質である。胎土は橙5YR6/6を呈し、 此石あ り、石英 ・赤色粒若干あり、 角閃

石 ・黒雲母わずかにあり。今回の欄査では稀少である。

2は甕片。口緑はヨコナデ。外面口緑下半にはタタキが残る。 ij¥Jlj部内而は頭部直下にユピオサエ残り 、

ョコナデ。胎土は翼褐2.5Y 5 / 3を呈し、イりl刈石多批、石淡；此石罪干を含む生駒西麓肥胎土である。

3は用途不明の石製品である。材質は良く分からないが、灰色大理石かもしれない。全体に平坦なlill

で構成されるが、頭邪上半の而は筋状のエ共艇が多く残り、凱部中位の面は研／科されている。他の而は

ややざらつく 。何かの栓のようにも息える。

4は直口甕形の製塩土器と考えられる。外面は二次的被火のためか荒れて罰照不明。 ド半は赤変する。

底部は明確でなく、 手むが平底である。内面は、口縁ヨコナデ、 ）阿部上半左上がり斜めナデ、下半

右上がり斜めナデ，底部はユピオ＋ヤ工。胎土は浅黄粒7.5YR8/3を旦し、石英を多く含む。微細拉

にはチャートも此られる。

5は小型壷片。訓整はヨコナデ。胎土は 5YR4/1を呈し、石英をわずかに含む。微細粒には黒糾．

母もあり 。南河内地域で見ると、小賊の烈砂のようにも見える。

6は小型壷片。乱＇（部があ改りしまらず、 g本のようにも見える。外而はヨコナデ。内而は剖1部下にユピ

ナデが残るが、最終閻監はヨコナデ。胎土は黄灰2.5Y 6 / 1 を呈し、湿和砂粒のない~1i1r 良な胎土。

7は直口砥II緑片。外面はヨコナデ後II粋文。暗文は辿続して往似するものもある。内1Mはヨ コナデ。

胎土はにぶい符7.SY R 7 / 4を星し、赤色粒をわずかに含む梢良なJltn:。

8も直口壺「I緑～訂郊片。口緑部は撤過痕の多いヨコナデが入り、いずれもなで上げる。外I訓はその

上に暗文。暗文は辿続して波状に往似する。剪憎11に1条0)杜'/方向の111砂文がわずかに残るが、訂綿はヨご

ナデ。内面は顆部にヨコナデが1条入るがその ドはタテユビナデ。胎土は浅黄橙10YR8/4~f窃n.r.::
YR6/6を品し、石英あり、赤色粒 ・E俎石若干あ りの梢艮な胎土。

9 は短頸壷口縁片である 。 外而は粘土接介痕を残しながらヨコナデ、その上に Illぢ•文" 11、」而は）科滅し澗

整不明。胎土は橙7,5YR7/6を呈し、赤色粒を含む粕↓しな胎十'..,

10は羽釜鍔部片である。外而は日コナデ。内面はタ テユピナデ後ヨコナデ。胎土はにぷい褐7.5Y R 

5 / 4 を呈 し '1り 1刈石・ 艮石 • 石災を含む生駒商麓旅胎寸．である。今11!Iの訓芥でIll上した上師悩羽釜は、

98%生駒西麓姫胎土である。

11は甑把手惰[IJャ。把手はユビナデ。その周間もユビナデだが、 一惰flそれをハケが切る。内而はケズリ。

胎土は橙 5 YR7 / 6 を呈し、赤仏粒• 石炎あり、 -!~1訂＇；干ありの梢良な胎工。

12は移動式磁焚L--1下端部である。外油iハケ、内町ナデ。下方に突出する縦）i向のタガは内而にヨコハ

ケをした後に貼られ、在送込むように外l面に達し、タテハケを設う。その内而ド端付近に棒状Jこ具を押

し当てたよ うな艇がある。）l合ートは褐7.5YR4/3を呈し、石英多く 'f_り1刈石 .it:fiあり,Iよ＼磁村：・赤

色粒わずかにありの生駒四麓照）j釦I::。今I日の間在で1-1-¥土した移動式盛は100%生駒両麗遥胎土である。

13は甕片。に1緑の残りが謳く 、似売径に不安あ り 。 桐撒はヨコナデのみ。 外而に菊＜煤附滸。 胎 —I::は

灰白lOYR8/2を品し、赤色粒をわずかに含む。

14も甕。外面は訂部にユビオサエ 1列、その後下部にハケ、批後に上部にヨコナデ。内面は、

コナデ、胴部はユピオサエ後右上がりナデ。外而は）1-f部以下煤附灼。内面は口緑部のみ煤附牙'f0 底部の

割れ方は焼げハゼのようである。Jj台土は褐灰7,5YR5/lを呈し、長石芯干、赤色粒わずかにあり。
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15も甕片。外面は、口緑ヨコナデ、 胴部上半は料滅するがハケ後ヨコナデか、下部はハケ。内両は大

部分ヨコナデで、下部にタテュピナデ。二次的被火の赤変あり ，内外而の一部のみか、破断面に煤の附

着する部分もある。胎土はにぷい賀橙lOYR 6 / 3を呈し、艮石若干、石淡わずかを含む。

16も甕片。外面は、口緑ヨコナデ、 ）阿部ハケ。内而はヨコナデだが、）属部下半にはユピオサエが残る。

胎土はにぶい橙7.5YR7/3を呈し、艮石をわずかに含む。

17も甕片。外而は同部にヨコケズリが入り 、上のヨコナデがそれを切る。内面はヨコナデ。内外而と

も煤附着。胎土は灰黄褐10YR5/2を呈し、此石をわずかに含む。

18も甕片。外而は即部以下にタテハケ、口縁から顕部『［下のヨコナデがそれを切る。内而は口緑ヨコ

ハケ、肩部ヨ コナデ。胎土は灰質褐10YR5/2を呈し、角閃石多く、石英 ・赤色粒 ・此石若干ありの

生駒西麓産胎..Lo

19も甕片。外而はほとんどナデだが、残存部下端にそれに切られるハケがあり、 胴邪下半はハケか。

内面はヨコナデ。Jl合土は灰黄褐10YR6/2を品し、長石を若干含む。

20 も甕片。外而は厠部ハケ， ,~,緑から訂惰I~のヨコナデがそれを切る。内而は日コナデ。外而から内両

口縁まで煤附滸。 胎＋．はにぶい如登10 Y R 5 / 3 を呈し ' :L~石・布英をわずかに含む。

21も甕片。外而は、）lfiil部上半にユピオサエ、顆部にはそれを切るタテハケも残存するが最終的にヨ コ

ナデ。胴部下半はハヶのみ。内面は悩表剥落激しいが、大部分はヨコナデ、下部はタテナデ。 胎七は灰

白lOYRS/2を品し、長石を郊干含む梢艮な胎上。

図42掲載の辿物は、 11~13の石以外は上師器である。

1は鍋把手部片。外面は、類部より上はヨコナデ、把手とその周辺はユビナデだが、胴部はタテハケ。

内面は把手の衷側にユピオサエが残るが泣終はナデ。胎土は浅翼橙を呈し、 況利砂粒のない料i'Jliな胎土。

2の器形は今回の製究では間照が共通するものが多かったので鉢とした。外111iは胴部タテハケ後口豚

ョコナデ。内而ナデ。胎上は浅甜橙10YR8/3を呈し、赤色粒，万炎をわずかに含む府'1↓・いな胎J.::.。

3も鉢片である。外而はJJI別部のナナメナデが頸都のヨコナデに切られ、口縁部のヨコナデのドに残る

ュビオサエは本来頸部に 1 列に並んでいたようである 。 内面はヨ コ ナデ。 胎土はにぶい才~1 5 YR7 / 4

を呈し、赤色粒若干、品石わずかを含む籾良な胎土。

4も鉢片。鉄鉢形で片口。三つの大送な破片をつないだと、臥われる補修孔が合計 6個辿存していた。

破片の接する部分で而片1::オ「l対してあけられている。閥整は外面にユピオサエが散在するが泣終は内外

面ともナデ。胎土はにぶい質橙10YR 7 / 3を呈し、 ;L{:石 • 石英 ・赤色粒を若干含む梢良なJj合ュ。

5も鉢片。内外ii'『とも磨滅激しくほとんど1闘整不明だが、口緑外而の音I)にミガキが残る。 胎土はしこ

ぶい黄橙lOYR 7 / 3を呈し、±如石 ；石炎をわずかに含む梢艮な胎土。

6は特異な口緑片であるが鉢と息われる。閻整はナデ。 Jj台土は明褐灰7.5YR7/Zを呈し、赤・"1.

粒•長石を若干、石炎をわずかに含む籾艮な胎土。

7も片口の鉄鉢形鉢片である。内外面ともヨコナデ。胎土は灰褐 5 6/2を呈し、石炎を含む。

精良な胎土ではない。

8も鉢片。外面は）丹滅するが粘土扱合痕を残す。内而は上半ナデ、下半ハケ。胎土は灰白7.5 YR 8 

/1を呈し、 石英布干と長石 ・チャートをわずかに含む。甘怜形 ・訓整ともに汎質である。類例を求めれ

ば和歌山県叫神IV辿跡上坑 1出上例のような底の尖る祉製鉢かも しれない。

9も鉢片。内外而とも ヨコナデ。 かなり小型である。 胎土は浅黄2.SY 7 / 3を呈し、品布をわずか
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に含む精良な胎工。

10も鉢。外而下紆IIがケズリの他はナデ。内証下半にllf1文。胎土は浅黄2.5Y 7 / 3を呈し、艮石あり、

石英若干あり 、チャート，赤色粒わずかにありの籾良な胎土。

11は砥石と して使用されたと、思われる凝灰岩である。断而三角の柱状であるが， 一番大送な平坦而に

敲打痕と擦痕が残る。擦艇は細く鋭く 、金属器によるものと思われる。磁の可能性のある削り出しの段

上から出土したが、被火の痕跡はない。

12は敲打痕のある砂岩である。図中央と左対蹄IHこ敲打痕。右側の細い部分は手に趾るのに合う。

13はタタキ石と，思われる砂岩である。桁円球状を呈するが一ヶ所凹而があり、そこに敲打艇がある。

また、図左の点線より左ドは煤が11(-J約する。

図43掲載の辿物は、 29・30の石以外は額恵器である。

1は坪蓋。外而は天:n秤lllbllil底ヘラ切りで粘土塊附滸。その外側に回転ヘラケズリ1条入るが口緑か
の回転ナデがケズリしこまで及ぶ。内而は回転ナデ後天井部中心に一定方向ナデ。/J台土は灰白N7/0を

呈し、黒色粒， 石英若干含む。

2も杯釜。外而は、 天井惰[Iは中心熊馴整、その周11]は回転ヘラ切り後、部分的に棒状工具による不定

方向の強いナデ。天井部Jml刑同転ヘラケズリ、下部は回転ナデ。 1人」面はlnllli.i:ナデ後中心t:一定方向ナデ。

外面口縁の一filSに自然釉かかり、 その中心が発泡。その部分を上にして焼成か。Jj台上は灰白N7/Qt.J

呈し、 石英・ 騒石料干あり。

3も坪蓋か、ただし、土11酎器杯形の均頃の可1Iほ性もある。外而は、火井噌111:r.;[111辰ヘラ切り、イ本msは同転

ナデ。内面は1同Ill伝ナデ。 イ本部は灰白N7/0を呈し、石英 ・11石を含む。他のものと比べ、やや悩巡カ

薄く、 蓋か身か判断しにくいこの剖式は少数ながら存在している。

4も坪蓋。外1(りは、 天4中部皿転ヘラ切り後軽くナデ。イ本部は同転ナデ。1本部一部分にのみ降灰痕あり 。

内面は回転ナデ後天井部一定方rwJナデ。胎上は灰N5/0を星し、黒色粒 ・右淡あり、蛉石わずかにあ

り。石英粒は比較的大さい。

5も坪蓋。外面は天井部回転ヘラ・り）り後粗いナデ。 イ本秤「Iは1-・半同［転ヘラケズリ後回転ナデ、下半は111I

転ナデ。内面は回転ナデ後天井部に一定方向ナデ。1二！緑の一部、内外而に媒附滸するが、外面の方が範

囲広い。胎上は黄灰2.5Y 6 / 1を呈し、石英.l{石・白磁母あり 。

6は蓋坪身。外而は底部回転ヘラりJり、他は回眼ナデ。 内而は回転ナデ後底部に一定方向ナデ。底部

外面にヘラ記号あり。受け部外而に一部自然釉かかり、そこから受け部梢いに左右に釉だれが走るため、

底部を上に して、頻斜した状応年で焼）成 した出が分かる。胎土はN6/1を品し、訊色粒若干、此石わず

かにあり 。

7も蓋杯身。外而は、自然釉）駐くかかり発泡するため不明確だが、底部1叫転ヘラ切り、粘土塊llf.J'がr,

他は回転ナデ。内而は同転ナデ後底部に一磁方11-fjナデ。胎土は胄灰 5PB6/1を品し、よし＼色粒多し，

石英・長石わずかにあり。

8も蓋坪身。外而は自然痢11厄くかかり発泡し潤照不明。内而は1且l転ナデ後底部一定方向ナデ。胎土は

灰N5/1を呈し、 黒色紋あり 、石英 ・・艮石粕干あ り。

9 も蓋杯身。 外而は底部回転ヘラ •切り後屈くナデ、粘土塊 ll/,J冴り、植物器痕あり 。 内而は回転ナデ後底

部一定方向ナデ。 胎土はオリ ープ灰5GY5/1を呈し、臥色粒あり、石淡合長石iや「あり。

10も蓋杯身。外而は底部回転ヘラ切り後粗いナデ、他は1回転ナデ。内面は回転ナデ後底部に一定方向
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ナデ。底部に内而からの打撃による焼成後穿孔がある。胎：ヒは灰N6/1を呈し、石英 ・品宕若干あり 、

黒色粒わずかにあり。

11も蓋坪身。外面は、底蹄回転ヘラ切り後湘lいナデ、 1本部は回転ナデだが受け部外側を細くヘラケズ

リ。内面は回転ナデ後底部に一定方向ナデ。Jj釦土は/,kN5/0を品し、此石若干、石拠わずかにあり。

12は坪蓋。外面は口縁と、つまみとその周辺に同転ナデ、そのIJ¥Jに回転ヘラケズリ 。内而は回転ナデ

後天井部に一定方向ナデ。 外面には小さく「mJ 字形のヘラ記り•あり 。 胎土は灰N5 / 0 を呈 し、舟Flい

石英と長石あ り、品色粒若干、チャートわずかにあり。

13も杯蓋。外而はつまみを欠くがその周辺と口緑はヨコナデ、その冊に回転ヘラケズリ後回転ナデ。

内面は回転ナデ後，天井部に不定方向ナデ。II年土は梱表灰NG/0、破断面赤灰lOR5 / 1を呈し、黒

色粒あり、石英 ・屈石わずかにあり。

14は坪身。外而は、底部l同輛ヘラ切り後、中心を一俎方向の利．いナデ、周囲を粗いヨコナデ、粘土塊

附着、屈曲部は同腕ヘラケズリ後回転ナデ、イ本作l出は回転ナデ。 内面は回転ナデ後、底部に・定方J!.fjナデ。

外面底部にヘラ記号あり 。胎土は行灰 5BG/ lを呈し、石炎芯干、長石 ・黒色粒わずかにあり。陶邑

産か。

15 も坪身。外而は、 1底部回転ヘラ切り後枡いナデ、 屈皿部は 1叫伝ヘラケズ リ 後 1汀ill~ナデ、イ本部は同転

ナデ。内面は、回転ナデ。胎土は灰白N7/0を呈し、黒色粒 ・右英わずかにあり。

16も坪身。外面は、底部回転ヘラ切り後削llいナデ。1本音JI下半l百I転ヘラケズリ後軽いナデ、イ本部l:..半回

転ナデ。内面は回転ナデ後、底部一定方向ナデ。底部外而にヘラ記号あり。外而全而に碑く降灰痕あり 。

胎土は器表灰N5/0、破断面灰赤2.5Y R 5 / 2を盈し、石英 ・艮石若干、黒色粒わずかにあり。

17 も坪身。外圃は、底部回転ヘラ切り、屈曲部匝Ill庇ヘラケズ リ 後 l~I 転ナデ、イ本部町1転ナデ。 内而は、

回転ナデ後、 底部に一足方向ナデ。胎土は灰N6/0をblし、 fも石・よし＼色粒粒干、石淡わずかにあり、

その粒は比較的大さい。

18は諒口縁片。内外而とも回転ナデ。波状文は単．条。内而に降灰痕あり 。胎土は、怜怜表）火N6/0、

破断面赤灰2.5Y R 4 / 1を品し、石英若干、艮石 ・角I刈石わずかにあり 。

19も腺口縁片か。内外而とも同，ll屈ナデ。胎土は灰1.'.::12.5Y 7 / lを呈し、石炎豹千、長石 ・晶色粒 ．

石英片岩わずかにあり。

20は腺胴部片。外而JJI川部下半が同転ヘラケズリの他は回転ナデ。即部内面絞り痕残る。外而訂部降灰

痕あり。胎土は器表胄灰 5PB5/l、破断面灰赤!ORG / 2を呈し、石哭多し、長石若干あり。

21 は壷胴部片。 外而は',~舒I~回転糸切り、そこから）1 J~} I汀下まで回転ヘラケズ リ 入った後上から胴部中

位まで回転ナデ。内而は回転ナデ、底部に枠状工具によるップシ入る。胎土は明胄灰 5PB7/1を出

し、黒色粒• 石淡 ,;J;そ石を粒干含む。

22は短頸壷口縁片。内外面とも回転ナデ。胎士は灰N5/0を旦し、馬色粒あり 、石英 ・，艮石若干あ

り。あまり類例のないに1縁形限である。

23は短頸壷片。内外画とも回転ナデ。外而訂部下端に沈線1条。）l台土は秤灰5B 6 / 1を呈し、長石

をわずかに含む。

24は横瓶。外面は、大部分回転ナデ。側而区1の左側にはナデ前にタタキとヘラケズリ。右(J)粘七板で

閉塞した方は、粘土板の接合部周辺に回転ケズリ、その内側はナデ。内面は回転ナデ。即部も回転方111J

は異なるが内外皿とも回転ナデである。右の正而圏の左半がまだらに黙変しており、頻蹄も縦半分に黙
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変。寝かした状兄かで焼成か。胎土は灰N7/0を呈し、黒位粒あ り、石炎・此石船干あ り。

25は鉢。外面底節が回転ヘラケズリの他は回転ナデ。 外面下半一部に煤附滸。胎；I:: は灰lOY6 / 1を

呈し、黒色粒• 石炎，長石あり。

26はこね鉢片。憫監は恒IIIはナデ。口縁端郊上而から外而に自然釉粒状にかかる。 JJた土は灰N6/0を

呈 し、黒色粒 • 石英 • 長石あ り。

27は甕片。襴撒はほとんど回転ナデだが、類部内而にヨコナデ残る。外而に自然釉、内而lコ縁J.:.半に

降灰痕。胎土は器表灰 5Y 6 / 1、破1祈而赤灰2.5Y R 4. / 1を呈し， ↓も石若干と、黒色粒をわずかに

含む。

28も甕口縁片。内外而とも 厠輯ナデ。 外而に陥灰痕。）j台土は野灰5BG6/lを呈し、黒色粒あり 、

長石若干あ り。

29は凝灰岩の一種か。半透明の灰色で、肉眼では納品は兄えない。厭礫面にはまばらなク討しと板状の

節理が見ら れる 。 ガラス • 石拠からなる礫を判灌もしている 。 もともと畑瓦状の形を一部剥 1~m して監えて

いるようにも兄える。

30は和泉砂凶か。似l下辺は折れ。似l中央の直iと、似l左の面の右半が研）列されている。図右の左下の凹

部も人工の可熊性ありか。

小結 建物群は、切り合い上、溝群に後出すると見て間辿いなかろう。また、辿物同士の爪複が少ない

のも特徴である。わずかに 3一辿物 5が切り合いから 3一辿物 6より前であるmが分かり、方向性から
3ー建物4と共に他の建物と料'1!ft,Y,のILi」の時期にある可能性が強いのと、4一柵列 2が滞辟に併行する11J

能性があるのみである。

3 -376住居も、廃絶後、）弱梨土坑に転用されている↓Jr. からすれば、建物辟存続期1111の前半期に位"ii"i:

付けられるかもしれない。

ならば、 その存続期Ill]はと考えれば、 3 - 376住居の辿物が飛、I,~ ll 期にまとまり、切り合う汁IN悴 と II寺

期差が見られない県と、数少ない柱穴M・I土土樅がそれと矛｝百ない事のみならず'.t.部他含,~1 で飛，鳥 rr 翡l

以後、飛鳥後半に確定できる辿物がなく、この而の奈良時代の辿構が、平城店I期頃に位性付けられる

事からすれば建物／悴は先行する料闘革と土器形式上は認のない飛島n期の中に収まる短期Hりのものであ
ると考えられる。

(5)飛烏時代 土坑．柱穴・ピッ ト・炉

4 面飛鳥時代の辿構のうち、溝と建築物 1具1辿以外の辿構をここで述べる。その多く は辿棉の性格を 4→•

定する事は難しく、また、切り 合いも乏しい。しかし、ガラス小玉鋳型 ,,fA/lの羽IIなどを出士するもの

や、埋土に炭化物肘を持つものなどは、エ栽牛殿施股の痕跡である可能性が考えられ、副代地をそうい

った生産のエリアであるとするならば、辿物群と時期的にも謁係が深いと拙測でさる。

3 -182炭化村［物辿体集租 02-1トレンチ南巡i(-'tいで、4 J音枷II判中に 3-158溝の下付近から検出され

たものである（区113)。細片化し、やや炭化した梢物辿体の集釈がJlll状に検出され、その中から辿物カ

出土した。本来は 4面のなんらかの辿構であったと息われるが、平皿形などは確認できず検/JI地点を記

録したのみである。 3- 158i!I\~ との切り合い関係も不明である。

退物の組成も（表23),他の飛，1ふ時代の辿構と比ぺ，特に特徴はないと百える 。 1~1 44.にはりlilllJ可能な

遺物から時期を示すのに必汲なものを選んで1図l示した。

1は土師器坪である。 外而は、 上半ヨコナデ、下半はユビオサニ後、左下がりの机く堀いナデ。内而
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はヨコナデ後lltf文。外而は1図点線部分に煎＜煤附粕、内而は点線部分に熊げたような炭化物が附約しそ

の上にも薄く 煤llfJ滸。内外而の煤附滸位i代は同じである。灯明llllとして使用されていたか。胎土はにぶ

い黄橙lOYR 7 / 3を呈し、石英郊干を含む梢良なJj釦Lo

2は須恵器杯である。七価枇坪形と甘える。外而は、底部不定方向の粗いナデ、植物茎の圧艇あり

粘土塊附着。イ本名IIは回転ナデ。内面は1i:r1r1底ナデ後、底部一定方向ナデ。胎上は灰N6/0を呈し、m

石英若干、黒色粒わずかにあり。

3は土師器甕片。外面はヨコナデで、残存部下端はタテ）ヽケ後ヨコナデ。また、接介しないが同一個

体と思われる破片にハケが残るので、基本的には）ヽ ケ烈どかと拙測される。内而はヨコナデ。)J台上は灰褐

5YR5/Zを呈し、長石わずかにあり。 内外面だけでなく 、破断而にも煤附硲。

4は土師器移動式盛の把手から焚11にかけての破片。外而は茄本的にタ テIヽケ、 把手と焚口口緑のみ

ナデ。内面ぱタテの突僻が付く 。ョコハケ後ナデ。しかし、突1Hrはヨコハケ後Jliliり付けだが、突：『の ＇→

にもハケ残る。また` 最I]離した突幣の裏面にはタテハケが比える。胎土は灰褐7.5YR5/2を呈し、

石英多し、 長石 ・角I刈石ありの生駒V叶麓照胎 1こ。

5は土師器把予付き鉢片である。この口緑で把手が付くのが判明した数少ない例である。外而は、 I: 

半 ヨコナデ、 下半ヨコハケ後まばら I~

ョコナデ。内而ヨコナデ。内面の下半

には薄く煤附約。）］台土は浅貨符lOYR

8/3を呈し、 赤色粒;~ も行わずかに

ありの精良な胎土。

以上のものを凡ても、大体飛、島時代

前半の時期と息われる。

3 -483土坑

（固45・46・表

24) 02-2ト

レンチ西半の東

側、 3ー建物 6

の北隅の北側に

位置する。後批

の堀田の底部に

あり、かなり削

平を受けている

と考えられ、 図

45の断面図の1

を井筒の抜送取 ．， 

り痕のよう なも `• 

のと見れば井戸

の可能性もある

が、弥生時代の 図44 3 -182炭化植物遺体狐積出土遺物
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確実な井戸が、浅いものでも底がT.P. + 12. 8mに遥しているのに比べ40c〇＼は浅く 。衷込め地土となる

べき断面図の2もプロック土がなく 、炭化物の多い）杓で、井戸とするには疑間が残る。

平面形はやや形の不整な隅丸方形のようで、酋側に小さい突出がある。 地土上而で断而隠lの1の切り

込みが見えなかったが、これは 3- 2 )1'•'i の沿き上げによる上面の乱れのためである。

遺物の出土状況は散没で、土坑底に付くものも多いが、 浮くものもある。大きな破片も多いが、桜合

後の完形率は悪く、 削平を考えてもこの場で割れたものが多いとは凪えない。

出土遺物の棉成を見ても、弥生土甘怜は比較的少なく 小片で、 3 -376住I日と同じような廃狼土坑の特

徴が出ているようである。土師器の羽釜がかなり多いのと組恵器杯がやや少ないのが日立つ。瓦以外は、

時期的には飛恥時代前半に限定で送、飛，鳥Il閥）と見るのが妥当か。

実測可能な辿物を図46に図示した。

④
 

、
3

A

ー

ク゚

(・1:0は1:閥取り /:If笛*>

↓
 

↓ 止戸 I~. 6m 

1、オリープ灰5G Y5/! シルトのプロッ外IJl ;:./Jl(t4~ 、Ji •J 、 :/Jlt1H,f'あ り ．
2、オリープ灰5G Yn/1シル I・、tn砂あり.,, ヤ』に褐灰IOYR,1/1:, ルト（植l力選休？）、
炭化物多し。

固45 3 -483土坑出土状況 ・断一

。 (S 1/20) o. 6t11 
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1は須恵器坪硲片。つまみを欠失する。天井部の外而が同転ケズリ、内j(Liが一定方向ナデの他は1回転

ナデ。上面ぱ薄く降灰痕あるが、一部口縁と同じ径の弧を成して降灰のない部分があり、爪ね焼きの痕

と思われる。胎土は灰N6 / 0 を呈 し、石~; 及石粋干あり 。陶邑旅か。

2は須恵器杯。外而は、）氏部回転ヘラ切り、その周批1回転ヘラケズリ、体綿は回転ナデ。内而は匝Ill底

ナデ後、底部一定方向ナデ。 胎土は灰N6 / 0 を呈 し、此石 • 石英芳干、黒色粒わずかに含む。石英沿'

は極粗砂大。

3は須恵器狐胴部片。:1..::,贋壷か。内外面ヨコナデ。外而上半には降灰痕。胎土は岱灰 5B 5 / lをE.'1

し、 長石あり、石炎*'汗あり、煎色粒わずかにあり 。微細粒には1り1刈石もあり、石川流城厳ガ。

4は須恵質丸氏片。上面はミガキ。下面は布目 で端から端而にかけケズリ 。胎土は灰lOY6 / 1を昂

し、石英多し、長石わずかにあり。蒋い瓦であり、飛い時代前半とするには無理があるかもしれない。

ただ出土位骰が断面図lの1の範曲であり、これが後世の辿構とすると混入の可能性もある。

表24 3-483土坑遺物破片数集計翌

大別 橿別 硲樟員 型武・郡1ll硫片勒 細別
破片皇総数 破片化 ％ 研片粘 ％ ％ ％ 

土器 ・陶磁昔 466 SIJiS. "L.U ~.3 6 25.0 タタキ 2 40~0 
12 60.0 m口壼 1 8,3 

1 9.0 

1.:t.Bi闘器 372 79.8 38 102 
I~ 84 22.6 R~ 午開n I 1 tfillfj_ 

38 10.2 
nヽ 27 7.3 RillせI 3 11.1 
；皿印 89 23.9 孤 2 2.2 

隣恵雅 74 16,9 48 64.9 

1~ IB.9 ,.,. ...... 4 28.ll 
14 lfl,9 ll形武 4- 28 6 贔 1 25.0 

“ 3 7!l.O 

llI形式 3 21.4 l'J 3 100.0 

その他 /il, ； :;I]_ 2 ~i lU'/!f 2 

不 ?L1 ::i-lllll品 2 閲1ビ 21 
mill 1 石 23 

コ 2

3
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図46 3 -483土坑出土遺物
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5は土師器窃杯材部片。口緑の残存は悪く、 fは元径に不安がある。内外面ともヨコナデ、 内面は後II行

文。胎土はにぶい鉗橙lOYR7 /2を呈し、石英若干ありの粕良な胎土。

6も土師器窃杯身部片。外面はヨ コナデ、接合部の段より下のナデは粗い。内而は右上になで上げる

ョコナデ後昭文。兄込みに放射状陪文を切る円弧の1111文がl木のみ残存。）l台土は灰白10YR8/2を凸』

し、 長石 • 石英をわずかに含む籾艮な胎工。

7は土師器高均湘1部片。外面はナデ。内面は、脚柱部は紋り痕残り、裾邪タテユビナデ、裾端部ユビ

オサ工。 ユ ビオサエ部分に布且状圧痕が明確に残るが、本米糸の庄痕となるものが反対に r~である。且

解不能である。jj台上はにぷい賀橙lOYR 7 / 3を品し、長石わずかにありの籾艮な胎七。

8は土師器坪。外而は、底部不定方向ユビナデ、イ本部下半斜めユビナデ、上半ヨコナデ。内而はヨ

ナデ後暗文。胎土は浅黄橙7.5YR8/3を呈し、石英を豹干含む梢艮な胎；I::。

9は土師器甕片。内外而ともヨコナデだが、内而顆部より下にわずかにタテハケ残る。胎；I::はにぶい

黄橙lOYR 7 / 11 を品し 、 ↓も石 • 石英若干，角l刈石 ・チャートわずかに含む。

10は土師器羽釜句片。内外而ともヨコナデ。胎土はにぷい貨褐10YR4/3を呈し、角閃石多し、長

石・石英若干ありの生駒西龍産胎ェ。

11 は土師器鉢片。 外而は 1コ縁ヨコナデ、 HI~部斜めナデ。内而ヨコナデ。Jlti」:.（よ橙5YR6/6を呈し

石英・長石 e赤色位を若干、チャー トをわずかに含む梢良な胎工。

12は弥生士岱片。鉢底部か。外而）設部の凹而はユビナデ、その周囲は台に桜していたか平坦である。

底部側面はユピナデ、それより上部は閻整不明。内而は）氏部にユビオサエが散在し、それを切って斜め

ナデ。胎土は質褐2.5Y 5 / 3を呈し、角I刈石多し、此石ありの生駒四麓産胎ェ。

3 -687士坑 （脳147・表25) 02-2トレンチ京半の中央付近、 3ー建物11屎隅の南側で検1-'-1。3J¥'1掘

削中、この部分は 3-2Jf1の彩秤で4狐iが激しく凹凸していたため｀深めに枷削していると、 1叉117-1 

のガラス小玉鋳刑片が出：：I:: した。ひぴ胄けれていたが、分離はしていない状況で、水平な状秘局で出土し、

周囲に炭化物）~iが検出 されたので、 i趾梢内の可flほ性が強いと 考え、 4 Jillを籾介したと ころ、 この土坑か

検出した。鋳捌が 1—II上したのは辿構断面図の一つに分かれた 1 の府の間、 2の上i瓜である。

遺構の切 り合い1'.1りには、3一建物11の柱穴が切る 3-689構を切っている 3-686ピッ トを切っている

ので、建物と共に 3-6897:, 閑より新しい とは百える。辿物の出士状況からも本来はも っと探さがあった

のは確実で、 1祈而図の 1の）1-<': 化物）¥]も厚くあった可能性が強い。炭化物府内から鋳慰片が出；kするのは

4 -150炉の炭化物）けから胤IIの羽口片が出土しているのと共通性があり 、この土坑も鋳造などのエ苺生

産関連の炉下邪構造である可能性がある と考える。

出士遺物は、鋳型以外は小片が多く、少数だが、粘土塊と礫のII¥上が注目できる。粘土塊は軽く 火を

受けた、径 :;lcmほどの不整形なもので、スサは胞められず平坦而なともない。礫はみな中牒サイズの自

然礫だが、 被火痕跡のあるものや、石英片岩がある。

実測可能で図47に掲戦で邑た辿物は 2点のみである。

1は最初に出土した；I:: 師質ガラス小来鋳型片である。今回の間査で出土した批大の破片で、全団で見

ても、ガラス小歪鋳製の破片としては布数の大8さと思、われる。芯持ち孔は打迎し、径約0.5mm。鋳捌

穴は径 5mm、深さ 3~411rn1eナデがあるよう に、也，われるが、 二次的被火か悩表は荒れる。胎土は橙7.5

YR6/6を品し、宕英 ・・長石あり。微細粒には晶誤母もある。

鋳型穴の目~tilから 見れば、鈎製の 「,-,心が残り 、端部近くまで残存していると、臥われる。その配訊から、
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他の破片で同心円状配骰とした鋳型穴の配趾が、本来は媒旋状の配低であると!(~測でgる。ただ、本品

の配置は中心付近でやや乱れがあり、外側でも部分的にずれる鋳裂穴がある事から、正確な削付がな力

ったようである。また、図の左側にある方形の空白部分は、 3-376住屈祖土例（図40-35)にも兄ら

れた、鋳型端部の品方形の穿白部分と考えられる。その周辺の鋳製穴の配t府が独立している月f.も共通し

ている。そこから拙測される鋳照の径は21~24cm程度か。ただし、鋳捌穴の配mがやや桁円を示してし
るので、この径ば艮径である。

2 は須恵器甑片と思われる 。 内外而とも 同転ナデ。 胎土は灰N 6 / 0 を呈 し， Lを石 • 石奨若干あ り。

石英粒は粗く極粗砂火。

3 -707士坑 （図48~50・表26) 02 -2トレンチ東半で、3一廷物11の北li1'lJ」じ側に位氾［する。1-H康しこ

は3-708土坑が隣桜する。平而形は、南東側が溝状に仲ぴるが、それ以外は北西側が三角形に突出す

る、細長い五角形に近い形と甘える。↓1lli庸方向はおおむね 3ー建物11とll!jじと兄て民かろう 。

上坑底にピットなどがある可能性を考慮しで版で検出した凹部にも辿構帝りを扱って掘削したが、い

表25
..J... 別

王•
％ 

俎 量
その

9
8
0
c

誌
I|
1
1
x

l LL..±I :i, 5111 

(:; 1/ ~) Q, 6111 

1、炭化物のみ。

2、灰N4/0シルト.f!l!IP t'!・l-,P, I)、オリーブ灰riGYfi/1シル トリ9
小プロックわやか1こ Ii,~.

3、2に同じ、たtどし、プロッ，，，多し．

固47 3 -687土坑平面・断面、出土追物

で打― T『C'r一了「

~ , 
。

り』

(5 1/•1) LO cm 
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ずれも極めて浅く 、地土も独立せず、単なる底部の凹凸と見て良いものである。

図49の断面図で見ると、 2の上而の11』部に 3・4が堆戟している。1はプロック土で人為的埋土の可

能性が強い。2は辿物をあまり含まず、 J:.而に辿棉状のl!!.I部がある祖から整地土の可詭性がある。2の

上面の状態を復元的にすf1rn軋すると 、 底而で検出した626• 818土坑の中心あたりに二つの浅い凹部があり、

それが 3で埋まり、南の凹部ではその東に溝状の凹部があり、それが4で埋まったと思われる。辿物は

3・4の層に集中し、 4には三つの源い炭化物）汀がはさまるのが注目 される。

二つの凹部の上になんらかの構染物があったと考えると、枷と炉がセッ トしこなった施設の下綿構造で

ある可能性も あると息われる。

出土遺物の糾成を見ると、土師悩で羽釜 ・鉢が杯 ・訂杯とほぼ同じ破片数と窃率で、須恵怜では砥の

比率が高いのが目立つ。弥生土伶鞣が少なく、 土器全般の完形率がやや低いのは、廃染土坑に転用された

特徴を示すと息われるが、潤蝿具の比率が盛いのは炊rff.場所が近い出を示唆しているのだろう か。他に

はガラス小玉鋳酋げ片の出上が見逃せない。時期的には飛、島時代前半に限定でき 、飛、鳥II期としてもおカ

しくない。

医50には実測可能な辿物を掲載した。 1~4は狽恵棉、 5~11は土師器である。

1は杯蓋片。溶滸する破片はほぼ同じ大きさの坪咄品の破片と思われる。内外lifiとも回転ナデ。 胎土は

灰白N7/0を品し、黒色粒あり，此石わずかにあり。

2 は蓋杯身片。 外而は自然釉かかり、}~研ISでは発泡するため欄整不1月、イ本部は回転ナデ。内面は1叫伝

ナデ後、底部ー・定）i向ナデ。胎土は灰N5/0を呈し、此右；石必が("f・あり 。

3は坪身片。外而は， J氏部同転ヘラ切り後粘土塊附滸、 Jifl1111部に同転ヘラケズリ、 1本部は1叫伝ナデ。

内面は回転ナデ。胎土は灰I土IN7 / 0を呈し、 ;L.t;:石あり、右炎 ·III色粒~·r+あり 。 石英粒は粗く梃粗砂

大である。

4は甕胴部片。/Ji11J部土半か。外而は、カキメの下に残るタタキは全てカキメとTT't交。内而のタタキi

上にゆる＜ナデ人る。 胎土は明守灰 5PB7 / l を塩し、石英• 長石わずかにあり 。陶邑雌か。

5 は高杯身音II~「。内外面ナデだが、内面はやや）科滅し、 11;ぢ•文の刈撒は不明 。 ）I年土はにぶい質橙lOYR

7/3を呈し、i如:了・赤色粒．わずかにありの精艮な/J年1こ。

6は鉢片。外面は「l緑一拇i部はヨコナデ。イ本部はハケ後ナデ。 内而は口緑ヨコナデ、/Jl11j部Iヽ ケ後ナデ。

胎土は黄橙7. 5Y R8 / 8 を呈し、 •長石 ・ 赤色粒をわずかに含む梢良な）l台工。

7はガラス小］樟炉利の緑辺部片。芯持ち孔は虹通し、径約0,50llll。鋳塑穴は径5mm、深さ 2mmで、「ii

心円状配置というには乱れがあり、図の下端あたりに空白部分がある可能性がある。二次的被火で器面

荒れ、色調も下面から上而の端部沿いまでにぶい褐7,5YR6/3で、 上而の大部分は1月赤褐 5YR5

/6を呈する。上而が酸索の供給が良い環培か。胎土は石英・赤色粒・角I刈万あり。端部のIーリ弧から、

径19cm弱ほどに似売できる。

8もガラス小玉俯製片。鋳塑の緑辺部の破片である。芯持ち孔は1閃遥し、径約0.5mm。鈎撒穴は径 R

mm、深さ 2mmで同心円状配'i位。二次的被火で器而荒れる。位間も下孤iからクII,国はにぶい黄橙lOYR 7 / 

3 、上面は浅樅橙7,5YR8 / 1 を呈する。 胎土は長石• 石炎砕干あり、端部の1サ弧から拙測される径

は約20cm。

9もガラス小玉鋳型片。、も持ちfしは買通し、径約0.5mm。鋳即穴は径5mm、深さ 2呻で同心円状配似。

二次的被火で怜面荒れ、色憫も下而から上面端郁沿いまでにぷい橙7.5YR7/3、上而の大部分は明
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赤褐 5YR5 / 6 を呈する 。 胎十．は角 1対石 • 石英 ・ 赤色粒あり 。 ~11rn11 の残存少なく 、 径復売不能。

10もガラス小玉鋳型片。芯持ち孔肛通し、径約0,5mm。鋳型穴は径5mm、深さ 4~3闘で同心円状配

置。二次的被火の有無は不明。上面の一部にハケ残存、 他はナデ。胎土は、明褐7.5 Y R 5 / 6 -flt刃灰

黄2.5Y 4 / 2を呈し、石炎 ・品石あり 。

11もガラス小玉鋳裂片。芯持ち孔は直通し、径約0.5mmo鋳渕穴は径5躙、深さ2mm。下rf:i:iに焼き）

ゼあり 二次的被火か。胎土はにぶい褐7.5Y5/4を呈し、？凡和砂粒は懃められない。

3 -708土坑 （岡51~54・表27) 3 -707土坑の南米に隣接し、平而規校や艮Ill1h方向もほぼ同じとuっ

て良い。埋土も、 7::に辿物のあまり入らないプロック ：：ヒ（図52断而図の 4・5),上に炭化物を含む）\'•') 

表26 3-707土坑(818土坑含む） ＿遺物破
... 鴻..-
匹一n 心

1大別
訟切
flll別 術'~l!I 型武・ffll1ll破片粘 細別

破片粘 ％ 碑片獣 ％ ％ 破片党 ％ 

土器・陶磁器 232 弥生 18 7.8 II 1 5,6 タクキ I 100.0 
1 5,6 屯駐西~R 1 100,0 

t-1• 1 5.6 
土師器 19:J 8:J,2 17 8.8 

彙 27 14.0 
2 1.0 
38 19.i 

w 25 13.0 
• llll ll!O 34 17.6 
lit!/ 6 3.1 

須恩甜 21 9.1 5 23.B 
11 52.4 fY!IJi 1 9,1 

ヽ 6 23.0 1f1I試 2 40,0 黛 ~ 100.0 
皿形式 2 40.0 I ti- 1 50.0 

聾 ， 50.0 
その他 七 a 

コ 1

＼ ＼ ＼ 

_[ニ -L--L- さ--~/ 
・/ 

‘ 、 -~ ,;ク' u

図50 3 -707±坑出土遺物（土坑底の818土坑出土も含む）
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（断面固の 2・3)があるのも似る。両宅rの切り合いは、撹吼のため必ずしも明確ではないが、 3-707 

土坑の南東溝状に突111する部分が3-708士坑を切るようである。

断面図の 4の上而は、南北方向では北側が、釆西方向は西側が一段下がるのは分かるが、独立したl.'.!:I

部は確認できない。また、このJ1viはシルトに府機物が多く ilもじる附だが、その有機物は細かく分解した

植物遺体のようであるがまった＜炭化していない。府内下半にある小プロック以外は極めて洵汰が1知

水成堆積で、 いかなる条件で形成されたものか疑r~n なところが多い。

3 -707土坑より、 その性格を必えうる条件に乏しいと口える。

出土遺物では｀ほぼ完形に近い土師器甑が南東I偶で、その場で割れたような状況で出 —K したのが注 Fl

できる。土刊Jjl(,闘甑は閻森区全体でも批が少ないので、この 1個体は特異である。その他、十．師梱では鉢

の破片数が:iffill類の破片数を凌駕するなど!l/i'1JJ~I! 」しの比率が窃いのが注目 さ れる 。 この状況を［しれば、 ＿， ．

坑自体は廃染上坑に転用されているのであろうが、ほとんどこの周辺に炊~J r.場所があったと考えても艮

いと思われる。しかしまた、ガラス小下鋳盟｝＇［だけでなく、棒状土製品や焼」：：塊等、エ共生旅栂係の辿

物もあり、 辿構の性格を考えるにこれも無視で送ないものである。

図53・54では、実測可能なものを諮げた。1又15:1-l ~ 7は狐ぶ器， 8・9は焼土塊、10~24-と似154-

1・2は土師器である。

1は杯蓋である。外而は，口繰と、つまみとその）;'1) IJNは1可転ナデ、その間は!illrl屈ヘラケズリ。内面は

回転ナデ後天:1 1 ·-i11s を•定）J.I月ナデ。上面は1倫）成1i'.£があるが、 2ヶ所 (I叉lの点線内部）降）火のない部分カ

あり、同じ法址のものを煎ね焼きした痕跡と考えられる。胎土は灰7.5Y6/lを呈し、黒色粒をわず

かに含む。

2は杯身。外・1前は、J氏邪無濶吼伶、屈曲部に1叫底ヘラケズリ、 イ本部は同llli;ナデ。内而は1可転ナデ後、底

部一定方向ナデ。版部外而のヘラ，氾サは残存部分だけで凡ると焦の絵のようにも見える。）]fl上は）及N4

/0を呈し、 石災あり、 1-$;石粋下あ り。石英粒は粗く樹粗砂大。

3 は杯蓋片。 外 1(1[ は天井1~IS IITI 転ヘラりJ り、その周皿 l!l! fl底ヘラケズ リの後、 全 1 rii l『I ll応ナデ。 内而ば同転

ナデ。 胎土は灰NG / 0 を呈 し、黒色粒 • 石英 ・此れあり。

4も杯蓋片。外l面は、 天：Jl'.{111回転ヘラりJり、 liI¥I川部1叫転ヘラケズリ後l旦ill伝ナデ、 1本部同転ナデ。内而

は回転ナデ後天井部不定方1i1Jユピナデ。）]f; 土は灰N6/0を基し、石英わずかにあ り。

5も坪蓋片である。3・4より II径小さい。外而ば残イf；部上端回転ヘラケズリ、 イ本部は回転ナデ。

内面は回転ナデ後天~ ,噌11~ J,ii方 1 i ,J ナデ。 ）l合七は灰N6 / 0 を止し、馬色粒あり、石炎・ 長石わずかにあ

り 。 石英粒は沐~l く板粗砂大。

6は甕片。外而は頻部より 上もタタキ残存、後同転ナデ。内而は府部にユピオサエや接介痕残るカ

回転ナデ。口縁端部から 11、j 而 拇＇（部まで降灰痕あり 。 胎土は灰N5 / 0 を呈し、 ~1lい石英あり 。 微細粒に

黒雲母もあ り。

7も甕片。外而に残るタタキはカキメにITT交。内J{ljO)タタ キは軽くナデ。内外而、破断而に煤附牙.. f 0 

胎土は灰N6/0を址し、石英 ・此石芳干あり 。

8は炉壁片の可能性窃い焼土塊。図左の而は表画が剥落している。スサの痕跡あり 。石の而は凸気味

に弯曲した面でハケ残る。色瀾は右而から阿さの 3分の 2ほどが灰泌褐lOYR fl/ 2、左側がにぶい貿

橙lOYR 7 / 4-を品し、左が内而でよ り窃熟を受けたと息われる。胎十．は、 6 mmほどの凝灰約らしき粒

子あり、石英 ・蛤石あり。スサの痕跡あり 。徹細粒には黒戊母もあり。
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9は琳禍内製片の咽謡のある焼土塊。全体的に1翌1左側が凹気味に弯曲する。1その面は全体が発泡、

被熱によるハゼか細かい凹凸あり、 2ヶ所金属緑らしきものli/J灼。それ自体も発池し、周辺は灰白7.5

YR8/lで，以珠状光沢あり、中心は灰lOY4 / 1で光沢なし。右の而は細かい凹凸やしわがあり、

ナデなどの調腋は見られないのに平滑なため、盟にす川し付けられたようである。スサの痕跡あり。

断面では、 右から厚さの 3分の 2程度までは灰N4/0を呈し、スサ痕残るが、左は灰白N7/0を

呈し、スサ痕は確梱できない。胎上には石英わずかにあり、微細粒は黒以舟：もあり。

10~15はガラス小玉鋳盟／午。芯持ち孔は以通し、径約0.5mm、鈎型穴は径 5mm、深さ 3nunなのが共遥

する。

10はナデ閥整のようである。被火痕跡は不明。胎上は明褐7.5YR5/6を品し、混和砂釦這．め ら

れない。微細粒には黒凶伺などあり。

11もナデ謂整か。芯持ち孔が膨らみ｀未且＇通なものが1個ある。その中は下が広く、横に細く 仲ぴる

穴があり、 針のような穿孔共が途中で折れた状態でIJ:ilfl屈し、横に刺さった痕跡と1値測できる。被火艇跡

不明。胎土はにぶい褐7.5YR5/4を呈し、＇↓も石 ・石英あ り。

12は調整 ・ 被火痕跡不明。 Jj合土はしこぶい橙7. 5YR6 / 4 を止し、石英・ 抵石沿可•あり 。

13は、被火痕跡か悩表荒れる。鋳型穴は111]心r1状配1位。その一つの中に発池した灰白lOYR8/ 1の
附着物あり 。 ガラス禅か。 胎 —K は明褐7.5YR5 / fi を呈 し、徹釧粒に晶裳舟：なとあり 。 端部の 1-Lj 弧か

ら復元される径は20cmほどガ。

14の胎土は褐7.5YR4/4を晶し、石必わずかにあり。被火痕跡・ rJf;j別が不明。拙測される径は20cm

ほどか。

15 には 12個ほどの鋳柑肋'(の Iれに白濁したガラス小屯の破片がllf~滸している。径の分かるものは 4.111111ほ

ど。鋳型穴は同心円状配ti",'.。上面は一定方li.iJナデ、端1Mはヘラケズリ、下而は植物釜の圧痕と、 何らか

の圧痕と思われるII「Ii'',がある 。 被火は確実なもので、 胎十．はにぶい褐7.SYR5 / 4 を呈し ， 艮石• 石

英若干あり 。微細粒には黒岱屈もある。

ガラス小玉自体が残イ＿針しているのは稀刈な例と息われるが、白濁しているのが｀温瓜が上がり過ぎて

発泡したためか。一つの幼型穴内ではわずかに'i'f緑色のガラスがllf料・・r-しているのが！認められた。

16は棒状土製山＼。両端を欠失。被火痕跡か器淡兇れ、渭照不明。胎十．は浅貨橙7.5YR8/6を呈し、

石英•長石多し 。 鋳澁 I松1係の郊品 カー。

17は杯。外・1箭は、底部不定方向の粧いナデ、屈曲部は斜めハケ、 その前にユピオサエか， Iヽ ケの上端

を上のヨコナデがiiりす。内而はヨコナデ後m:文。見込みのII汗文を放射状暗文が切る。放射状nr匂：文には 1
往復連続するものがある。胎土は灰紺褐lOYR 5 / 2を呈し、長石をわずかに含む籾艮な胎十:o

18も坪。外血は、 下半やや荒れるが全体に日コナデか。ただし、底部に ・部ハケ残る。内面はヨ コナ

デ後暗文。）j台土はにぶい黄橙lOYR 7 / 1を呈し、石英 ・li石 ・赤色粒わずかにある*i'Jl:J.なJJ{';;I::。

19はミニチュアの壷か甕か。外lfliはII緑から）if部はヨコナデ、JJl1lj部はユピオサエ後ハケ、 さらに軽く

ナデ。内面はヨコナデ。胎土は灰白10YR8/Jを呈し、 i匂石・石英わずかにありの精良な）Ja.::L., 

20は高坪脚爵f¥片。外而はナデ、 内面はナデとユビオサ工。胎土はにぶい橙 5YR7/4を品し、赤色粒

わずかにあ りの粕良な胎-Lo

21 は台付 き鉢の脚部）午か。 内外而ともヨコナデだが、身部17~ 1:Ci:i はその前にタテハケか。 胎土ばにぶ し

黄橙lOYR 7 / 2 を呈し、石英 • 長右 ・赤色粒を浩干含む。吼i')↓心な胎土と符えるか疑1/JJ。
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22は坪形鉢片。外而は中位にユピオサ

工 1列、下部はケズリがそれを切る。上

部はヨコナデ。内面ヨコナデ後11f1文。上

段の暗文が下段を切る。外面ほぼ全而に

光沢ある黒い附滸物あり、漆か。内而ぱ

器表近くの砂粒を核とした細かい焼きハ

ゼのような割れが多数ある。胎土はにぶ

い橙7.5YR7 /3を品 し、此石 をわず

かに含む精良な胎工。

23も杯形鉢。外而ば、イ本部ヨコナデ後

横ミガキ、屈曲部から）氏部はケズリ、底

部のケズリは平行する直線的なケズリを

単位として、 3単位で,Ji'IJする。内面は

ョコナデ後暗必、見込みの螺旋111砂•文は休

部の放射状暗文に切られる。

24は羽釜片である 。 外 1tri は l~I緑から鍔

の下までヨコナデ、それより下にはタテ

ハケ。内面は11縁よ りやや下からタテュ

ビナデが残るが似終間整はヨコナデ。内

面全面から口緑端部外面までと鍔の下1川

に煤附着。胎七は灰黄褐lOYR 6 / 2を

呈し、石英 .; 長石・ jLJI刈石わずかにあ り。

調壺区では極めて少ないタ イプである

が、口縁端部が丸く、 ｝］か上が` 生駒両麓

に近い河内の胎：Lのよう である。

図54-1は移動式rit!の焚nN1J込片であ

る。外面はタ テハケ、 焚「l縁込にナデ、

把手の剥離痕あり 。内而は縦の突幣が貼

りつけられ、 ハケ・ケズリ・ナデが鈷綜

している。）I合土はにぶい褐7.5YR5/

4を呈し、 石英 ・此石 ・角松］石あり、 赤

色粒わずかにありの牛駒西麓瓶胎土。

2は甑である。外面は、口縁端部ヨコ

ュビナデ後、 ヨコナデ、その下はヨコナ

デに切られる細かいタテハケ、下部は

コケズリ後ヨ コナデ、底部はケズリ後ナ

デ。内面は、 底部はユビオサエ ・ユビナ (I: 噂 5,2 : t H~ I ) 

デ後ナデ、 体部の火部分はタ テケズ リ、 図54 3 -708土坑出土遺物（その 2)
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その上にヨ コユビナデ後ナデ，口緑はヨコナデ。胎土はにぶい翼粒lOYR 7 / 2を品し、此石；石英 ・

赤色粒をわずかに含む籾良な胎土。

4 - 134 ピッ ト (I以, ~6) 02-3 -1トレンチで、4 -150炉の北側 3mほどで検出され、消111の羽lコが出

土したので、 4-150炉との関地で取り上げる。

4 -150炉周辺にはいくつかピットが散在していたが、柱穴らしきものはなく、辿土に以化物が見ら

れるものも なく、このピッ トのみが出土辿物から、1剥辿性が考えられるものであった。平而形は径30cm

弱の不整な円形で、深 さ は 17cm。 ~I!土は灰7.5Y5/10)粘質土で、 I胡辺のピッ トと変わ りはない。

鞘の羽口片は挫土I―kJ北米側で、ビッ ト底からやや浮いた状娘で出土した。他は土師器小）キが3片出土

しているのみである。

図56-1は土師揺研/1の羽口片。図左側の先端は溶融し、黒一黄灰2.5 Y 2 / l ~ 6 / lを呈し、垂れ
下がる部分があり 、使用時の方向が拙定できる。その周辺は発海し、灰白ーにぶい質橙lOYR 8 / 2 ~ 

7/2を呈する。その右は炉猥に辿め込まれていた部分なのか）6社憶の荒れが少なくな り、ナデが残り、

灰黄褐10YR5/2を呈する。Jl台土には右英多く、長石あり。

4 -150炉 (IZl55・56・表28) 02-3 -1トレンチの中央よりやや北側に位俯する。3屈掘削中に炭

化物層に当たり、残りの部分もその窃さに合わせて検1-1-¥した。周囲は， 3 -2府による 4面の批乱を除

去して遺構検出に支1旅ない深さまで下げているため、この辿構自体は台状に浮いた状態になった。

平面形は最さ2.4m以上ある不整形な溝状であ り、検1廿状況はあたかも造り付けのf位のよう に見える

が、 実際の構造は複雑である。此軸方向はEl8°N。付近の建物や溝とはやや巽なり 、むしろ離れた西

側の建物に方向性が似る。

埋土は大別すると、炭化物を含みながら」：：面で段などを形成する、底而の成形盛土らしき）f1 (図55断

面図の 6・ 8) と，上部のほとんど炭化物と焼土からなるIrり（断而l区1のl~ 4)に分かれる。

一番深いのは断而脳1の7が堆秘している部分である。この府は炭化物の中に細かいプロック土が源い

層状に入るが、炭化物を数l叫に分け人為的にfir1iめた艇跡0)ようである。そこより西側ば、濃い炭化物]1・,1

がなかったために検/1-¥而を闘＜ ．止める研ができなかったが、 トレンチ両躍に迎しているとは行え、）設部

が西へ上がっていくため、それ以上はあま り伸びないと、凪われる。京側も底而が徐々に上がっていく力、

6・8の盛土により、 並直に立ち上がる段が作られているのが注日で送る。7の堆和している邪分を中

心に、西側にも同じ段が作られていたと仮定すると、中心床面―「に炭化物がJIHめ込まれた、此さ約1.

m、幅約0.15rnほどの、横の立つ長）i形の土坑が作られていたと考える事もで送る。

それより康の床而はわずかな段淡で下がってから0.7mほどで上がり送り、その先にピットがあるよ

うな形状になる。

上部の炭化物｝脅は 2が焼土を多く含むので、その焼上が破壊された上部構造の破片である可ti胚性があ

るが、その上の 3がほぼ炭化物のみのIrりである事や、辿構の底而 ・床而 ．猥而に一切被火の痕跡がない

事から考えると、 1~3は先辿した此方形の土力しを狐めるように入れられたものと見た方が自然である。

ただし、 4は某側の浅い溝状部分に痺く堆殺している状況と、船iの羽口片など辿物のほとんどが、その

中から出土しているTJT-からすると判堆積である可能性が強い。

以上の事から考えると、焼士混じりの炭化物を充机した此方形の土ガLの釆側に浅いWi'.が付いた形を復

元できる。東側の料蹄I沿分からr,mの別口片が多く出土している{jlから、その部分を軸施股と考えれば、推

定される長方形の土坑は、炭化物や焼土を入れて防湿を図った、炉の下部構造の可能性が強まる。その
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事からこの迎構を炉とした。刷査区出土の辿物から考えれば、ガラス小王鋳澁用か鍛冶の炉である可能

性が高い。炭化物陪内には多くの鉄滓状のものがあったが、それはほとんど窃師小イ1'f]であった。だが`

埋土を飾選別 し、さらに磁石で選別する と、鍛逍剥片が含まれている研が判明した。騒さ 3mm以下と非

常に細かいもので、確梱したものは全て板状である。この沿構が炉として操業している時のものではな

いが、他に小鍛冶の炉が存在し、そこからの炭化物と焼土を充棋物として使用している証拠とは百える。

出土遺物では靱iの羽lコが多い。また、弥生土器の枇じりはない。石も羅il(J)羽口が集中している部分か

ら出士しているので、葡施股の1憚澁に仙用されていた可能性がある。図56に実測可能なものを賊せる。

1は輔の羽口片。先端部は下に垂れる。先端は溶礁し臥2、5Y2 / 1その右縁辺は発湿。さらに右で

は灰黄褐10YR5/2でナデ残る。 })台士は石炎多し、此石あ り。

2も輛の羽口片。図左側の先端部は斜めになっている。先端は溶融し煎～灰5Y2/1~4/1を玉

し、そこから右へ 3cmil屈ほどは発泡部分で灰SY4-/1一浅黄橙10YR8/3を呈す。そこ より右側は

器面なめらかでナデが残り 、黄褐10YR5/6を呈す。胎士は石炎多く、此石あり。

3も輔の羽口片。右の先端部はl相llllヘ乖れる。先端の溶融部分は黒10YR2/lを呈し、それに続く

発泡部分は褐灰lOYR 5 /'. 上、左側はにぶい黄杓lOYR 7 / 3を晶す。 胎土は石哭多く、 『↓を石あり。

4は士師器llliJ中か。残りが悪いので径・角度に不安がある。）(i怜表肝滅間整不明。胎±は橙7.5Y R 7 

/6を呈し、 赤色粒若干ありの精良な胎土。

5は土師器翡杯脚部片。外而は）料滅するがヨコナデか。内面上部はユピナデ、下部はユピオサ工。 胎

土は浅黄橙10YR8/1を呈し、赤色粒をわずかに含む梢良な胎：I::。

6は須恵器甕）I(O 外而は木目の出た平行タタキ、内而は同心円タタ キ。Jj合土は灰白7.5Y7/lを呈

し、長石わずかにあり。

7は凝灰岩。板状だが加工は不明。

1面だけ煤附滸。

8 も同じ凝灰岩。 断血形は）~u工した

ような形だが加工痕は認められない。

遺物からは時期を確定しにくく 、掲
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図56 4 -134ピット ・150炉出土遺物
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載土器も羽口片以外は破片が小さく 、3-2府によるJ:.:而撹乱で批入した可能性を否定できない。

4 -161ピッ ト・ 162土坑 (I叉157; 58 ・表29• :30) 02-:-3 - 2トレンチ凍端付近で検出された。切り合

った位置関係から、当初何らかの閲辿性のある逍棉かと労えたが、結論的にはやや時期が異なり切り合

った遺構である。

4 -162土坑は、埋土は図57の断面圏の 1・2を上）岡、3・4を下）01とした。上府は流入：I:: のようで、

特に 1は土坑の外にも｝ム．がり、かなり後の部分雄秋である可能性が麻い。下府は断而の 3がプロック土、

4は水成堆積であるが、どちらも柏物辿体が分解して細粒化したものを含む。炭化はしていない。また、

灰の よう な ものも認められたが、植物辿体のガラス質かも知れず、 断百は避けたい。下/\'•'/上而は比較的

平坦で、 北東側の一粁訳では炭化物が而的に広がっていた。また、その而で,I祈而セクション交叉邪分に

径約30cm、深さ10cm強のビットがある。

全体の平而形は、 1偶丸方形の南西辺が突出する洲角形と考えると、方軸方向はおおよそE22°N。平

面形や整地土のような下／習皿土があるのは 3-707・708土坑と共通すると甘えるが、 下1位に水）泌堆籾／心'/

があり、低湿な券問気があるのがやや疑1廿jで，炉などの下部構辿とするのに踏踏する。

4 -161ピットはその突出した怜I両部分を切るやや不整な桁円形の平而形を持った辿構である。哨砂

がピット内を途中までヒ社しでいる。'1-162土坑の1111.土がこのピッ ト側に落ち込むのも11n砂を起こし

た地雛の影閻かもしれない。ピットの幽は立ち、大型の柱穴のよう でもあるが柱艇は1認められない。

出土遺物を凡ると、 4 -J 6lピットは、小片が多く、？は1以1(1りに入れられたと息われる辿物はない。た

だ、高台杯など奈誌I I専代の臥忠-~~を含み。黒色士．岱A甜＇｛椀片も見られる 。後述の 4--162;1". 坑上）脅と考

え合わせる と卦1ll'JIJ時期は平安時代以降と百える。

4 -162土坑も沿干の奈艮時代辿物を含むが、それらは小片で、いずれも上府から1±にI::している。下

層の遺物は北虹側の上面付近と、北LL関の I岡内に集中する。土師梱 ・頻瓜梱は飛，島時代にまとまり、破片

も大きく、 完形率研い。あと、燃えさしのような一部が炭化した自然木と、製品としてのJJとが/1-¥上して

いるのが注目でき る。

以上から、 4-162上坑は飛島時代前半に:t/iil削され、 ド）\' •'/ で皿め ら れるが、しば ら くは p「l f'i!I を成し た

ままであり、 完全に皿没するのは平安時代頃である と考えられる。さ らにその後に 4-161ピッ トが掘

削されるのであろう。

実測可能な辿物を怪158に掲載した。1・2はtl-161ピット出土。 他は '1-162土坑出土で、 :~ ~ 8が
上層、 9 ~21が下}¥"'i。

1は須恵描のかなり大型の甕か鍋のM部片と息われる。外而は平行タタキで類部の同転ナデがそれを

切る。内面はll1]心円タタキで破片卜．半はヨ コナデがそれを}]りす。 胎土は灰 5Y6/lを呈し、・↓と石あり 、

黒色粒若干あり。

2は須恵器翡台杯片と息われるが、胎土が哀洵地域源の可(/眈性があり、虻石が兄られないと ころから、

灰釉陶器の可熊性もある。内外liliとも匝Ill伝ナデ。 胎土は灰白N7/0を品し、石英 ・

含む。8世紀代のものガ。

3は高台椀片、釉は一切残存しないが、 ，ii次質白色の胎土から緑釉椀でないかと思，われる。）科滅激しく

調整不明。胎土は灰白lOYR 8 / 1を盈し、細かい石英がわずかに見られる。平安時代頃か。

4は須恵器闊台杯片。内外而とも叫転ナデ。 胎上ぱ灰N6/0を呈し、混和砂粒なし。微細粒に石

英・長石あ り。8枇紀のものか。

-99-



回 5 7 4 |  1 61 I:: ・;; I ' ・ 1 s 2 ± m w 廿 1 注 泊 ・ 翌 圃

埋
土
内
上
層
及
び

下
層
上
部

ン ク

ヽ
埋
土
内
下
層

・"
 
＼
、

----
'
 
'
 ‘‘
 
-... 
---

'rt
-
~
-
、
\

'
'' 

....... 

ー 1 0 0 -

16
1
ピ
ッ
ト ．
 

b ー ↓

u
-屠
出
幻
i
土

i
·
8

·
10

·
IL

·
I~
ー
区
、
石
l
・
3
.
石
苫
l
の
み
l

＼
 

ca
e
 

ぶ

/
'
 

十 q
は
g  

令 1
‘̀ 

令 6 、
＼  ー1 ー ー J

ー

1 9 ー ー ／

j ー

ー
‘1 

り
団
呑
m

c
o
)
 

OJ
)
 

—•
 ）
 

b
'
 

• 
T
 P
 -
L
J
.5
m
 

,
 
-
-

I
 

更
二
~
1

3. 5
m

1
、
灰
5
ヽ
•4

11
.
シ
ル
ト
．
匹
あ
り
．
荻
「
C.
捻
9
『
い
こ
あ
り
.
3
屈
系
．

2
.
 灰

S
Y
-
I
l
l
シ
,✓

1-
に
．
灰
オ
9
ー
ブ
～
灰
5
ヽ
む
か

--
51
1
シ
r✓
t
-
-

ぁ
IJ
.

~ ヽ
JJ
:
片

• 若
炭
を
含
む
．

3
.
 吋
灰
尺
益
Y
0
~
袂
鑑
蝕
と
灰
？
内
に
.
4
四
プ
ロ
ッ
ク
と
戻
化
わ
あ
り
．

"1
. 
呻
10
¥'
IR
沈
3
駈
窃
猛
!
t
?
内、
4
眉
切
、
プ
つ
ブ
ク
・
虫
ね
遺
体
・
ラ
ミ
ナ
あ
り
．

5
.
 組

2.
.5

Y叩
諏
}
シ
ル
ト
内
に
灰
貸

2.
.5
¥

61
12
中
~
い
プ
ロ
ッ
ク
あ
り
．

6
、
灰

5-
.,

· 5
11
郷

～
シ
，✓
1-.
 
ti.
 砂
→
翻
潤
あ
り
．
収
咋
m
あ
り
、
~

Fe
あ
り
．

••
 8
<
5ヽ
'4
11
:ン

r,
J-
、
巨

it
>-
中
砂
若
干
あ
り

．
荻

1£
.~

-.
.,
『
J,

~こ
あ
り
．

8
.
 虚
む
{
M
l
:ン
4
卜
内
IC:
..
灰
5
Y
61
1
諏
ャ
な
が
9
あ
り
．
炭
化
稔
わ
f
れ
こ
あ
り
．

9
.
 灰
5ヽ
・m
祖
砂
．
咽
．

E  g ・ r , ,  +  " c l ' . L  

(S
=
V
鈴

と
，
I
I
 

ー

E  S ' C l  + .d ．↑  
が
ょ
プ
ロ
ブ
ク

o i  

I
m
 

＇ ．
 



5は土師器lllL片。漆パレッ トとして使用されたようで、内而i::屈状に）立く生漆附滸。仮元の角9虻にや

や不安あり。外而は底部ユピオサエ、イ本部ナデ。 小皿の部類で、時期は確定しがたい。

6は小片で器整もかなり流れるが、製塩土器の類ではないかと息われる。 二次的被火か。内i針にはタ

テユビナデ・ ユビオサエが残る。）j台上は灰白10YR8/1を呈し、石炎多し。

7は燻し平瓦片、J:.而ぱ布目にナデ、下而はナデ。))it土は灰 5Y 5 / 1 を呈し 、 長石 • 石淡あり。

8は土師器土鍾。ll/M整不明。胎土はにぶい貸橙lOYR 7 / 2を呈し、石り［あり。

9は土師器綸状土器である。胎土 ・肌l整の共通点から移動式瑚に伴うものと考える。上部口縁形態や

煤の付き方からして、寵掛け口に骰き、使用するものであろう。今岡の間査でも 2点しか出土せず、 稀

少な器種である。外lfliは」：：邪17縁端而はl¥.7J心円タタキ後ケズリ。体邪はタテハケ後、上部のユピヨコナ

デ、下端からのヨ コナデがそれを切る。内而は卜部ヨコケズリ 、下のヨコナデがそれを切る。内而から

上部口縁端面まで厄＜煤が附分？。外rfliも部分的に痺＜煤附灼、下端邪の[IJ;ttlりから煽が洩れたような付き

方である。胎士は灰翼褐lOYR 4 / 2を呈し、石災；此石 ，イり1入l石ありの生駒西龍澁胎ェ。

10は把手付 き脅本に近いが、 ))恥部が深いので、鍋としておく 。 飛鳥 • 平城宮分類で甘＇えば、ハケはな し

が甕Bか。外面は、底部は平底で、その周辺朋滅潤整不明、下部にはケズ リ、イ本部の大半はそれを切る

表29 4ー16'1ピット叩笏阪片双攘I;;;_
大別 鳩りI) 福~· 幽式・都皿破片粘 細別

総数 破片数 ％ 破片姑 ％ ％ 破片也 ％ 

土器・陶磁柑 ~6 弥盃 3 5.4' 3 100.0 
土師柑 45 80.4 6 13.3 

さ 1 ?? 

1 ？？ 

il-1' 1 ？？ 
1打皿邸 1 _____J,,2 

珀思甜 7 12,5 騒 3 42,9 
↑ 3 42,9 奈艮 2 G0,7 濯i台坪 1 !JO.O 

無高台 1 !JO.。
贔色土紺 ， l,ll A氾6即 1 100.0 

その他 不製品 1 際 1 

表30 4ー182ビ坑遺物破片数集計表

大別 種品I) 福積凰 型式・都1lI破片懃 細別
総数 破片船 ％ 破片粘 ％ ％ 破片製 ％ 

土器・陶磁甜 228 弥a 24 10.5 匹 1 4.2 

壺（生―駒西麓）
6 20.8 畏贋0晉 1 ____2j⑮ 牛酎飢/Ii輝 ＿＿」 10Q,O 
2 8,:3 広_q犀 1 20,0 

底郡 3 60.0 生尉西麓 1 33,3 
品ンヽ 1 4,2 

l.:C.Cill器 147 64,6 疇 21 14,3 
羽釜 12 8,2 
l( 3 1.4 
1状土船 2 1.4 
，手 1 0.7 

S7 38.8 
:i,,, 2il 17.0 脚も！ 3 12.0 
皿ヽ間 77 b'Z.4 1111 1 1.3 

/Jlllll 1 1.3 
出黒土器 ， 0.7 
厄`
， 0.7 

須恵俗― 513 24.6 , 17 30.4 
!l 14.3 

~ 30 53,6 ntt糾武 6 20,0 1 16.7 
5 D'l'l 

mili竪t ~ B.7 2 1Jl.JLO 
索Bl. 4 13,3 ＇台 坪 1 __2_IもQ

柑濯i台 ー］ 26.0 
登 1 26.0 ， 04 高台祝 ， 1000 

その他 m 1 平 ， い..s;L 1 
サヌカイド― 1 1太累品 , 炭化宋 26 炭 3 
石 11 
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161ビット； [I (上鼎I),2) rni l・.Jid罰 ；[3~8) 
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JO 20) 、 1 7(上:i:l 6 ) 、 l R 、 1 n (上鼎 I ~ ) 、 20 ( 上が~ 4), 21 (水I))

図58 4 -161ピット・ 162土坑出土遠物
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タテナデだが、中位に一部ヨ コナデ、殿部以上はヨコナデ。内而はヨコナデのみ。内而の底部から口緑

端部まで煤附滸。胎土はにぶい粒7.5YR7/3を呈し、 ・長石わずかに含む籾良な胎ェ。

11は土師器杯。外面は1本部上部ヨ コナデ、下節はユピオサエが残る。 内面はヨ コナデ後陪文、 J:.半2

条の水平の暗文あり。胎土はにぷい賀橙lOYR 7 / 2を品し、此石・赤色粒わずかにありの籾且な胎±o
12も土師器杯片。外而は上部のヨコナデのみ分かる。内面ヨ:::rナデ後flf'r文。胎土はにぶい貿橙lOYR

7/3を呈し、石英 ・此石 ・赤色粒ありの籾良な）l台土。

13も土師器杯。外而は、底部ユビオサエ後ケズリ、1本部はヨコナデ。内面はヨコナデ後fl!匂•文。 胎土は

にぶい黄橙lOYR 7 / 3を呈し、石英・赤色粒若干、此石わずかにありの梢良な）l台土。

14は土師器窃杯片。外而は口縁ヨコナデ、下部はユビオサエ残るが最終胴腋不明。内而は1耕滅により

口縁のヨコナデ以外不明。胎土はにぶい紺橙lOYR 7 / 2を呈し、rJも和砂粒ない梢良な胎土。

15も土師沿窃杯片。外面は、ヨ コナデ、接合の段のJ:.に三El月状の刺突痕 1列あり。内而ヨコナデ後

暗文。胎土はにぶい賀橙l.OYR7 / 2 を呈し、混和砂粒ない哨~良な胎土。

16も土師樅窃杯片。外面、ヨ コナデ後ミ ガキ、接介の段の下にはユビオサエ残る。内而は右上になで

上げるヨコナデ後111'1文。胎土はにぶい黄橙lOYR 7 / 3を呈し、 混和砂粒ない籾良な胎工。

17は土師賂窃即柑1部片。外面ユビナデ。内而ユビナデ ；ユピオサ工。材節内面は刊h)整不明。胎土は橙

7.5Y 7 /6を呈し、赤色粒硲干、長石き石炎わずかにありの料ばしな胎土。

18は須恵器月遼恰。外面は、天J中部粗い不定方向ナデ、 粘士塊附滸、屈1111部は回転ヘラケズリ後回転ナ

デ、体部は回転ナデ。内而は趾転ナデ後天J中部一定方向ナデ。外面にヘラ記号。胎：：Kは灰N6/0序皐

し、石英若干あり。

19は須恵器杯封。外而は，底部1回転ヘラ切り後粗いナデ、休部回転ナデ。内面但III伝ナデ後底部一定方

向ナデ。胎土は灰 5Y 5 / 1を星し、む英若干あり、大粒の流紋岩 1個あり。器表に瓦器のように炭が

吸着する。

20は弥生土器壷）設部）中。外而は、）設部側而にユピオサエ残り、 上にタタキ残るが、ナデ。内而は1ギ:,, 

がりナデ。外而）設部に 2個の籾圧痕あり。）玉）氏のサイ ズ、長さ8;5呻輻4.'7mm、長さ8.3圃幅4.9rnino胎」.:.

は暗灰黄2.5Y 4 / 2を呈し、 fr1IXJ石多し、艮石若干、石英ありの生駒西菰産)j釦to

21は木製品。，点け木か。1区I上端は斜めにカッ トされる。下は細くなるが途中で折れる。

4 -305柱穴 (I以]59) 02 -~- Jトレンチ附凍Iりりで検出された柱穴である。欄査区内では）1!iする建物

を確認できていない。柱穴としては小型のrJIS製で、平而形はおそらく桁円形であろう。狸土よ而で柱抜

き取り痕が確認されている。

出土遺物は1片のみであるが、それが注日できる。収159に諮げた娯恵器「1―j而硯片である。抜送取り穴

埋土上面から出土した。削平を考えれば、抜き取り穴に落ち込んだものであろう 。

外面は上面から側面上蹄にかけて回転ナデ、その下は不定方向のナデである。下端面はヘラケズリ。

内面はヨコナデ。透かし孔はヘラ切り。上面は残存郁分で悔部の下端に述しているようで、悔部の111開は

狭いようである。透かし孔の間隔は円周に対し不均等で、復売すると 6孔のlfff)も性もあるが、おそらく

5 孔であろ う 。 下 ~11/1)部は内外に膨 らみにぶい突瞥状を成すが、 その稜線は不規則に蛇行する 。 Jl台土は行

灰5B 6 / lを呈し、石英あり、此石若干、品色粒わずかにありで、おそらく陶邑旅であろう。

円面硯は大阪府陶邑古窯址辟において6世紀宋から生産が始まるが、この円而似を飛島II期のものと

すると、先行する陶邑TK 43 -I・T G 61 -A・T G 68号惑例や、同時期と飛、(!/IV・V期の辿物が混在
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するTK116号照例の鴎脚円面硯は大捌品のみである。6世紀末~7世紀前半の小型の円而硯を兄ると

滋賀県中畑古呈辿跡、 京都府祁上がり瓦窯跡に例があるが中空円而硯である。小型の圏脚円町硯として

は最古のものになるかもしれない。

4 -324柱穴 （図18・60・表31) 02-3 -3トレンチの中央付近で検出した。属する建物は確認で g

ない。上面で柱痕は確胞しているが、断而は観察していない。柱穴の中では比較的多く迫物が出土した

ので報告する。

遺物は柱痕からは出土していない。また、柱穴底につくものはなく、いずれも浮いている。比較的人

きな破片はあるが完形来は悪い。以上の事から邸圏的に入れたものはないと思われる。

出土遺物は土悩25片、自然石 2 個を数え、土岱の大部分は弥生上器であるが、須）ぶ器 • 土師器の小片

が含まれる事から、辿梱自体は古代以降に位骰付けられる。弥生土器は翌が圧倒的に多いが、接合する

もの少なく、 数個体分が況在している。周辺に弥生時代の辿構が多い事を反映している結呆であろう。

出土土器で実測可詭なのは1及160の3、点

のみであっ た。弥生士牝認のみである。

1は高坪脚杜部片。外画は ミガキ、下

部に 3条の沈線巡り、 その下に爪形文1）
~ 

Q
 

(l:i 1/,1) 20四I

1列並ぶ。上端には材部との扱合の1椅れこ ，' 

附加した粘土;litの剥離痕が残る。内而は 図60 4 -324柱穴出土迫物

(I , !;;ti I, 2, I溝以， ~'J::粉：l) 

表31
可

％ 

, I 100.0 

21 100,0 

R
 

~ ー
:,... 

o (:,; 1/•ll JO cm 
I 1"'1 I I I =1  

↑ • P. +13. 5m 

仁， ー（ 汗 一 l/~O) I Qi 6m 

図59 4 -305往穴出土状況及び出土過物
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絞り痕残り下部にヨ コナテな 胎土は橙5YRG/8を呈し、石哭多し、此石 ・赤色粒若干、チャートオ

ずかにあり。

2は鉢片。内外面とも ミガキ，底部外而は中央の凹部は無閻整、周囲は植物器圧痕あり で不定方向ナ

デ。胎土は灰白lOYR'i / 1を足し、右痰.:6匂石苅干、チャー トわずかにあり。

3も鉢片。外而はタタキ後軽くナデ，底部側面はユピナデ後ヨコナデ、 ）底部はユビナデ。内血は左上

がりのハケ後軽くナデで、）底部以外に煎＜炭化物附滸。Jjた土は2;5Y 7 / 1を呈し、此石粕干、石英わ

ずかを含む。

以上の 3点はおおよそ畿内V様式後半に位骰付けられるだろう 。

小結 大型の土坑は、無七に上面から辿梢が切り込むg_ゎ1が見られるものがあり 、特に、 3-707・708・ 

4 -162土坑は規松や平面形まで似ている事が注目 される。

性格としては3-150炉と同じく 、炉の下部構造である可能性が芍えられるが、上部の構造物の位i:11

まで推測でき る3-707;1:: 坑から、下!f1に水成堆利1/t,があるなど疑間、(~の多い 4-162上坑まで、各々そ

の妥当性に差があり、確定できる ものもない。また， 3 -,1.83+坑や 3-687」：坑などはさらに根拠が拙

弱だと言わざるをえない。

しかし、位股や方向性から建物／伴と併存が考えられ、辿物の血からも矛府がないり［から、周辺になん

らかの施設を持つ辿物群として、飛，鳥II期の上）必域の様相に具体性を1JIIえている追構と甘える。

建物に近接しているものと離れているものがある事にも注目できるだろう。4-150炉や、4-163-r. 

坑が、 調査区外の建物に近桜 し、 そこに訓査 1ヌ両側の建物群と別の建物群が存在しているとすれば、 ~..

閑地を隔てて述物辟が散在している批観を似元でさるかもしれない。

柱穴は出土巡物に特徴のあるもののみを掲載したが、建物の確定ができない柱穴が多い事も一つの特

徴である。しかし、 4-321柱穴例のように、弥生時代の辿物を含んでも弥生時代の辿梢とは甘えず、

土師器・須恵甘和の小片を含む柱穴が多く兄られ、 上師悩は籾良な胎土のものが多い事からも、），口本的に

この調査区の柱穴は古代のものであ り、 そのほとんどは飛、邸時代前半のものと して艮いと1位測される。

しかし、若干の柱穴j¥.lj士の切り合いも兄られる引から、全ての建物が一時期に一斉に建てられたとは

言えない状況である。柱穴の中には、同じ飛島時代1前半でも、4ー柵列 2のように、構群の時期に遡る

ものもある可能性を必えておかなくてはならない。

これらの遺構を建物群と共に工房城と捉えても、この而梢の中で一つも井jjと確定できる辿構がない

事は疑問として残る。弥生時代の-JI;;iが5柚検出されているのと対象的で、取水条件にさほとばだがある

とは思われないのに、不恩間な点である。むしろ、T→ )7｝城と しては粋通の集落以上に水が必要なよう に

考えられるのであるか。

また、「(2)中批辿構」の部分で述べたが、02-3 -1トレンチ南側で検出された、条見地刺とは方

向を違えた耕作痕が、これらの時期にまで遡る可能性がある事も、忘れてはならない。方向性も共通，1;,(カ

あり、自然地形に姑づいた耕地区圃が、これらの辿梢の方向性の柚淋となっていた可能性もある。同II屯

期併存が認められるならば、耕地区両の中の1敗閻地にエ切域が散在している訊観が後元でさよう 。

遺物としてはガラス小玉鋳型や崩11の羽門ばかりでなく、製塩土柑や漆パレットも出土しているのが注

目でき、工芸生産の多様性を示唆しているように恩える。また、円而砒の出土は、懺::C/11・の存在を示し

ているのだろうか。しかし、土器は股訂な閻蝿具と供jj普柑を持ち、定住性のある集落の様柑を示してし

る。これも重要な要素であろう。
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(6)飛鳥時代溝

4面では、南某から北西に走る料＇此と、ほぽそれに直交し、南西から北米に走る溝が、郡l究区全面に分

布していた。それらの糀は、 交点でも切り合うものはほとんどなく 、同時期併存、同時期辿没と考えら

れる。切り合い的には、建物の柱穴の他、巫複する飛島時代以降の追構には全て切られていると甘って

も良く、飛忌時代の建物群に先行する溝群と百える。

しかし、 出土辿物からは両者の時期差は認められない。それと溝内にほとんど水）泌堆府'11邑が忽められ

ない事から、これらの枯闘革は建物群の成立前前に、掘削されですぐに埋められたと息われる。

調査区東側と西側では方向性が異なる傾向にあり、某側は柱穴との切り合いは確認されないので梨四

2群に大別できる。 また、幹線的な広く深いものと、狭く浅いものに大加する事がで送るのも知られる。

しかし、 数も多く、分布範囲も広く 、出土辿物も多いが、性格を特定しにくいものである。

3 -154溝 （囮61令 61合表32) OZ-lトレンチ北西側で検出された。02-3トレンチ末半の 3-572溝

と4m強の間1悩をあけて平行し、おそらくは トレンチ南半の 3-172溝に続くものと．思われる。平行し

て走る浅いt,r1'113 -15s溝が枝を仲ばし取り付く 。

ほぼ直線的でN23°Wを指向する。断面辿台形で、幅1.3mほど、深さ20~40c1恥 ｝民のレベルはT.P. 

+ 13.15~13. 3mの間で凹凸するが、どちらかの方向へ傾斜する傾向は膀められない。地土はりiーの粘

質土である。

遺物は集中する事なく散没に出土しており、みな底部からは浮いている。完形率の窃いものは少ない。

総量もさほど多くはないが、弥生：：：J::!J恰がなく、 土師悩で鉢、似忍器で迎が多いのがやや特徴的と甘える。

飛鳥時代前半と思われる。図62に災測可`能な辿物を示す。

1は須恵器忍社不身である。外而は自然釉多くかかり、底部はそれが発泡して訓整不明、 1本部はJiJlrl屈ナ

デか。内面は同転ナデ後底部一定方向ナデ。受け綿に消滸艇あり、壺を狙ね焼きしたか。jj台土は灰N4

/0を呈し、黒色粒多し、石英あり 。

2は須恵器平瓶。糾附frlS以J:.を欠く 。外而は上半回転ナデ、下半回転ヘラケズリ。内而は底部ユビオサ

工後全面回11伝ナデ、接合艇残る。凱部は粘上継ぎ目で剥離している。胎土は、表面灰N5/0、破断而

灰赤7.5R5/2を呈し、 チャート・石英 ・↓む石わずかにあり。

3は土師器糾類砥片。外面は口縁日コナデ、 1本部ヨコハケ後ナデか。1村面は口緑部ヨ コナデ、イ本部ヨ

コハケ。胎土はにぶい質橙lOYR7/2を呈し、及石 ・石英 ・赤色粒をわずかに含む籾艮な胎工。

4は砂岩である。点線で1:!.Hんだ怖分に煤11/J滸。他には人為痕なし。

5は凝灰岩である。板状で表函も平行する。図の右の上辺と右片は加工した靖面のようであるが直角

ではない。1その 3辺は削れ。1/lUれ面も含め、全面に煤附滸する。

3 -158溝 （図63・64・表33) 02-1トレンチ悴I取II関で，3 -139堀I干1の底部から検/-Hされた。当初は

溝群の認識がなく、掘IIIに伴うものかと考えたが、 02-3 -2トレンチの 4-164i-¥界につながり、飛．鳥

時代溝群に含まれる事が判明した。

ほぼ直線的で、E26°Nを指向する。幅は最大 lm弱だが、枷田の削平以前は lmを越えるか。I祈皿

は逆三角形。底而レペルはT,P. 中13.34~13. 42mで、弛いてii・えば怜J西にやや傾斜するか。皿土は1―It

ーである。よ半にコンポリ ュー トラミナが見られるのは後批の 3-2屈の影堀か。

遺物は特に梨中する部分なく出土し、底部に付くものは少なかった。弥生土器が併無なのは1欄査区梨

側の特徴か。七師棉・須思器の組）成には特色ばない。図64に区l化可能なものを諮げる。
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側まで回転ナデ、

1 は須恵器甕片。 外而は口緑部 IEi:I II伝ナデ、 ）l靡Iはカキメ 。 内 1Mは胴部 1·~11 心円 タタキで、口緑から顕部

タタキにも軽く匝111伝ナデが入る。胎土は灰N5/0を星し、石哭;; ↓と石あり、黒色粒

わずかにあ り。

2は須恵器甕胴部）十。法紐は似るが lとは同一個体ではない。外面はタテの平行タタキ後、

キメ、下部にヨ コナデ、 )jが部中位に何かの枡枕しが不規則に入る。 内而は同心円文タタキ後

,-7部にカ

棒状工共に

よる ヨコナデが散発的に入る。胎土は灰NG/1を呈するが、外而は炭索が吸ダfし、 n粁灰N3/0~野

灰5PB5/lで、瓦悩のような光沢を成す。石災、長石をわずかに含み、微細粒に

これと同じように悩表に炭紫が吸滸して瓦僻のような金）瓜光沢を成す、姐忠梱製の

色粒あり。

今回の調究では、

破片がいく らか出上しているが、飛島時代のもののよう である。破断而から見ると比較的低温の焼成で

あるのも共通する。

3は須恵器杯盗。外而は、体祁と、 つ みとその周辺が 転ナデ その間は同転ヘラケズリ。内而は

回転ナデ後天井部に一定方向ナデ。)]ti上は灰NG/0を皐し、石炎わずかにあり。陶邑産か。

リ、そこよ り下は左下がりの

4は須恵器短即盈片。口緑部が・部下がる。外面は1ご1緑一Jiiml回転ナデ、i立大径部分に 1条ヘラケズ

コナデ。内而も 口緑~Tif部回転ナデ、 以下は左下がりのヨコナデ。胎土

は灰 5Y6/1を呈し、石英 ・艮れをわずかに含む。陶邑照加

表32 3• 154 l 慶潰勅碑片獣l!Ulf-十表
大別 種}JIJ 町 f嵐 羞田・郡1江破片数 咄月IJ

総数 破片災 ％ 破片見 ％ ％ 破片数 ％ 

土器・陶磁§ 411弥生 0 a.a 
1土師器 15 36.6 . ~ 13~:L 

14 93,3 
,..,、 1 6,7 
皿11:0 2 13.3 

l俎忍甜 26 63.4 7 2G,0 
10 38,5 
3 11.6 II形式 310-@ 凶 l 33.3 

その他 I~ ヨ : ，為!Ji 2 

フ

I 
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図62
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3 -154溝出土遺物
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。
(:Sーi/1) 20 cm 
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2、灰5Y5/lシルト. ~Ill沙-klll妙・仲状 1'11 あり、 /)j(ビ物わずかにあり, a-I汎
3、灰5Y4/lシルト、 t1111J,・ ~ 状Fuあり、中ゆ～糾1砂 ，/cll(l:IMT・あり．

4、灰5Y4/l (,, ル1--糾1J;、机砂～師砂が1下，守状 110・灰オリー-:/7,6Y6/2シル,,rn
ややぼやげたプロ；；り ~·ir-あり、 Iえ化わわずかにあり,A為的凧 I·:カ

5 、黄灰 2. sv ,1 1 1 シル ト-~,l;j_、 tllY~r1 I!, り，ij,コンポリュー ,.,ぇ -J•あり．
0
1
 

(:,; -11,10) l 111 

し と一占「

図63 3 -139堀田 ・158溝平面 ・断面
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5は椀形鍛冶鉄澤である。下面には炉槌片と炭化物、上而には以化物が附滸する。

遺物全体を見て、飛，鳥時代前半としても矛府はない。

3 -165・180、18/l溝 (I叉165) 02-1トレ ンチ悴j半で、出十．状況などは記録していないが、畿つか注

目できる遺物を出土したi.牌を拳げておく 。3-165?¥'1位は、 3 - 154• 172溝の続きの可能性がI団いもので

ある。飛烏II寺代の溝であろう。 3-180溝は、3 -154料心に平行する 3-572/l府の続きの可能性の甜い 3

-196溝を切 り、 枷田にIJMI Iする湖北正方位のfl'/{である。新しい時期のものである可能性が盛い。 3-

183溝は平面形を明らかにで送なかったが、 139堀川の北町が四側で北に皿がるのは、この溝の訂であっ

たようで、 3 -158溝には切られている印を確認した。閻究初めの側li閤掘削 l巾に出土した辿物に、 この

溝内であっ た ilj能性が強いも のがある。切り合い (Iり には飛島時代料'nl洋 より前になるが、 出 —k辿物 に時期

差はない。

以上の溝から、主要な辿物を図65に示す。

1は土師器羽釜片である。n緑から魯りまで辿イfしているのはあまりない。外而は、叫汝巾位にユピオ
サエ後、タ テハケ。その後、がりの接合惰ISは」→・iJIIJはヨ コハケ、 fill]はユビナデ。披後に全てヨコナデ。 内

面はヨコハケ後ヨコナデ。外而9加の下には媒附沿。胎七はII紆灰洲z.5Y 4 / 2を旦し、角I刈石多し、 -f-1
英 • 長石あ りの生駒西龍照胎」：。

2は土師器鉢片。外而は、ヨコナデ後ミガキ、下部はケズリ。内而はヨコナデ後mわら 胎上は灰白2.r:: 

Y8/2を呈し、Lも(-jわずかにありの店i'且lな胎士。

3 は弥生土}伶壷 1 1緑片 。 此嬰伽'1 ~系の供祖廊＇化というべきか。間整はナデ。）jf; 上ばにぶい1112.5 y 6" 3 

表33 3-158) 皇渭物破片敬鵡計霰

1大別 橿別 器狐 製式・即1l.L破片貼 細別
総数 破片墨 ％ 破片数 ％ ％ 破片也 ~-

土器・陶磁-lii 120 弥生

゜
0,0 

工HI『器 92 iO,i 14 15.2 
12 13.0 

；坪 14 15.2 
ヽ皿罰 31 33.7 

浪忠仰 28 23.3 24 85.7 ， J2,1 '" I 11.1 

"' 6 66,7 
汁 8 28,6 糾 5 02.6 賓直 S 100.0 

It! 3 37,6 匹 3 lUU.U 
1その他 サヌカイト 1 猷 i琴 1 

二 .A戸J,

-R 一直言
こ

(f\'" i /~) 20,111 

図64 3 -158溝出土遺物
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を呈し、石英・ 艮石 ・赤色粒あり 。1敗細粒に黒獄母もあ り。

4は土師器ミニチュア邸杯。外面はほとんと9ナデだが、 材部と脚部の接合部分に板状のエ具痕残る。

身部内面は右下がりのナデ。)]訳1部内面は手捏ね後粗いナデ。脚柱部が中災なのは珍しい。

5は土師器闇1の羽lご1。間盤はナデ、開 く部分の内而はユビナデ1条。 1JiJいた方の対狐iに紐の圧痕らし

きものがある。悩磁の状態は図の点線で分ける範囲4Jf.に立わる。右の先端部分は褐灰～灰白lOYR 4 / 

1 ~ 7 /_lを呈 し、悩表剥離。そこから左は明赤褐z.5Y R 5 / 6の二次的被火による赤変。その左は

黄橙10YR7 / 2 で•番売状を保つか。左端は灰 1=1 N7 / 0 で遥元的雰囲気があ り、 長石が浴けかかっ

ている。胎土には、心英多し、艮石あり 。微細粒にチャー トを含む。

6は椀形鍛冶鉄澤。上下而ともに炭化物附灼。

7は須恵器杯盗。外而は、 1本部とつまみは回転ナデ、その間は1日ti忌ヘラケズ リ。内而は回転ナデ後天

井部一定方向ナデ。外而の半分ほ どは発泡してはぜた痕がある。 胎土は竹灰5PB6/lを呈し

英・黒色粒を若干含む。

8 は完形の土師悩甜杯。 外面はナデだが、脚部上下にその前にユビナデ。 材邪内面はヨ コナデ後II行•文。

見込みの螺旋状暗文が 1-.部の放射状賠文に切られる。脚邪内而は、脚柱部は絞り振残るが、指の人る範

囲でユビヨコナデ、脚裾部はタテュピナデで端部ユピオサ工。胎土は浅紺橙JOYR8/3を星し、長

石・ 黒雲母あ りの梢艮な胎十'.o

3 - 412溝（屈1 66~68• 表34) 02-2トレンチ西半南1111]で検出。初めは島畠から堀田への訂部で不吼各

形な土坑として検出したが、掘削し出すと 、 ~I~分堆利()1!/( こ ~'Al.われている部分が検出され、蚊終的に溝と

確認された。），Jが不整形に広がる部分があるが、おそらくJ皿没までに没蝕を受けたためと、思われ、本来

は直線的な溝であったようである。Ill.!..LJ.:.而を娩つかの柱穴 ・ピッ トに切 られるI')

おおよそN17"Nを指向する。町の/JJJれていない部分での,11闘は・l立大0.85mを測り、本米は lm強か。

戸 1

ち〗

7
 

。
(:; ー1/1) 20 cm 

"＂-

ionm, ci~:il. 1閲溝；しI),183 jllf: { r; • (l), 
02-1 tr, I~ 辺倶，It(IR~ f佑内か） ； l 7 , R) 

図65 3 -1 65・180會 183溝出土遺物
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断面は逆台形。 Ii.~のレペルはT;P. +13.1~13. 5mで、北西方向に傾斜する。狸土は複雑で、プロック

土や 4層の再堆梢などが部分的にあったが、セクシ ョンが/hl壊し、図化で送なかった。

遺物の出士は、恢l」こは北両に多いように見えるがこれは南東側の辿物が出±状況実測前に辿構水没

のためかな り流されたためである。本来は偏りなく 全体的に密に出土した。底に付くものは少数で、特

に北西の深い部分は20cm以上浮くものが多い。

遺物にはかなり多く弥生土器が含まれるが、完形部は悪い。土師器 ・須恵器の小さい岱柚に完形玲｛の

表34 3-414溝 jl物破片数集計表
，大別 fl!l7Jり 器橿

破片獣 型弐・一部位 片致 細別
総数 破片農 ％ ％ ％ 破片農 ％ 

土器 ・陶磁椅 1997 15'11::la 717 35.9 
渠（生駒四麓

67 9,3 タタキ 1 1 5 
1 1.5 ハケ 3 4.5 

llf.1111 4 6.0 
¥II[( 3 0.4 
嚢 131 18.3 悴 ¥!Jl;;;& 18 13.7 

内口濡 18 13.7 
RI¥部 4 3.1 

1 0 1 
・坪 37 52 
し台 4 0.6 

I土師甜 1078 94.0 74 6.9 
，襦 54 5.0 

130 12.1 
,11・ 69 6.4 糾l州i 6 7,2 

ミニチュア 1 1.4 
、IIllltO 312 -28,9 
む 1 0,1 

須恵甜 202 10,1 68 33,7 口総 4 5.9 
11 5.4 

,w 1 0,5 
1' 113 56,0 II形式 60 53.1 21 )Ji 0 

;!~El_ 財 0
m形式 12 10.6 7 58,3 

5 41,7 
その他 凪 6 乎 6 須恵質 4 

士f[rfi質 2 
サヌカイト 2 I石 96 蔓よ叫.ta! 3 

三

三 て

／三戸~ 3 一→7

~ -7. 

~!l 

ごり
~LO 

ロ

12 

CD IR 
lヽI

LI 

16 

。
20 cm 

（公 ！」沿籾、4: J.:H»4 、 6 · l.~~6、 H , I淵 10、
JO; 上悩12、II: I: 粉14、16 ! 卜怜11)

図68 3 -412溝出土遺物（その2)
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高いものが見られる 。 弥生土悩では~1'化が鈍の 2 倍近くあるのが目立ち、翡拓も比較的窃率である。土師

器・須恵器の組成には特色はない。瓦質の羽釜・鉢と瓦片はいずれも小片で、上部を毅っていた部分堆

積層内にあった可能性が窃い。まとま りのいい辿物群から、飛，恥n期の社Iiとするのが妥当であろつ。
実測可能な辿物を図67・68に示した。屈167の1~16は土師器、17・18は瓦器、 19は瓦、20-25は弥生

土器。図68は全て頻息柑である。1区167から各個述ぺる。

1は坪。外而は、 イ本部ヨコナデ，）氏而不定方向ナデ。内而はヨコナデ後Ill}文。胎七は橙7.SYR6/ 

8を呈し、石痰 ・及石若干ありの籾良な胎中0

2も杯。1より1-,緑の大送いタイプ。伶践表剥離激しく、口緑の一部にヨコナデ残るのみ。しかし、白
色粘土が混ざった胎土により、粘土索材の接介のしかたが艮く見える。図下側がその底部から凡た全体

像。底部の円板状粘土の上に、 1段且3本、2段目 5本の粘土紐をつなげて作る。』台土はにぷい橙5Y

R6/4を呈し、蛉石 ・赤色粒府干、石英わずかを含む料f'Jliな胎土。

3も坪。法倣的に 2と同タイ プ。外面は、1本部ヨコナデ、底部不定方向の軽いナデ。内而はヨコナデ

後暗文。胎土は灰黄褐lOYR 6 / 2 を呈 し、 石英 • 長石若干、チャート・赤色粒わずかにあり 。籾良な

胎土とは言いがたい。

4も坪。法屈的に 2と同タイ プ。外而は口縁に左上になで上げるヨコナデ、それより下はユビオサエ

後不定方向ナデ。 1人」而はヨコナデ後Ill陀文。）l台土はにぶい1心橙を止し、艮石わずかにあ りの梢良な胎土。

5も杯片。4より口径大きい。外而はヨコナデ。 内而はヨコナデ後暗文。ただし'J-.段のII行文は下段

より太くミ ガキ状で、下段に切られる。 胎土は浅樅橙7,5YR8/3を出し、赤色粒 ・艮石をわずかに

含む精良な胎J.:.o

6も杯片。5よりかなり人きく 、法拡的にもう 1タイ プIIりにありそうである。外而は1廿'Illヨコナデ、

下部ケズリ 。内而は日コナデ後Ill釦必。 見込みは二菰謀旋か、 よ 0)放射状II行文を切る 。 胎 —卜. は淡黄2.SY 

8 / 3 を呈し、 此石 • 石炎をわずかに含む粕良な）］合J..。

7はミニチュアi',切不脚部片である。 潤整はほとんどユピナデで、脚枷17~ i/Jj端部のみユピオサ工。 外面

は身部との接合部にIIHJJII した粘土を脚剃部にまで付l ばした接介~)'.£が残る。上瑚は身部に抑入して接合し

た面で剥離した部分が残る。胎土はにぶい黄橙lOYR 7 / 3を贔し、tlt利砂粒のない籾1iな）j台土。

8は高杯脚部片。外面は脚柱部ユピナデとその下のユピオサエ残るが、）科滅のため最終閻腋不明。1J、j

面は脚柱部ユピヨコナデ、その下ユピオサエ列、脚拙はタテュピナデ。上端は此部に挿入した先端部分

に沿って剥離 し、 llfす1Jll し た粘七との災 1=1 も分かる。 )j台土は浅黄橙10YR8 / 3 を品 し、長石 • 石英 ・赤

色粒若干あ りの梢艮な胎七。

9は小型研かミニチュアの視駁か罹か判断に迷う。外而は口緑はヨコユピナデ、胴部は粘土継ぎ日を残

しながらヨ コナデ刷関のナデ。平底を作るが不明確で、口緑に対しかなり斜め。内而は、口緑から即部

までヨコナデ、 ）屑綿は上半タテユビナデ後、全体左i上がりヨコナデ。 胎土はにぶいtむ橙lOYR 7 / 2を

呈し、赤色粒を若干含む梢良な胎上o

今回出土した他の小製壷に比ぺると、一!Iiiり小さく ｀にl縁端部に而がない、梱巡が厚いなど辿いがあ

るが、 ミニチュア土甘怜にしてはユビrJMj府のみで終わらず｀ナデを多用する。

10は台付き鉢の脚部片である。W41部外而はヨ コハケ後ヨ コナデ。内面はヨ コナデ、材錨外底面は不定

方向ナデ。身邪内而は府滅するがナデか。胎土はにぶい橙7.SY R 7 / 4を呈し、況和砂粒のない梢良

な胎土。

-・15-



11はガラス小歪鋳即片。芯持ち孔は此迎し、径約0.5皿。鋳塑穴は径5麟、深さい圃0 J::. 而はナデ、

下面は無調整か軽いナデか。胎土はにぶい赤褐 5YR5/4を呈し、 艮`石多し、石英あり。かなり赤い

が上下面に色訓の巡いなく、ナデも『忍識できるので、二次的被火は不明。

12は皿。外而は、イ本部ヨコナデ、底部はユビオサエ後）刑緑部にケズリ、 最後にナデ。内面は、底部の

中心に一定方向ナデ後、 ヨコナデ。暗文はない。胎土は赤也粒わずかにありの籾艮な胎..I-a

13は、直立する口緑は直口壺のようだが、 t欄整・胎土から甕片とした。外面は、訂部タ テハケ、口縁

からのヨコナデがそれを軽く iiりす。内面は、ヨ コ） ケヽ後ヨ コナデ。胎土は灰黄褐10YR5/2を呈．し、

石英・長石を含む。粕艮な胎七ではない。

14はあま り類例のない俗形だが鉢片か。外面はヨコミガキ、凱部にまばらにユピオサエ残る。内而は

口縁ヨコナヂ、）ll~J 部はやや／舟滅するがヨコ ハケ。 胎土は粉7. 5 YR7 / 6 を星し、況和砂粒のない梢且

な胎土。

15は鉢片。外面は下半ケズリ、上半ヨコナデ、最終に口緑部ミガキ。内而はヨコナデ後暗文。暗文同

士は左が右を切る。胎土はにぷい黄褐lOYR 5 / 3を旦し、品石若干ありの精良な胎ェ。

16は羽釜の鍔片。外皿ヨコナデ。1勾而はユピオサエ・タテユビナデ後ヨコハケで、批終ヨコナデ。鈎

下面に煤附牙'f 。 胎土は褐7.5Y R4 / 4 を星し、角 l刈石 • 石英・艮石ありの生駒四麗涎胎1.。

17は瓦質羽釜片。 外而は、鍔部は ヨコナデ、下の胴邪はヘラケズ リ 。 内而はわずかな残存~}IS はナデ。

器表はオ リープ品7.5Y3/1、胎土は灰＇紺褐lOYR 6 / 2を呈し、石英わずかに含む。

球胴化し、 鍔の込化したもので、14世紀代か。辿構ょ而を殴っていた部分堆和陪から出土ガ。

18は瓦質鉢片。外而は、口縁ヨコナデ、 1本rnりまケズ リ。内而はII緑付近ヨ コナデ残るが下部は激しく
磨滅、使用痕か。器表は灰N4/0を呈し｀胎土は灰自10YR8/l、石炎あり。1.4-I仕紀叫のものか。

17と同じ出土状況と思われる。

19 は須恵質平瓦片。 端•1：団がわずかに残る 。 上 1 (i:j布 l」、 下 面タタキ 。 径 7 cmほどの1廿板状に割って、何

かに再利用 したようである。胎土は灰N6/0を品し、石炎、長石あり。厚さからも平安時代以降のも

のと思われる。出土状況は」：2点と同じ力。

20からは弥生土器、 20は翡杯封部片。外面は、口緑ヨコナデ、下綿はタテミガキ。内而はヨコナデ。

胎土は浅黄橙10YR8/3を呈し、石英あ り、長石・赤色粒わずかにあり 。

21は高坪脚枯部）十。外面は、材蹄ヨコナデか、脚柱部はタテミガキ下蟷屈1111部に刺突文 1列あり。刺

突文は三日月状のものや、斜め下方向からの棒状の刺突痕などがあるので、径2.5 1皿ほどの竹竹状の、—·

具によるか。内而は絞り痕残り、下半はタテユビナデ、その7くの屈鼎部はヨコナデ。上部は門板充填。

胎土はにぶい賀橙10YR 7 / 2を呈し、{"J:石あり、石英若干、チャート・角l刈石わずかにあ り。

22は高杯脚部片。外而は、材部タテ ミガキ、脚部はタテハケ後端部ヨコナデ。以部内而は的滅激しい

がミガキか。脚部 11、]而は、上音II 日コケズリ、下糀ヨコハケ、下~i'nl 部 ヨコナデ。 追かしは四方造かし。 ）If' 

土は橙7.5Y R6 / 6 を呈し、政石• 石痰多し、石英片岩わずかにあり 。

23は甕底部片。外而はタタキ、底邪はナデ。内而は左上がりナデ。胎土は灰黄褐lOYR4/2を品し、

角閃石多し、 石英 i此石ありの生駒西麓瓶胎土。

24は細頸壷）卜！部片か。外而は、 上部緻状の痕跡残り JI怪くナデ、下部はヨコナデ。内面は顆部『［下にタ

タキ、肩部にヨ コユビナデ1条残るが、その上にヨ コナデ。)Jf;j.::I::はにぶい貿橙lOYR 7 / 3を旦し、長

石若干あり 。
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25は器台かり位のにI縁片。外而はヨコナデ、盤-F口緑に波状文。内而はタテ ミガキ。jj台土はにぶい賀橙

lOY R 7 / 3を呈し、角閃石多し、石英 ・艮石あり。角l刈石が多いが、素地が緻密で明色を示すので、

生駒西麓に近い中河内低地嵐か。

26は縄文土悩か。外面は1j1[il2 mmほどの沈線でエ字文状の文様を入れる。内而はヨコナデ。胎土は灰黄

褐lOYR 5 / 2 を呈し、石炎多し、 長石硲や,~- あり 。

大洞式を源流とする入糾エ字文か。北陸の恥屈式、藤湘方式など縄文晩期後半の浅鉢に多い。

図68には須瓜株をまとめた。1はり消笠。外面は回転ナデ、天J中部との災に回転ヘラケズリ 1条、天井

部は植物茎田痕や粘土塊が品られ軽いナデ。内面は回転ナデ後天井部一定方向ナデ。胎土は灰7.5Y 6 

/1を呈し、長心芳干あり、石英 ・チャートわずかにあり。

2も坪蓋。法址的には 1と同タイプである。外面は、 イ本部回転ナデ、天井部との災に回転ヘラケズリ、

天井部は不定方向の軽いナデ。内面は回転ナデ後天井部一定方向ナデ。胎土は't'f灰5B 7 / 1を呈し、

黒色粒多し、 石英あり、長石若干あり 。

3 も杯蓋片。 ただし 、 土師稲坪形の杯材の可能性もある 。 外而は、 イ本部回転ナデ、 天井部との培に 1~1

転ヘラケズリ 、天井部は不定方向ナデ。内而は1五Iii伝ナデ後天井部一定方向ナデ。jj台土は灰N6/0を星

し、 黒色粒あり、角I刈石若干あ り、石英わずかにあ り。

4は蓋杯身。外而は、イ本fりIS回転ナデ、）i.~ 部は周縁同転ヘラ切り｀中心部は粗い不定方向ユピナデ。

部に編物の庄痕残る。ヘラrlじりあり。内而は1国）I底ナデ。胎土は灰N6/0を呈し、よし＼色粒あり 、石英若

干、長石わずかにあり。

5も蓋杯身。外而は、イ本部 1-.半回転ナデ、下半回転ヘラケズリ、阪部は不定方向の机いナデ。内而は

回転ナデ後、 底部に不池方向ナデ。/l台土は灰f..'.:12.5Y 7 / lを呈し、 c1む行わずかにあり。

6も蓋坪身。外）(tjは、イ本惰II同転ナデ、その下に同転ヘラケズリ，底部同転ヘラ切り。内itllは同転ナデ

後一定方向ナデ。胎七は灰N6/0を呈し、石炎;± 如石杓干、黙色粒わずかにあり。
7は有蓋翡杯身部片と俎，われる。狐盗の可詭性もあるが、 ここまで径の大きなものは少ない。外面は

回転ナデ、 受け蹄より下の一部に自然釉。内面も回転ナデ。胎土は灰白N7/0を呈し、黒色粒多し、

長石わずかにあり 。白っぼい胎土で喉緻な焼成は特異である。

8は坪身。外而はイ本部1』転ナデ、その下は回転ヘラケズリ後ヨコナデ、底部は回転ヘラ切り後軽く不

定方向ナデ。内而は回転ナデ後底部に一定方向ナデ。胎土は灰N6/0を星し、長右若干、石英・黒色

粒わずかにあり。

9も坪身。外而は、イ本部匝I!I屈ナデ、その下に1叫転ヘラケズリ、底部は回II底ヘラ・切り後手持ちのヨコナ

デ。内面は国転ナデ後、底部に一定ガ向ナデ。胎上は灰N5/0を呈し、石英あり 。陶邑産か。

10も杯身。外而は、 1本部1五l!I底ナデ、その 1くに回転ヘラケズリ 、底部は軽く不定方向ナデ。内而は）111鼎

部にユビオサエ1列残り、 1叫底ナデ後底部一定方向ナデ。jj台土は府灰 5B 5 / 1 を 呈し 、 fも石 • 石英あ

り。陶邑産か。

11も杯身。外而は、イ*{111回転ナデ、）r.El 1111 r'rl~ は回転ヘラケズ リ後同転ナデ、底部は机い不定方向0)ナデ。

内面は回転ナデ後底m1一定方向ナデ。底部外而にヘラ記サあり。胎土は、表面野灰 5PB6/l、内部

赤灰7.5R5/lを呈し、石哭 ;fも行多し、焦色粒わずかにあり。

12は杯蓋。外面は、イ本部とつまみlrr!U伝ナデ、天井蹄は回転ヘラケズリ。内面は阻III伝ナデ後天井部に一

定方向ナデ。胎士は灰N6 / 0 を呈し 、 石英• 長石 ・黒色粒あり 。

-117-



13は杯身。外而は、 1本部I司腺ナデ、屈曲部回rJ荻ヘラケズリ、 底部の周縁部は回転ヘラ切 り後ヨコナデ、

中心部は不定方向の祖いナ デ。 内而は回転ナデ後底~r~一定方向ナデ。胎土は表而粁灰 5B 6 / 1、内部

赤灰 5R 5 / l を呈 し 、 石淡• 長石あ り。陶邑産か。

14は高杯脚部片。外面回転ナデ。 材部内面回転ナデ後底部一延方向ナデ。 ）批Ii}[I内面は、上半螺旋状の

ュビナデ、 下半回転ナデ。 胎土は表面灰N6/0、内郭鈍い赤褐 5YR5/3を品し、石英奇干あり。

15は甕口縁片。間整は回転ナデ。胎土は灰白7.5Y8/1を品し、石英 ．．此石・黒色粒をわずかに含

み、微細粒に黒氣母もあり。白っぽ(!I炊質の胎：：lこと含まれる砂粒がやや特鈴である。

16 も甕口縁片。 閥監は回転ナデだが、外面に平行タタキ残る 。 胎土は灰N5 / 0 を旦し、右英 • 長石 ・

黒色粒若干あ り。

3 -445・446・ 4 -285溝（図69~73・表35・36) 3 -445 · 446tl'•\' は 02 - 2 I、レンチ四半で、幹線的

な3-447溝の北米側に平行して池る 2本の溝である。北側は堀mを隔てて 3-370?-¥11¥'. にどちらかがつな
がっている と見られる。4-285科I{は堀田部分で切れ，直桜の桜合は確昭できないものの、 02-3 -, 

トレンチで、 3 -446溝．の南東側の続きとなるのはほぽ確実である。

3 -445溝は披大幅50cmほど、深さ10cm前後で、 N37°Wを指向する。3-116溝はその南両側に20~

30cmの間を空けて平行するが｀北西側ではやや1↓Hがり 3-115/.111¥'. に合流しそうな形になる。また、枝神¥'.

でつながり、 1 -117溝ともつながる。 3-147溝のJ皿土 1-.而では枝溝が切られた形になるが、これはJ叫

土上層が後の流入土であるせいで、3本の構頃t1 ·1~]1時期布在と fしていい。 4 -285溝洲分は 4-287溝と『l

交し、 4-28 7溝の方が深いので、そこから ]·~J哀は別の構と 日つでいいが、平面形ではずれはない。

3 - 446溝 • 4 -285溝は）Hに酋しれなく）'IU平も少ない部分で輻lm訊）。底のレベルは446溝部分では中

央が一番高 くT.P. + 13. 5mで、 l刺端は10cmほど下がる。285溝の北西側はそれにつながり、 4--287/1罪

表35 3一44B1ft ; 費物破片墨饂計霧

1大別 種別 甜柑↓ 型武・郡位破 細lllJ
総数 破片似 ％ 破片数 ％ 片数 ％ 破片J,J! ％ 

土器・陶磁椅 208 弥王 189 90.9 
翌（生駒西麓

面！ 32.8 I 1タキー 14 21T 
!l 8.1 E甘II 2 3.2 

（盪生駒西麓
33 17.il ~,n糀 3 9.1 
6 18.2 口罹 1 3.0 

11 t: 部 1 21.2 
7 3.7 出即Il!B l!ll 4 57.1 

w 2 1.1 
工師甜 17 8.2 2 11.8 

”‘ 1 59 
/)! 恵甜 2 ,.o ヽ 2 100 
臼 l 

~WV ., ~w 
‘‘‘’ -~--__ ., --

大別 糧［別 甜積凰 翌武叶祁1立破片粘 棚別
総数 破片墨 ％ 破片褐 ％ ％ 破片磁 ％ 

土器 ・陶磁計 388 
（弥生生駒小片）

383 98.7 
（甕生闊四闘）

100 26,1 ~, キ 8A JlAJ) 
21 _66 66_,Q_ H郡 _A_ “ 
I（鷺生駒西閲）

81 21,1 ,~ 口面 34 42,0 l生駒l!!1競 28 82.4--
66 69.1 口壼 9 11,1 1生厨i迅i麓 3 33,3 

,'!Ill ， 11.1 生駒幽陳 6 66.6 
4 1.0 

1:11' 3 0,8 
h.,., コ 11 2,9 生駒西競 10 00,9 

+Oili糾 2 O.S 皿ヽ叩 1 !l0,0 
須屈樅 3 0.8 2 66,7 

1 33,3 
|子-(J)柑1 I石 1 
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